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北川村の人口・世帯数北川村の人口・世帯数
令和5年7月31日現在　（　）は前月比

人　口 1,212人 （＋3）
　男 589人 （＋4）
　女 623人 （－1）
世帯数 629戸 （＋1）
昨年同期の総人口 1,224人 世帯数615戸
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9月  6日(水)
9月27日(水)
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ご冥福をお祈りしますご冥福をお祈りします
　 氏　名 年齢 地区 死亡月日
井津　　重 91才 野友甲 7月16日  
土居　京子 93才 加茂 7月25日 
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　　　７月６日（木）に安芸警察署の方を講師に迎え、1年生は非行防止、2年生は喫煙防止、3年生は薬物乱用防止の
教室を行いました。法律の内容や自分の身は自分で守ることについて知り、たばこや薬物が身体に与える影響につ
いて、講話や映像などをとおして理解することができ、これからの生活で気をつけなくてはいけないことを考える
ことができました。
～生徒の感想～
○万引きなどに誘われたらきっぱりと断り、落とし物があれば交番に届けたいと思います。信用・将来を失わない
ためにもきちんと考えていきたいです。
○若い世代でたばこを吸っていると病気になりやすいし寿命が縮んでしまうので、自分も吸わない、周りの人も
吸わないようにと声をかけることが大切だと分かりました。
○薬を使用する時は、正しい方法を使用していくことが大切だということが分かった。薬物を乱用してしまうと
依存してしまったり幻覚が見えたりと悪影響を及ぼすので本当に怖いものだと分かった。もし勧められてもし
っかりと断っていこうと思った。

　　　毎年、Hots教育センターの方を講師に迎え、エッセイ講座を行っています。７月10日（月）の講座では、「人権作
文」に取り組みました。自分で選んだテーマについて、キーワードをたくさん書き出した後、エッセイの構成（アウトラ
イン）を考え、その後、原稿用紙に文章を書いていきます。3年生は、経験を重ねてきただけに原稿まで進んでいる生徒
もいました。こうした機会も生かしながら、自分の考えを分かりやすく表現する力を高めていきたいと思います。

　　　７月11日（火）に校内水泳大会を４年ぶりに行いました。子どもたちは一生懸命
力いっぱい泳いで、友だちの泳ぎに精いっぱい応援をし、暑いなかとてもよく頑張って
いました。どの学年も、取り組んできた成果を見ていただくことができました。また、み
どり保育所の年長組の子どもたちに参加してもらって、５・６年生を中心に楽しく交流す
ることができました。大変暑いなか、温かいご声援をいただきありがとうございました。

　　　７月27日（木）に中芸水泳交歓会が田野小学校で４年
ぶりに行われました。５・６年生は４日間の強化水泳の成果
を出し切り、力強い泳ぎを見せてくれました。また、他校
の子どもたちの泳ぎや頑張りを間近で見ることができ、良
い刺激となりました。競い合い、応援をし合い、お互いの
頑張りをたたえ合う貴重な時間となりました。

学 校 通 信
校内水泳大会1

☆個人種目  ○男子 100m自由形 第1位 小原　 　龍 （６年） 1分 43秒５
   50m平泳ぎ 第1位 野見山 　實 （６年） 1分　４秒　
   50m背泳 第 1位 小原　　 龍 （６年） 1分  ７秒９
  ○女子 50m自由形 第 3位 大井 愉知珈 （６年） 52秒３
    第 6位 小松　 美蕾 （５年） 55秒７
   100m平泳ぎ 第 4位 田中　 海音 （６年） ２分19秒５
   50m平泳ぎ 第 4位 小松　 美蕾 （５年） １分15秒２
   50m背泳 第 3位 田中　 怜奈 （６年） １分20秒７
   25m背泳 第 1位 田中　 海音 （６年） 35秒２

☆リレー種目  ○男子 150mメドレーリレー 第 3位 北川A ３分25秒３
   　（小原　龍・稲毛　一樹・百々　岳利）
  ○女子 150mメドレーリレー 第 3位 北川A ３分28秒３
   　（田中　怜奈・田中　海音・大井　愉知珈）
   200mリレー  第 2位 北川A ４分11秒９
   　（田中　怜奈・大井　愉知珈・濵渦　穂乃羽・田中　海音）

2 中芸水泳交歓会

4 エッセイ講座

　　　７月14日（金）に3年生の総合的な学習の時間の公開授業を行いました。テーマは、昨年に引き継いで「ファンを
増やすために北川村の魅力を発信しよう」です。本年度は、ウテナが開発する北川村のゆずを使用したハンドクリー
ムを活用して、北川村のファンを増やそうと活動しています。その視点に沿って、授業では、東京でのイベントで行う
ハンドクリームの配布の仕方について考え、専門家（ウテナ、北川村観光協会）の意見をお聞きしながら検討すること
ができました。
～生徒の感想～
　視点やキーポイントに沿って意見を考え、まとめることができた。友達の意見を聞いて自分の意見が変わった
り、もっと良い案になる方法や条件を考えられたのでよかった。今後は、全員で話し合ってまとめたマトリックス
をもとに、どのようにハンドクリームをイベントで配るかを決定し、準備に取りかかっていきたい。

5 中３総合公開授業

3 非行・喫煙・薬物乱用防止教室
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小学4年生×日本の農村を元気にする会  総合的な学習

北川村消防団　中芸広域連合消防大会へ参加

Hello again! 
　9月に入り、もうすぐ秋が始まりますね。夏は楽しいですが、暑いのは疲れます。最近、
アメリカにある地元の中学校を訪ねました。日本に来てから一度も見たことがなかった
ので、今日は日本とアメリカの学校の部活動について話したいと思います。
　北川中学校は部活動が充実しています。バレーボール部、卓球部、吹奏楽部、文化部。
ほとんどの部活動はアメリカと似ていますが、少し違うところがあります。例えば、ア

メリカには卓球部はありません。また、アメリカにはマーチングバンド部があります。マーチングバンド部では、
さまざまな曲を演奏しながら街頭で行進します。どの部活動でも、新しいスキルを身につけることやスポーツ
でチームワークを学ぶことで、生徒は自分自身を向上させることができます。
　私は、中学生のときマーチングバンド部に所属していました。他にもさまざまなクラブがあり、演劇部はと
ても人気がありました。多くの生徒が役者になりたかったので、１年の間に何度も劇を上演していました。写
真部もありました。彼らの写真は、シーズンが始まるたびに学校のあちこちに飾られました。それらの部活動
に通っていた人の多くは、今では俳優や写真家になっています。彼らは部活動で新たに熱中できるものを見つ
けることができました。
　部活動は素晴らしい経験です。生徒たちは新しい趣味を見つけ、新しいスキルを成長させることができます。
私は、たとえ生徒数が少なくても部活動に挑戦することを勧めます。
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小学4年生が7月12日（水）の5、6時間目に土佐北川農園（西谷）にて、総合的な学習を行いました。
今年は総合的な学習で『北川村のゆずのひみつを見つけよう』をテーマにしており、「１年間ゆずの成

長を見ながら、ゆずの世話や手入れの仕方を見て聞いて体験して、ゆずを育てている人の想いを知り、
ゆずに関わる人の想いを考えていきたい。そして自分たちの知ったことをまとめて「ひみつ」として紹介
したい。」という想いで活動しています。今回の授業では、日本の農村を元気にする会（以下、元気会）
が実施しているスマート農業「ドローンによる農薬散布」を
見学しました。
児童はゆずの実や葉の成長の様子を観察した後、元気会

の夏目航平さんによるドローンの説明を熱心に聞き、「この
農園を全部消毒するには何時間かかるの？」「操作は難しい
の？」などと気になったことを質問していました。また、実
際に飛行している様子を記録に残したり、バッテリーの重さ
を体感したり、貴重な時間となりました。

７月23日(日)に田野町の中芸消防本部にて、中芸広域連合消防大会が開催されました。
本大会は中芸５町村の消防団員の技術向上と連携強化のため、毎年開催されていましたが、コロナ
禍にあった近年は中止が続いており、今回、４
年ぶりの開催となりました。
各団による応用操法では、北川村消防団の
ホースさばきや、正確な放水に会場から大きな
拍手が送られていました。
また、午後には４月、５月に火災があった竹
屋敷、木積地区の現場にてケーススタディを実
施し、火災発生時の対応について理解を深めま
した。

ロバート・ゴメス Robert
Gomez

人権・行政相談

○日　時　9月13日(水)  13時～15時
○場　所　北川村総合保健福祉センター

○日　時　9月13日(水)  10時～15時
○場　所　北川村総合保健福祉センター

行政相談所開設のご案内 人権相談所開設のご案内
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　北川中学校は部活動が充実しています。バレーボール部、卓球部、吹奏楽部、文化部。
ほとんどの部活動はアメリカと似ていますが、少し違うところがあります。例えば、ア

メリカには卓球部はありません。また、アメリカにはマーチングバンド部があります。マーチングバンド部では、
さまざまな曲を演奏しながら街頭で行進します。どの部活動でも、新しいスキルを身につけることやスポーツ
でチームワークを学ぶことで、生徒は自分自身を向上させることができます。
　私は、中学生のときマーチングバンド部に所属していました。他にもさまざまなクラブがあり、演劇部はと
ても人気がありました。多くの生徒が役者になりたかったので、１年の間に何度も劇を上演していました。写
真部もありました。彼らの写真は、シーズンが始まるたびに学校のあちこちに飾られました。それらの部活動
に通っていた人の多くは、今では俳優や写真家になっています。彼らは部活動で新たに熱中できるものを見つ
けることができました。
　部活動は素晴らしい経験です。生徒たちは新しい趣味を見つけ、新しいスキルを成長させることができます。
私は、たとえ生徒数が少なくても部活動に挑戦することを勧めます。

久
し
ぶ
り
オ
ニ
ユ
リ
咲
い
て
か
わ
い
い
な

　風
に
吹
か
れ
て
気
持
ち
よ
さ
そ
う

山
﨑

　昌
子

白
々
と
う
つ
ぎ
花
咲
く
朝
の
道

　こ
の
清
し
さ
に
今
日
が
は
じ
ま
る

浜
渦

　静
子

豊
さ
ん
一
子
さ
ん
猪
世
子
さ
ん
芳
子
さ
ん

　百
歳
の
カ
ベ
楽
々
と
越
ゆ

浜
渦

　美
恵
子

夏
空
の
常
に
な
き
よ
な
入
道
雲

　そ
ら
恐
ろ
し
き
人
の
営
み

内
藤

　明
信

子
供
の
声
聞
こ
え
な
い
よ
夏
休
み

　家
の
猫
も
暑
さ
で
グ
ッ
タ
リ

田
中

　照
喜

今
を
耐
え
つ
ら
き
想
い
は
さ
り
あ
れ
ど

　面
白
く
な
き
世
を
お
も
し
ろ
く

中
村

　武
志

短
歌
教
室

小学4年生が7月12日（水）の5、6時間目に土佐北川農園（西谷）にて、総合的な学習を行いました。
今年は総合的な学習で『北川村のゆずのひみつを見つけよう』をテーマにしており、「１年間ゆずの成

長を見ながら、ゆずの世話や手入れの仕方を見て聞いて体験して、ゆずを育てている人の想いを知り、
ゆずに関わる人の想いを考えていきたい。そして自分たちの知ったことをまとめて「ひみつ」として紹介
したい。」という想いで活動しています。今回の授業では、日本の農村を元気にする会（以下、元気会）
が実施しているスマート農業「ドローンによる農薬散布」を
見学しました。
児童はゆずの実や葉の成長の様子を観察した後、元気会

の夏目航平さんによるドローンの説明を熱心に聞き、「この
農園を全部消毒するには何時間かかるの？」「操作は難しい
の？」などと気になったことを質問していました。また、実
際に飛行している様子を記録に残したり、バッテリーの重さ
を体感したり、貴重な時間となりました。

７月23日(日)に田野町の中芸消防本部にて、中芸広域連合消防大会が開催されました。
本大会は中芸５町村の消防団員の技術向上と連携強化のため、毎年開催されていましたが、コロナ
禍にあった近年は中止が続いており、今回、４
年ぶりの開催となりました。
各団による応用操法では、北川村消防団の
ホースさばきや、正確な放水に会場から大きな
拍手が送られていました。
また、午後には４月、５月に火災があった竹
屋敷、木積地区の現場にてケーススタディを実
施し、火災発生時の対応について理解を深めま
した。

ロバート・ゴメス Robert
Gomez

人権・行政相談

○日　時　9月13日(水)  13時～15時
○場　所　北川村総合保健福祉センター

○日　時　9月13日(水)  10時～15時
○場　所　北川村総合保健福祉センター

行政相談所開設のご案内 人権相談所開設のご案内

45
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り

議

だ
よ

会

令
和
５
年
・

　
第
２
回
議
会
定
例
会上村 誠　村長

発
行
責
任
者

議
長
　
岩
垣
　
實
男

　
令
和
５
年
６
月
定
例
議
会
は
、
６
月
15
日
に
開
会

し
、
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
の
報
告
、
固
定
資
産

評
価
審
査
委
員
の
選
任
、農
業
委
員
会
委
員
の
任
命

ほ
か
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て
の
議
案
の
審
議

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
16
日
に
は
、
５
氏
が
８
件
の
一
般
質
問
を
行
い
、

閉
会
し
ま
し
た
。

‥

所
信
表
明‥

（
抜
粋
）

■
村
政
運
営
の
基
本
姿
勢

　
北
川
村
が
永
続
で
き
る
村
と
な
る
よ
う
、

○
北
川
村
に
住
ん
で
、働
い
て
生
活
で
き
る

　
収
入
を
得
ら
れ
る
産
業
を
つ
く
る

○
北
川
村
に
住
み
た
い
、住
み
続
け
た
い
と

　
思
え
る
生
活
環
境
を
整
備
す
る

に
重
点
を
お
き
、５
つ
の
基
本
政
策

　
　
◇
生
活
で
き
る
産
業
の
構
築

　
　
◇
子
育
て
支
援
・
教
育
の
充
実

　
　
◇
生
活
社
会
基
盤
の
充
実
と
有
効
活
用

　
　
◇
村
民
の
安
全
・
安
心
の
確
保

　
　
◇
日
本
一
元
気
な
長
寿
村
づ
く
り

を「
北
川
村
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」

と
し
て
取
り
ま
と
め
た
。

　
現
在
、
本
計
画
２
期
目
の
終
盤
に
差
し
掛
か
っ
て

お
り
、
施
策
や
仕
組
み
を
構
築
し
て
き
た
段
階
か

ら
、成
果
に
結
び
つ
け
る
段
階
へ
移
り
変
わ
り
つ
つ
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

　
こ
れ
か
ら
の
４
年
間
は
、
５
つ
の
基
本
政
策
を
軌

道
に
乗
せ
事
業
を
効
果
的
に
展
開
し
、
成
果
に
つ
な

げ
る
べ
く
、村
政
運
営
に
粉
骨
砕
身
、邁
進
す
る
。

■
目
指
す
べ
き
北
川
村
の
姿

　
永
続
で
き
る
村
と
な
る
た
め
に
、
「
人
口

1
’0
0
0
人
程
度
」を
保
持
で
き
る
村
に
し
た
い
。

　
こ
の
た
め
、
住
民
の
皆
様
が
住
み
慣
れ
た
地
域
に

住
み
、
互
い
に
心
の
絆
を
保
ち
、
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
、
安
心
し
て
子
ど
も
を
育
む
こ
と
が
で
き
る
北
川

村
。そ
し
て
、
村
内
外
を
問
わ
ず
多
く
の
方
に「
北
川

村
に
住
み
た
い
、
住
み
続
け
た
い
。」
と
思
っ
て
い
た

だ
け
る
村
を
つ
く
っ
て
い
く
。

■
基
本
政
策

◇
生
活
で
き
る
産
業
の
構
築

　「
1
0
0
人
の
起
業
家
農
業
者
の
育
成
」
を
達
成

す
る
た
め
の
具
体
的
な
指
針
と
し
て
策
定
し
た
産

業
構
築
行
動
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、

「
生
産
力
の
強
化
」

　
・
優
良
園
地
の
確
保

　
・
担
い
手
の
確
保

　
・
生
産
性
の
向
上

「
販
売
力
の
強
化
」

　
・
販
路
の
拡
大

　
・
ブ
ラ
ン
ド
力
の
向
上

　
・
企
業
連
携
に
関
す
る
取
り
組
み
の
拡
充

を
図
り
な
が
ら
事
業
を
展
開
し
て
い
く
。

　
優
良
園
地
を
確
保
す
る
た
め
に
重
要
な
ほ
場
整

備
事
業
は
、
令
和
５
年
度
、
野
友
地
区
の
大
規
模
ほ

場
整
備
工
事
と
第
２
期
北
川
モ
デ
ル
の
実
施
設
計

が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
完
了
し
た
事
業
を
は
じ
め
整

備
中
や
整
備
予
定
を
合
わ
せ
た
総
面
積
は
27
・
9

ha
ほ
ど
と
な
り
、基
盤
整
備
が
着
々
と
進
ん
で
い
る
。

　
今
後
は
、起
業
家
農
業
者
が
必
要
と
す
る
面
積
の

計
画
的
な
確
保
と
ゆ
ず
成
木
園
地
の
情
報
を
地
域

計
画
の
策
定
に
合
わ
せ
て
整
理
し
、
ま
た
、
起
業
家

農
業
者
の
確
保
・
育
成
を
は
じ
め
、経
営
規
模
拡
大

の
促
進
、
育
苗
を
含
む
栽
培
技
術
の
確
立
や
販
売
に

つ
な
が
る
支
援
に
取
り
組
む
。

◇
子
育
て
支
援
・
教
育
の
充
実

　「
保
育
、
学
校
を
無
く
さ
な
い
」「
子
ど
も
た
ち
の

声
を
途
絶
え
さ
せ
な
い
」た
め
、
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
に
基

づ
き
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
進
め
て
き
た
が
、
コ

ロ
ナ
禍
や
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
よ
る
影
響

を
考
え
る
と
、
ま
す
ま
す
競
争
が
激
化
す
る
厳
し
い

グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
を
生
き
抜
く
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
子
ど
も
た
ち
を
育
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
改

め
て
認
識
し
た
。

　
加
え
て
、Ｕ
タ
ー
ン
や
Ｊ
タ
ー
ン
、Ｉ
タ
ー
ン
な

ど
、
移
住
先
を
決
め
る
大
き
な
要
因
の
一
つ
と
し
て

「
子
育
て
・
教
育
環
境
」が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
取
り
組
み
の
成
果
の
一
つ
と
し
て
、
小
学
校
及
び

中
学
校
の
総
合
学
力
調
査
で
の
平
均
値
は
全
国
平

均
以
上
に
な
る
と
い
う
目
標
達
成
に
近
づ
い
て
お

り
、
公
設
公
営
塾「
エ
ソ
ラ
」の
開
設
や
Ｄ
Ｍ
Ｍ
ド
ッ

ト
コ
ム
な
ど
民
間
事
業
者
と
学
校
現
場
の
連
携
に

よ
る
取
り
組
み
が
成
果
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。今
後

も
卓
球
ク
ラ
ブ
の
指
導
な
ど
専
門
的
職
員
と
民
間

事
業
者
、
学
校
現
場
が
密
接
に
連
携
し
、
取
り
組
み

を
展
開
す
る
こ
と
に
よ
り
、
さ
ら
な
る
効
果
を
引
き

出
せ
る
余
地
は
大
き
い
と
想
像
し
て
い
る
。

　
近
年
、
北
川
村
で
生
ま
れ
る
子
ど
も
の
数
は
、
毎

年
３
人
ほ
ど
。子
ど
も
が
い
な
く
な
る
こ
と
が
な
い

よ
う
、
取
り
組
み
の
成
果
や
魅
力
あ
る
活
動
な
ど
を

広
く
周
知
し
、
保
育
・
学
校
を
持
続
さ
せ
ら
れ
る
よ

う
、
子
ど
も
た
ち
み
ん
な
が
そ
れ
ぞ
れ
の
未
来
に
向

か
っ
て
羽
ば
た
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
た
め

に
、
北
川
村
な
ら
で
は
の
子
育
て
・
教
育
環
境
を
整

え
る
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
、
子
育
て
教
育
ビ
ジ
ョ

ン
に
ソ
フ
ト
面
の
充
実
を
図
る
実
施
計
画
を
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
と
し
て
３
月
に
加
え
、
こ
の
実
行
と
検

証
を
重
ね
磨
き
上
げ
、
15
年
間
の
一
貫
し
た
子
育
て

教
育
環
境
を
軸
と
し
た
子
育
て
教
育
環
境
の
整
備

を
図
っ
て
い
く
。

◇
生
活
社
会
基
盤
の
充
実
と
有
効
活
用

　
中
山
間
地
域
と
い
う
現
状
を
踏
ま
え
、生
活
に
直

結
す
る
基
盤
整
備
を
緊
急
性
や
必
要
性
の
高
い
箇

所
か
ら
順
次
進
め
る
。物
流
・
人
流
の
面
で
経
済
効

果
が
期
待
で
き
る「
四
国
８
の
字
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」の

一
部
で
あ
る
国
道
4
9
3
号
は
、
令
和
３
年
度
に
整

備
着
手
と
な
っ
て
い
る
。早
期
の
全
線
で
の
工
事
着

手
に
向
け
取
り
組
む
。

◇
村
民
の
安
全
・
安
心
の
確
保

　
南
海
ト
ラ
フ
地
震
へ
の
備
え
と
し
て
、
自
助
・
共

助
の
取
り
組
み
も
重
要
で
あ
り
、
地
域
防
災
の
基
礎

と
な
る
、
地
域
住
民
に
よ
る
自
主
防
災
組
織
な
ど
に

お
け
る
取
り
組
み
を
積
極
的
に
支
援
す
る
。あ
わ
せ

て
、
住
宅
の
耐
震
化
や
老
朽
住
宅
の
除
却
な
ど
の
対

策
を
着
実
に
進
め
て
い
く
。

　
北
川
村
に
お
け
る
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
計

画
が
、
４
月
28
日
に
脱
炭
素
選
考
地
域
1
0
0
選
に

選
定
さ
れ
、６
月
７
日
に
選
定
証
を
い
た
だ
い
た
。こ

れ
に
よ
り
、
小
水
力
発
電
事
業
を
進
め
、
国
内
あ
る

い
は
地
域
内
で
産
出
す
る
水
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
安
定

し
て
利
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
安
心
と
暮
ら
し
や

す
さ
を
実
感
で
き
る
生
活
環
境
を
整
備
し
て
い
く
。

◇
日
本
一
元
気
な
長
寿
村
づ
く
り

　
令
和
２
年
度
に
策
定
し
た
「
き
た
が
わ
ず
〜
っ
と

元
気
計
画
」
に
基
づ
く
取
り
組
み
の
成
果
や
蓄
積
さ

れ
た
情
報
を
活
用
し
、
よ
り
実
現
性
が
高
く
、
成
果

を
見
い
だ
せ
る
計
画
と
す
べ
く
、
本
年
度
よ
り
次
期

計
画
の
検
討
を
進
め
て
お
り
、

　
・
自
分
の
身
体
の
状
態
に
つ
い
て
知
り
、元
気
に

　
　
過
ご
そ
う

　
・
健
康
的
な
食
生
活
に
関
心
を
持
と
う

は
、特
に
重
要
な
項
目
と
考
え
て
い
る
。

　
北
川
村
は
、
中
芸
広
域
連
合
に
お
い
て
３
年
ご
と

に
実
施
さ
れ
る
介
護
予
防
・
日
常
生
活
圏
域
ニ
ー

ズ
調
査
に
よ
る
と
、
食
の
バ
ラ
ン
ス
に
関
す
る
認
識

度
な
ど
健
康
に
お
け
る
意
識
が
中
芸
地
区
最
下
位

と
い
う
結
果
が
出
て
い
る
。子
育
て
・
教
育
環
境
で

も
、中
学
校
を
卒
業
す
る
ま
で
の
15
年
間
で
、食
の
大

切
さ
を
体
感
し
身
に
つ
け
て
い
く
こ
と
に
加
え
て
、

15
歳
以
上
の
方
の
意
識
醸
成
な
ど
、
改
善
に
向
か
う

た
め
の
施
策
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。何
歳
に

な
っ
て
も
元
気
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、二
つ

の
項
目
を
軸
に
次
期
計
画
を
見
直
し
、
健
康
寿
命
の

延
伸
に
向
け
た
成
果
を
求
め
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
ま
た
、
予
防
知
識
の
普
及
に
加
え
、
一
人
一
人
が

自
ら
の
健
康
状
態
を
十
分
把
握
で
き
る
よ
う
、
健
診

の
受
診
を
さ
ら
に
促
進
し
、
早
期
発
見
、
早
期
治
療

に
つ
な
げ
る
と
と
も
に
、
地
域
で
支
え
合
う
仕
組
み

づ
く
り
、
生
活
習
慣
病
の
予
防
な
ど
健
康
づ
く
り
を

支
援
し
て
い
く
。

　
こ
の
よ
う
に
永
続
で
き
る
村
へ
と
着
実
に
歩
み
始

め
て
い
る
こ
と
に
加
え
、
脱
炭
素
先
行
地
域
に
係
る

事
業
や
保
小
中
一
体
な
ど
の
重
要
施
策
の
推
進
を

踏
ま
え
、
組
織
力
を
担
保
し
つ
つ
実
行
体
制
を
本
年

度
中
に
整
え
て
い
く
。

‥

行
政
報
告‥

（
抜
粋
）

■
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

　
感
染
症
法
上
の
位
置
づ
け
が
５
月
８
日
に
５
類

感
染
症
と
な
っ
た
が
、
感
染
者
数
は
緩
や
か
な
増
加

傾
向
に
あ
る
た
め
、
感
染
再
拡
大
の
懸
念
は
払
拭
さ

れ
て
い
な
い
。日
常
に
お
け
る
基
本
的
な
感
染
対
策

に
つ
い
て
は
、
個
人
の
判
断
に
委
ね
る
こ
と
が
基
本

と
な
っ
て
い
る
が
、
感
染
し
た
場
合
の
外
出
自
粛
や

不
特
定
多
数
の
人
が
い
る
よ
う
な
混
雑
し
た
場
所
、

近
接
し
て
会
話
を
す
る
場
合
な
ど
は
マ
ス
ク
を
着

用
す
る
ほ
か
、
感
染
防
止
対
策
の
意
識
を
強
く
持

ち
、
取
り
組
み
を
継
続
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い

し
た
い
。

■
原
油
価
格
・
物
価
高
騰
対
策

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
食
料
品
価
格
等
の
物
価
高
騰
の

影
響
が
長
期
化
す
る
中
、電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等

価
格
高
騰
重
点
支
援
地
方
交
付
金
を
活
用
し
、特
に

負
担
が
大
き
い
低
所
得
世
帯
へ
の
支
援
を
行
う
と

と
も
に
、村
民
の
皆
様
へ
の
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

○
低
所
得
世
帯
に
つ
い
て

　
対
象
　
　
　
令
和
５
年
度
住
民
税
非
課
税
世
帯

　
給
付
額
　
　
１
世
帯
３
万
円

　
給
付
時
期
　
７
月
に
手
続
き
方
法
等
を
通
知

　
　
　
　
　
　
夏
頃
か
ら
給
付
す
る
よ
う
準
備

○
村
民
の
皆
様
へ
の
支
援
に
つ
い
て

　
９
月
定
例
会
に
向
け
て
、
支
援
内
容
な
ど
を
検
討

し
て
い
る
。

■
第
一
次
産
業
の
振
興

○
産
業
構
築
行
動
プ
ラ
ン

・「
ブ
ラ
ン
ド
力
の
向
上
」

　
官
民
が
連
携
を
し
て
北
川
村
や
村
の
特
産
品
等

の
Ｐ
Ｒ
を
推
進
す
る
た
め
に
作
製
し
た
北
川
村
ロ
ゴ

マ
ー
ク
に
つ
い
て
、
使
用
手
続
き
に
関
す
る
要
綱
と

サ
イ
ズ
や
色
合
い
な
ど
に
関
す
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
定

め
、
５
月
９
日
よ
り
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
公
開

を
し
て
い
る
。ま
た
、
村
の
ゆ
ず
の
認
知
度
向
上
と

消
費
拡
大
を
目
的
に
作
成
を
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

も
、商
談
会
や
移
住
相
談
会
で
活
用
し
て
い
る
。

　
北
川
村
モ
ネ
の
庭
ゆ
ず
メ
ニ
ュ
ー
Ｐ
Ｒ
委
託
事
業

に
つ
い
て
、
７
月
22
日（
土
）に
モ
ネ
の
庭
の
レ
ス
ト

ラ
ン
に
お
い
て
、
お
披
露
目
会
を
開
催
す
る
。メ

ニ
ュ
ー
を
ご
提
案
く
だ
さ
っ
た
東
京
農
業
大
学
食
香

粧
化
学
科
の
学
生
２
人
と
山
﨑
教
授
、「
現
代
の
名

工
」と
し
て
表
彰
さ
れ
、
メ
ニ
ュ
ー
を
監
修
し
て
く
だ

さ
っ
た
熊
谷
喜
八
先
生
ら
を
お
招
き
し
、
村
産
ゆ
ず

を
使
っ
た
５
品
目
を
試
食
予
定
。ま
た
、県
内
外
の
マ

ス
メ
デ
ィ
ア
を
招
致
し
、
北
川
村
の
ゆ
ず
や
モ
ネ
の

庭
の
魅
力
を
広
く
Ｐ
Ｒ
し
、
認
知
度
と
ブ
ラ
ン
ド
力

の
向
上
を
図
っ
て
い
く
。

・「
1
0
0
人
の
起
業
家
農
業
者
の
育
成
」

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
制
度
を
活
用
し
た
農
業
研

修
生
の
確
保
・
育
成
に
取
り
組
み
、
令
和
元
年
か
ら

３
年
度
に
計
７
人
の
研
修
生
を
確
保
。昨
年
度
は
、

移
住
相
談
会
な
ど
の
機
会
を
捉
え
て
取
り
組
ん
だ

が
、
確
保
に
い
た
ら
な
か
っ
た
。要
因
は
、
昨
年
度
の

高
知
県
へ
の
移
住
の
状
況
か
ら
、
移
住
者
数
は
前
年

度
過
去
最
多
と
な
っ
て
い
る
一
方
で
、
地
域
お
こ
し

協
力
隊
や
第
１
次
産
業
へ
の
就
業
者
数
割
合
が
ほ

ぼ
変
化
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
自
治
体
間
の
移
住

者
獲
得
競
争
が
激
化
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
の
た
め
、対
策
の
一
つ
と
し
て
、ゆ
ず
産
地
北
川

村
の
魅
力
と
村
の
研
修
制
度
の
情
報
発
信
を
強
化

し
、
農
業
研
修
生
が
移
住
相
談
会
等
に
参
加
し
て
、

相
談
者
に
対
し
て
直
接
、
村
や
ゆ
ず
農
家
の
魅
力
を

語
っ
て
も
ら
う
取
り
組
み
を
先
週
末
の
移
住
相
談
会

か
ら
始
め
て
い
る
。

　
夫
婦
そ
れ
ぞ
れ
が
地
域
お
こ
し
協
力
体
制
度
（
農

業
研
修
生
）を
活
用
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、複
数
問
い

合
わ
せ
を
い
た
だ
い
て
い
る
。制
度
上
は
夫
婦
等
の

制
限
は
な
く
、
他
市
町
村
で
同
様
の
事
例
が
あ
る
。

村
に
お
い
て
も
夫
婦
で
の
希
望
が
あ
れ
ば
、
夫
婦

個
々
に
つ
い
て
必
要
な
手
続
き
を
行
っ
て
い
く
。
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り

議

だ
よ

会

令
和
５
年
・

　
第
２
回
議
会
定
例
会上村 誠　村長

発
行
責
任
者

議
長
　
岩
垣
　
實
男

　
令
和
５
年
６
月
定
例
議
会
は
、
６
月
15
日
に
開
会

し
、
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
の
報
告
、
固
定
資
産

評
価
審
査
委
員
の
選
任
、農
業
委
員
会
委
員
の
任
命

ほ
か
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て
の
議
案
の
審
議

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
16
日
に
は
、
５
氏
が
８
件
の
一
般
質
問
を
行
い
、

閉
会
し
ま
し
た
。

‥

所
信
表
明‥

（
抜
粋
）

■
村
政
運
営
の
基
本
姿
勢

　
北
川
村
が
永
続
で
き
る
村
と
な
る
よ
う
、

○
北
川
村
に
住
ん
で
、働
い
て
生
活
で
き
る

　
収
入
を
得
ら
れ
る
産
業
を
つ
く
る

○
北
川
村
に
住
み
た
い
、住
み
続
け
た
い
と

　
思
え
る
生
活
環
境
を
整
備
す
る

に
重
点
を
お
き
、５
つ
の
基
本
政
策

　
　
◇
生
活
で
き
る
産
業
の
構
築

　
　
◇
子
育
て
支
援
・
教
育
の
充
実

　
　
◇
生
活
社
会
基
盤
の
充
実
と
有
効
活
用

　
　
◇
村
民
の
安
全
・
安
心
の
確
保

　
　
◇
日
本
一
元
気
な
長
寿
村
づ
く
り

を「
北
川
村
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」

と
し
て
取
り
ま
と
め
た
。

　
現
在
、
本
計
画
２
期
目
の
終
盤
に
差
し
掛
か
っ
て

お
り
、
施
策
や
仕
組
み
を
構
築
し
て
き
た
段
階
か

ら
、成
果
に
結
び
つ
け
る
段
階
へ
移
り
変
わ
り
つ
つ
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

　
こ
れ
か
ら
の
４
年
間
は
、
５
つ
の
基
本
政
策
を
軌

道
に
乗
せ
事
業
を
効
果
的
に
展
開
し
、
成
果
に
つ
な

げ
る
べ
く
、村
政
運
営
に
粉
骨
砕
身
、邁
進
す
る
。

■
目
指
す
べ
き
北
川
村
の
姿

　
永
続
で
き
る
村
と
な
る
た
め
に
、
「
人
口

1
’0
0
0
人
程
度
」を
保
持
で
き
る
村
に
し
た
い
。

　
こ
の
た
め
、
住
民
の
皆
様
が
住
み
慣
れ
た
地
域
に

住
み
、
互
い
に
心
の
絆
を
保
ち
、
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
、
安
心
し
て
子
ど
も
を
育
む
こ
と
が
で
き
る
北
川

村
。そ
し
て
、
村
内
外
を
問
わ
ず
多
く
の
方
に「
北
川

村
に
住
み
た
い
、
住
み
続
け
た
い
。」
と
思
っ
て
い
た

だ
け
る
村
を
つ
く
っ
て
い
く
。

■
基
本
政
策

◇
生
活
で
き
る
産
業
の
構
築

　「
1
0
0
人
の
起
業
家
農
業
者
の
育
成
」
を
達
成

す
る
た
め
の
具
体
的
な
指
針
と
し
て
策
定
し
た
産

業
構
築
行
動
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、

「
生
産
力
の
強
化
」

　
・
優
良
園
地
の
確
保

　
・
担
い
手
の
確
保

　
・
生
産
性
の
向
上

「
販
売
力
の
強
化
」

　
・
販
路
の
拡
大

　
・
ブ
ラ
ン
ド
力
の
向
上

　
・
企
業
連
携
に
関
す
る
取
り
組
み
の
拡
充

を
図
り
な
が
ら
事
業
を
展
開
し
て
い
く
。

　
優
良
園
地
を
確
保
す
る
た
め
に
重
要
な
ほ
場
整

備
事
業
は
、
令
和
５
年
度
、
野
友
地
区
の
大
規
模
ほ

場
整
備
工
事
と
第
２
期
北
川
モ
デ
ル
の
実
施
設
計

が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
完
了
し
た
事
業
を
は
じ
め
整

備
中
や
整
備
予
定
を
合
わ
せ
た
総
面
積
は
27
・
9

ha
ほ
ど
と
な
り
、基
盤
整
備
が
着
々
と
進
ん
で
い
る
。

　
今
後
は
、起
業
家
農
業
者
が
必
要
と
す
る
面
積
の

計
画
的
な
確
保
と
ゆ
ず
成
木
園
地
の
情
報
を
地
域

計
画
の
策
定
に
合
わ
せ
て
整
理
し
、
ま
た
、
起
業
家

農
業
者
の
確
保
・
育
成
を
は
じ
め
、経
営
規
模
拡
大

の
促
進
、
育
苗
を
含
む
栽
培
技
術
の
確
立
や
販
売
に

つ
な
が
る
支
援
に
取
り
組
む
。

◇
子
育
て
支
援
・
教
育
の
充
実

　「
保
育
、
学
校
を
無
く
さ
な
い
」「
子
ど
も
た
ち
の

声
を
途
絶
え
さ
せ
な
い
」た
め
、
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
に
基

づ
き
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
進
め
て
き
た
が
、
コ

ロ
ナ
禍
や
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
よ
る
影
響

を
考
え
る
と
、
ま
す
ま
す
競
争
が
激
化
す
る
厳
し
い

グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
を
生
き
抜
く
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
子
ど
も
た
ち
を
育
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
改

め
て
認
識
し
た
。

　
加
え
て
、Ｕ
タ
ー
ン
や
Ｊ
タ
ー
ン
、Ｉ
タ
ー
ン
な

ど
、
移
住
先
を
決
め
る
大
き
な
要
因
の
一
つ
と
し
て

「
子
育
て
・
教
育
環
境
」が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
取
り
組
み
の
成
果
の
一
つ
と
し
て
、
小
学
校
及
び

中
学
校
の
総
合
学
力
調
査
で
の
平
均
値
は
全
国
平

均
以
上
に
な
る
と
い
う
目
標
達
成
に
近
づ
い
て
お

り
、
公
設
公
営
塾「
エ
ソ
ラ
」の
開
設
や
Ｄ
Ｍ
Ｍ
ド
ッ

ト
コ
ム
な
ど
民
間
事
業
者
と
学
校
現
場
の
連
携
に

よ
る
取
り
組
み
が
成
果
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。今
後

も
卓
球
ク
ラ
ブ
の
指
導
な
ど
専
門
的
職
員
と
民
間

事
業
者
、
学
校
現
場
が
密
接
に
連
携
し
、
取
り
組
み

を
展
開
す
る
こ
と
に
よ
り
、
さ
ら
な
る
効
果
を
引
き

出
せ
る
余
地
は
大
き
い
と
想
像
し
て
い
る
。

　
近
年
、
北
川
村
で
生
ま
れ
る
子
ど
も
の
数
は
、
毎

年
３
人
ほ
ど
。子
ど
も
が
い
な
く
な
る
こ
と
が
な
い

よ
う
、
取
り
組
み
の
成
果
や
魅
力
あ
る
活
動
な
ど
を

広
く
周
知
し
、
保
育
・
学
校
を
持
続
さ
せ
ら
れ
る
よ

う
、
子
ど
も
た
ち
み
ん
な
が
そ
れ
ぞ
れ
の
未
来
に
向

か
っ
て
羽
ば
た
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
た
め

に
、
北
川
村
な
ら
で
は
の
子
育
て
・
教
育
環
境
を
整

え
る
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
、
子
育
て
教
育
ビ
ジ
ョ

ン
に
ソ
フ
ト
面
の
充
実
を
図
る
実
施
計
画
を
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
と
し
て
３
月
に
加
え
、
こ
の
実
行
と
検

証
を
重
ね
磨
き
上
げ
、
15
年
間
の
一
貫
し
た
子
育
て

教
育
環
境
を
軸
と
し
た
子
育
て
教
育
環
境
の
整
備

を
図
っ
て
い
く
。

◇
生
活
社
会
基
盤
の
充
実
と
有
効
活
用

　
中
山
間
地
域
と
い
う
現
状
を
踏
ま
え
、生
活
に
直

結
す
る
基
盤
整
備
を
緊
急
性
や
必
要
性
の
高
い
箇

所
か
ら
順
次
進
め
る
。物
流
・
人
流
の
面
で
経
済
効

果
が
期
待
で
き
る「
四
国
８
の
字
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」の

一
部
で
あ
る
国
道
4
9
3
号
は
、
令
和
３
年
度
に
整

備
着
手
と
な
っ
て
い
る
。早
期
の
全
線
で
の
工
事
着

手
に
向
け
取
り
組
む
。

◇
村
民
の
安
全
・
安
心
の
確
保

　
南
海
ト
ラ
フ
地
震
へ
の
備
え
と
し
て
、
自
助
・
共

助
の
取
り
組
み
も
重
要
で
あ
り
、
地
域
防
災
の
基
礎

と
な
る
、
地
域
住
民
に
よ
る
自
主
防
災
組
織
な
ど
に

お
け
る
取
り
組
み
を
積
極
的
に
支
援
す
る
。あ
わ
せ

て
、
住
宅
の
耐
震
化
や
老
朽
住
宅
の
除
却
な
ど
の
対

策
を
着
実
に
進
め
て
い
く
。

　
北
川
村
に
お
け
る
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
計

画
が
、
４
月
28
日
に
脱
炭
素
選
考
地
域
1
0
0
選
に

選
定
さ
れ
、６
月
７
日
に
選
定
証
を
い
た
だ
い
た
。こ

れ
に
よ
り
、
小
水
力
発
電
事
業
を
進
め
、
国
内
あ
る

い
は
地
域
内
で
産
出
す
る
水
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
安
定

し
て
利
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
安
心
と
暮
ら
し
や

す
さ
を
実
感
で
き
る
生
活
環
境
を
整
備
し
て
い
く
。

◇
日
本
一
元
気
な
長
寿
村
づ
く
り

　
令
和
２
年
度
に
策
定
し
た
「
き
た
が
わ
ず
〜
っ
と

元
気
計
画
」
に
基
づ
く
取
り
組
み
の
成
果
や
蓄
積
さ

れ
た
情
報
を
活
用
し
、
よ
り
実
現
性
が
高
く
、
成
果

を
見
い
だ
せ
る
計
画
と
す
べ
く
、
本
年
度
よ
り
次
期

計
画
の
検
討
を
進
め
て
お
り
、

　
・
自
分
の
身
体
の
状
態
に
つ
い
て
知
り
、元
気
に

　
　
過
ご
そ
う

　
・
健
康
的
な
食
生
活
に
関
心
を
持
と
う

は
、特
に
重
要
な
項
目
と
考
え
て
い
る
。

　
北
川
村
は
、
中
芸
広
域
連
合
に
お
い
て
３
年
ご
と

に
実
施
さ
れ
る
介
護
予
防
・
日
常
生
活
圏
域
ニ
ー

ズ
調
査
に
よ
る
と
、
食
の
バ
ラ
ン
ス
に
関
す
る
認
識

度
な
ど
健
康
に
お
け
る
意
識
が
中
芸
地
区
最
下
位

と
い
う
結
果
が
出
て
い
る
。子
育
て
・
教
育
環
境
で

も
、中
学
校
を
卒
業
す
る
ま
で
の
15
年
間
で
、食
の
大

切
さ
を
体
感
し
身
に
つ
け
て
い
く
こ
と
に
加
え
て
、

15
歳
以
上
の
方
の
意
識
醸
成
な
ど
、
改
善
に
向
か
う

た
め
の
施
策
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。何
歳
に

な
っ
て
も
元
気
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、二
つ

の
項
目
を
軸
に
次
期
計
画
を
見
直
し
、
健
康
寿
命
の

延
伸
に
向
け
た
成
果
を
求
め
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
ま
た
、
予
防
知
識
の
普
及
に
加
え
、
一
人
一
人
が

自
ら
の
健
康
状
態
を
十
分
把
握
で
き
る
よ
う
、
健
診

の
受
診
を
さ
ら
に
促
進
し
、
早
期
発
見
、
早
期
治
療

に
つ
な
げ
る
と
と
も
に
、
地
域
で
支
え
合
う
仕
組
み

づ
く
り
、
生
活
習
慣
病
の
予
防
な
ど
健
康
づ
く
り
を

支
援
し
て
い
く
。

　
こ
の
よ
う
に
永
続
で
き
る
村
へ
と
着
実
に
歩
み
始

め
て
い
る
こ
と
に
加
え
、
脱
炭
素
先
行
地
域
に
係
る

事
業
や
保
小
中
一
体
な
ど
の
重
要
施
策
の
推
進
を

踏
ま
え
、
組
織
力
を
担
保
し
つ
つ
実
行
体
制
を
本
年

度
中
に
整
え
て
い
く
。

‥

行
政
報
告‥

（
抜
粋
）

■
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

　
感
染
症
法
上
の
位
置
づ
け
が
５
月
８
日
に
５
類

感
染
症
と
な
っ
た
が
、
感
染
者
数
は
緩
や
か
な
増
加

傾
向
に
あ
る
た
め
、
感
染
再
拡
大
の
懸
念
は
払
拭
さ

れ
て
い
な
い
。日
常
に
お
け
る
基
本
的
な
感
染
対
策

に
つ
い
て
は
、
個
人
の
判
断
に
委
ね
る
こ
と
が
基
本

と
な
っ
て
い
る
が
、
感
染
し
た
場
合
の
外
出
自
粛
や

不
特
定
多
数
の
人
が
い
る
よ
う
な
混
雑
し
た
場
所
、

近
接
し
て
会
話
を
す
る
場
合
な
ど
は
マ
ス
ク
を
着

用
す
る
ほ
か
、
感
染
防
止
対
策
の
意
識
を
強
く
持

ち
、
取
り
組
み
を
継
続
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い

し
た
い
。

■
原
油
価
格
・
物
価
高
騰
対
策

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
食
料
品
価
格
等
の
物
価
高
騰
の

影
響
が
長
期
化
す
る
中
、電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等

価
格
高
騰
重
点
支
援
地
方
交
付
金
を
活
用
し
、特
に

負
担
が
大
き
い
低
所
得
世
帯
へ
の
支
援
を
行
う
と

と
も
に
、村
民
の
皆
様
へ
の
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

○
低
所
得
世
帯
に
つ
い
て

　
対
象
　
　
　
令
和
５
年
度
住
民
税
非
課
税
世
帯

　
給
付
額
　
　
１
世
帯
３
万
円

　
給
付
時
期
　
７
月
に
手
続
き
方
法
等
を
通
知

　
　
　
　
　
　
夏
頃
か
ら
給
付
す
る
よ
う
準
備

○
村
民
の
皆
様
へ
の
支
援
に
つ
い
て

　
９
月
定
例
会
に
向
け
て
、
支
援
内
容
な
ど
を
検
討

し
て
い
る
。

■
第
一
次
産
業
の
振
興

○
産
業
構
築
行
動
プ
ラ
ン

・「
ブ
ラ
ン
ド
力
の
向
上
」

　
官
民
が
連
携
を
し
て
北
川
村
や
村
の
特
産
品
等

の
Ｐ
Ｒ
を
推
進
す
る
た
め
に
作
製
し
た
北
川
村
ロ
ゴ

マ
ー
ク
に
つ
い
て
、
使
用
手
続
き
に
関
す
る
要
綱
と

サ
イ
ズ
や
色
合
い
な
ど
に
関
す
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
定

め
、
５
月
９
日
よ
り
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
公
開

を
し
て
い
る
。ま
た
、
村
の
ゆ
ず
の
認
知
度
向
上
と

消
費
拡
大
を
目
的
に
作
成
を
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

も
、商
談
会
や
移
住
相
談
会
で
活
用
し
て
い
る
。

　
北
川
村
モ
ネ
の
庭
ゆ
ず
メ
ニ
ュ
ー
Ｐ
Ｒ
委
託
事
業

に
つ
い
て
、
７
月
22
日（
土
）に
モ
ネ
の
庭
の
レ
ス
ト

ラ
ン
に
お
い
て
、
お
披
露
目
会
を
開
催
す
る
。メ

ニ
ュ
ー
を
ご
提
案
く
だ
さ
っ
た
東
京
農
業
大
学
食
香

粧
化
学
科
の
学
生
２
人
と
山
﨑
教
授
、「
現
代
の
名

工
」と
し
て
表
彰
さ
れ
、
メ
ニ
ュ
ー
を
監
修
し
て
く
だ

さ
っ
た
熊
谷
喜
八
先
生
ら
を
お
招
き
し
、
村
産
ゆ
ず

を
使
っ
た
５
品
目
を
試
食
予
定
。ま
た
、県
内
外
の
マ

ス
メ
デ
ィ
ア
を
招
致
し
、
北
川
村
の
ゆ
ず
や
モ
ネ
の

庭
の
魅
力
を
広
く
Ｐ
Ｒ
し
、
認
知
度
と
ブ
ラ
ン
ド
力

の
向
上
を
図
っ
て
い
く
。

・「
1
0
0
人
の
起
業
家
農
業
者
の
育
成
」

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
制
度
を
活
用
し
た
農
業
研

修
生
の
確
保
・
育
成
に
取
り
組
み
、
令
和
元
年
か
ら

３
年
度
に
計
７
人
の
研
修
生
を
確
保
。昨
年
度
は
、

移
住
相
談
会
な
ど
の
機
会
を
捉
え
て
取
り
組
ん
だ

が
、
確
保
に
い
た
ら
な
か
っ
た
。要
因
は
、
昨
年
度
の

高
知
県
へ
の
移
住
の
状
況
か
ら
、
移
住
者
数
は
前
年

度
過
去
最
多
と
な
っ
て
い
る
一
方
で
、
地
域
お
こ
し

協
力
隊
や
第
１
次
産
業
へ
の
就
業
者
数
割
合
が
ほ

ぼ
変
化
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
自
治
体
間
の
移
住

者
獲
得
競
争
が
激
化
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
の
た
め
、対
策
の
一
つ
と
し
て
、ゆ
ず
産
地
北
川

村
の
魅
力
と
村
の
研
修
制
度
の
情
報
発
信
を
強
化

し
、
農
業
研
修
生
が
移
住
相
談
会
等
に
参
加
し
て
、

相
談
者
に
対
し
て
直
接
、
村
や
ゆ
ず
農
家
の
魅
力
を

語
っ
て
も
ら
う
取
り
組
み
を
先
週
末
の
移
住
相
談
会

か
ら
始
め
て
い
る
。

　
夫
婦
そ
れ
ぞ
れ
が
地
域
お
こ
し
協
力
体
制
度
（
農

業
研
修
生
）を
活
用
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、複
数
問
い

合
わ
せ
を
い
た
だ
い
て
い
る
。制
度
上
は
夫
婦
等
の

制
限
は
な
く
、
他
市
町
村
で
同
様
の
事
例
が
あ
る
。

村
に
お
い
て
も
夫
婦
で
の
希
望
が
あ
れ
ば
、
夫
婦

個
々
に
つ
い
て
必
要
な
手
続
き
を
行
っ
て
い
く
。
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問
　
点
検
等
に
お
い
て
早
急
に
工
事
し
な
け
れ
ば

い
け
な
い
箇
所
、
ま
た
は
現
在
計
画
中
の
と
こ
ろ
は

あ
る
の
か
。

 

答

　村
長

　
大
き
な
措
置
が
必
要
と
は
認
識
し
て
い
な
い
が
、

今
後
、
何
ら
か
の
対
応
が
必
要
な
箇
所
が
あ
り
、
確

認
の
上
、対
応
策
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

○
轟
地
区
の
排
水
タ
ン
ク
設
置
場
所

　
ト
ン
ネ
ル
の
上
に
あ
り
通
行
が
し
に
く
い

○
釈
迦
地
区
の
取
水
口
ま
で
の
通
路

　
危
険
箇
所
が
あ
る

問
　
振
興
公
社
に
全
て
委
託
し
、
業
務
を
振
興
公

社
が
行
っ
て
い
る
が
、役
場
の
職
員
と
し
て
、１
年
に

何
回
か
同
行
し
、現
状
把
握
を
し
て
い
る
の
か
。

 

答

　村
長

　
こ
れ
ま
で
役
場
の
職
員
が
点
検
に
行
っ
て
お
り
、

早
急
に
対
処
す
る
箇
所
は
な
い
だ
ろ
う
と
の
認
識

で
あ
っ
た
が
、
委
託
業
務
と
し
て
発
注
し
、
振
興
公

社
が
点
検
等
々
に
行
き
始
め
て
か
ら
、
先
ほ
ど
の
２

箇
所
が
危
険
で
は
な
い
か
と
の
話
も
あ
る
の
で
、
担

当
者
を
含
め
て
検
討
し
対
処
し
て
い
く
。

問
　
携
帯
電
話
で
水
道
施
設
の
警
報
受
信
を
行
い
、

早
期
故
障
対
応
に
役
立
て
る
と
い
う
話
が
あ
っ
た

と
思
う
が
、ど
こ
ま
で
進
ん
で
い
る
の
か
。

 

答

　村
長

　
今
年
度
に
取
り
組
む
予
定
の
水
道
施
設
の
Ｉ
ｏ
Ｔ

の
実
証
と
い
う
こ
と
で
、昨
年
断
水
を
伴
う
漏
水
が

発
生
し
た
和
田
地
区
、
小
島
地
区
の
飲
料
水
供
給

施
設
に
お
い
て
、
水
位
監
視
セ
ン
サ
ー
な
ど
を
設
置

し
遠
隔
監
視
を
行
お
う
と
す
る
も
の
。

　
こ
の
実
証
で
は
、
水
道
施
設
に
漏
水
な
ど
の
異
常

が
あ
っ
た
場
合
、
職
員
の
携
帯
電
話
に
配
水
地
の
異

常
通
知
メ
ー
ル
が
送
信
さ
れ
、
異
常
時
の
初
動
対
応

が
遅
れ
る
こ
と
な
く
早
期
の
対
応
が
可
能
と
な
り
、

水
の
安
定
供
給
に
つ
な
が
る
も
の
と
期
待
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
こ
の
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
県
の
中
山

間
地
域
生
活
支
援
総
合
補
助
金
を
活
用
す
る
こ
と

し
て
お
り
、７
月
の
申
請
に
向
け
準
備
を
し
て
い
る
。

問
　
携
帯
電
話
を
振
興
公
社
や
役
場
の
個
人
の
携

帯
に
す
る
の
か
。ま
た
そ
の
時
間
帯
、
運
用
方
法
に

つ
い
て
問
う
。

 

答

　村
長

　
職
員
の
携
帯
電
話
に
通
知
が
来
る
こ
と
に
な
る

が
、
現
在
、
村
バ
ス
の
対
応
に
お
い
て
専
用
の
電
話

回
線
を
つ
く
っ
て
い
る
の
で
、
ゆ
く
ゆ
く
は
そ
の
よ

う
な
形
で
対
応
し
て
い
く
べ
き
と
感
じ
て
い
る
。

　
ま
た
、過
去
に
は
小
島
地
区
、和
田
地
区
で
あ
っ
た

り
、
平
鍋
、
島
等
の
中
北
部
に
つ
い
て
、
時
間
外
で
の

故
障
等
が
発
生
し
て
い
る
の
で
、
勤
務
時
間
で
い
い

の
か
ど
う
か
検
討
の
余
地
が
あ
る
と
思
う
。24
時
間

四
六
時
中
縛
ら
れ
る
と
い
う
の
も
ど
う
か
と
思
わ

れ
る
の
で
、検
討
し
今
後
整
理
し
て
い
く
。

　
子
育
て
支
援
策
の
拡
充

　（
義
務
教
育
の
無
償
化
）に
つ
い
て

問
　
国
策
と
し
て
、「
異
次
元
の
少
子
化
対
策
」と
銘

打
っ
て
議
論
が
な
さ
れ
て
い
る
。少
子
化
の
進
行
は

危
機
的
な
状
況
で
、
社
会
機
能
の
維
持
に
も
関
わ

る
、
待
っ
た
な
し
の
先
送
り
で
き
な
い
課
題
で
あ
る

と
少
子
化
対
策
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
、
徐
々
に
内
容

が
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
る
と
い
う
状
況
を
踏
ま

え
、
当
村
は
現
在
、
文
教
施
設
の
整
備
計
画
や
保
小

中
一
貫
の
教
育
体
制
環
境
整
備
を
検
討
し
て
き
て

い
る
が
、並
行
し
て
、現
役
世
代
、ま
た
、こ
れ
か
ら

の
子
育
て
世
代
に
対
し
て
の
支
援
策
を
充
実
さ
せ

て
い
く
こ
と
が
、
人
口
の
減
少
対
策
や
移
住
、
定
住

に
つ
な
が
る
よ
う
な
施
策
と
し
て
、
極
め
て
重
要
で

は
な
い
か
と
考
え
る
。

　
北
川
村
の
将
来
を
見
て
い
く
な
か
で
、
今
の
子
ど

も
の
数
を
考
え
る
と
、中
学
校
ま
で
の
義
務
教
育
費

の
軽
減
、
無
償
化
と
い
う
の
は
、
村
の
存
続
や
人
口

減
少
対
策
に
合
致
す
る
も
の
と
考
え
る
が
、子
育
て

支
援
策
の
拡
充
と
い
う
こ
と
で
、小
中
学
校
の
義
務

教
育
費
の
無
償
化
を
、
検
討
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と

は
ど
う
か
。

 

答

　村
長

　
現
在
、
国
が
少
子
化
問
題
を
重
要
課
題
と
し
て

位
置
づ
け
、
異
次
元
の
少
子
化
対
策
と
し
て「
児
童

尾﨑　一マ　議員

■
生
活
基
盤
の
整
備
等

○
四
国
８
の
字
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
成
す
る
、阿
南

安
芸
自
動
車
道
の
一
部
と
し
て
整
備
さ
れ
て
い
る

「
北
川
道
路
２̶
２
工
区
」
和
田
ト
ン
ネ
ル
（
延
長

2
’2
3
0
ｍ
）
の
掘
削
工
事
が
６
月
中
旬
に
完
了

し
、貫
通
式
典
が
行
わ
れ
る
予
定
。今
後
は
、ト
ン
ネ

ル
覆
工
工
事
と
並
行
し
て
、
舗
装
や
照
明
、
非
常
用

設
備
の
工
事
を
進
め
て
い
く
と
伺
っ
て
い
る
。

■
防
災
・
地
震
対
策

○
個
人
住
宅
の
耐
震
化

　
５
月
末
現
在
、診
断
、設
計
、改
修
工
事
と
も
に
各

１
件
の
申
請
。

○
老
朽
化
住
宅
の
除
却

　
５
月
末
現
在
、相
談
３
件
、う
ち
１
件
の
申
請
。

　
多
く
の
方
に
制
度
を
活
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
、

５
月
31
日
に
住
宅
耐
震
化
等
に
関
す
る
補
助
制
度

に
つ
い
て
各
戸
に
チ
ラ
シ
を
配
布
。固
定
資
産
税
納

税
通
知
書
に
老
朽
化
住
宅
除
却
事
業
補
助
金
の
チ

ラ
シ
を
同
封
。制
度
の
周
知
に
努
め
、地
域
の
住
環
境

の
改
善
・
防
災
対
策
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

■
日
本
一
元
気
な
長
寿
村
づ
く
り

○
特
定
健
診

　
令
和
４
年
度
受
診
率（
５
月
速
報
値
）50
・
0
％

　
集
団
健
診
は
、
前
年
度
か
ら
1
・
3
ポ
イ
ン
ト
増

加
し
た
が
、個
別
健
診
が
2
・
7
ポ
イ
ン
ト
減
少
。

　
本
年
度
の
集
団
健
診
は
、北
部
・
南
部
健
診
を
実

施
し
、1
8
2
人
が
受
診
。前
年
度
比
で
13
人
減
少
。

集
団
健
診
に
来
ら
れ
な
か
っ
た
方
に
は
、
医
療
機
関

で
受
診
で
き
る
個
別
健
診
を
周
知
し
て
い
く
。

○
介
護
予
防
及
び
健
康
増
進
事
業

　
10
会
場
で
２
カ
月
に
１
回
程
度
実
施
。こ
れ
ま
で

の
取
り
組
み
で
、
健
康
問
題
に
は
複
雑
か
つ
多
重
の

課
題
を
抱
え
る
ケ
ー
ス
が
見
受
け
ら
れ
た
た
め
、
今

年
度
は「
栄
養
・
口
腔
・
運
動
・
心
」の
管
理
を
テ
ー

マ
に
、
健
康
運
動
指
導
士
に
よ
る
運
動
教
室
に
加

え
、
管
理
栄
養
士
資
格
を
有
す
る
保
健
福
祉
推
進

員
、
公
認
心
理
師
及
び
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員
な

ど
と
連
携
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

■
観
光
の
振
興

○
モ
ネ
の
庭「
マ
ル
モ
ッ
タ
ン
」

　
入
園
者
数
　
3
8
’2
5
1
人

（
令
和
５
年
３
月
〜
５
月
末
）

　（
前
年
度
同
期
比
1
0
6
・
9
％
）

　
特
に
団
体
客
数
に
つ
い
て
は
、
３
月
25
日
に
開
幕

し
た
「
高
知
県
観
光
博
覧
会 

牧
野
博
士
の
新
休
日
」

に
合
わ
せ
、
牧
野
植
物
園
を
軸
と
し
た
ツ
ア
ー
の
増

加
な
ど
に
よ
り
、
３
月
か
ら
４
月
は
前
年
比

1
8
0
％
と
好
調
で
あ
っ
た
。ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク

期
間
中
は
、
前
半
及
び
後
半
が
天
候
に
恵
ま
れ
ず
苦

戦
し
、入
園
者
数
8
’6
3
4
人（
前
年
比
89
・
8
％
）

と
な
っ
た
。

　
７
月
16
日
か
ら
９
月
１
日
ま
で
の
期
間
、
国
内
外

で
活
躍
す
る
５
人
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
開
催
す
る
モ

ネ
の
庭
の
花
々
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
作
品
展
「
花
々
展 

光
の
庭
2
0
2
3
」
な
ど
に
よ
る
来
園
者
数
の
増
加

に
期
待
す
る
。

〇
北
川
村
温
泉

　
利
用
者
数
　
4
’0
1
9
人

（
令
和
５
年
３
月
〜
５
月
末
、宿
泊
と
日
帰
り
入
浴
計
）

　（
前
年
度
同
期
比
97
・
5
％
）

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
５
類
と
な
っ
た

が
、
引
き
続
き
満
室
と
し
な
い
感
染
防
止
対
策
を
講

じ
な
が
ら
も
多
く
の
お
客
様
に
ご
利
用
い
た
だ
い
て

い
る
と
聞
い
て
い
る
。

■
ふ
る
さ
と
き
た
が
わ
寄
附
金

令
和
４
年
度
の
ふ
る
さ
と
納
税
の
実
績
は
、

　
件
数
　
　
6
’0
7
2
件
　

　（
令
和
３
年
度
8
’0
9
1
件
）

　
寄
附
額
　
4
9
’3
1
3
千
円

　（
令
和
３
年
度
6
0
’8
2
3
千
円
）

で
、令
和
３
年
度
比
で
18
・
9
％
減
と
な
っ
た
。

　
返
礼
品
の
価
格
値
上
げ
に
よ
り
、
寄
附
額
を
上

げ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
や
、
社
会
経
済
活
動
が
活

発
に
な
り
、
巣
ご
も
り
需
要
の
減
少
が
要
因
と
考

え
て
い
る
。

令
和
５
年
度
は（
５
月
末
現
在
）、

　
件
数
　
　
5
0
7
件 

（
前
年
度
同
期
7
3
4
件
）

　
寄
附
額
　
4
’6
0
9
千
円

（
前
年
度
同
期
6
’1
0
9
千
円
）

で
、
24
・
6
％
の
減
と
昨
年
を
大
幅
に
下
回
っ
て
い

る
。物
価
高
騰
の
影
響
に
よ
り
今
後
も
返
礼
品
の
価

格
が
値
上
げ
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
厳
し
い

状
況
は
今
後
も
続
く
と
予
想
し
て
い
る
が
、
引
き
続

き
顕
彰
会
と
連
携
し
、魅
力
あ
る
返
礼
品
を
企
画
す

る
な
ど
の
努
力
を
続
け
て
い
く
。

■
教
育
関
係

〇
子
育
て
教
育
ビ
ジ
ョ
ン

　
ソ
フ
ト
面
の
充
実
を
図
る
た
め
に
定
め
た
実
施

計
画「
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」の
６
つ
の
柱
の
う
ち
、「
魅

力
と
特
色
あ
る
教
育
活
動
」に
つ
い
て
、４
月
よ
り
食

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
構
築
す
る
た
め
に
、
鹿
児
島
県
の

企
業
主
導
型
保
育
園
ひ
よ
り
保
育
園
代
表
、古
川
理

沙
氏
を
講
師
に
迎
え
、
保
小
中
学
校
で
一
体
的
な
食

育
活
動
が
展
開
で
き
る
よ
う
、
指
導
助
言
を
い
た
だ

い
て
い
る
。子
ど
も
た
ち
の
発
達
段
階
に
応
じ
た
体

験
的
な
食
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
な
る
と
と
も
に
、
保
護

者
や
地
域
の
皆
様
に
も
食
へ
の
関
心
を
高
め
て
い
た

だ
き
、
健
康
な
体
づ
く
り
の
き
っ
か
け
に
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

〇
公
設
公
営
塾
エ
ソ
ラ

　
令
和
３
年
７
月
に
開
設
し
た
公
設
公
営
塾
エ
ソ

ラ
の
塾
長
（
地
域
お
こ
し
協
力
隊
）
が
５
月
末
で
退

職
し
、現
在
休
塾
と
な
っ
て
い
る
。

　
再
開
に
向
け
た
ス
タ
ッ
フ
の
確
保
が
見
通
せ
ず
、

再
開
が
困
難
な
状
況
に
あ
る
た
め
、
ま
ず
は
学
習
面

の
サ
ポ
ー
ト
を
継
続
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

○
第
11
回
中
岡
慎
太
郎
マ
ラ
ソ
ン
大
会

　
５
月
14
日
に
開
催
し
、
村
内
外
か
ら
3
3
0
人
の

ラ
ン
ナ
ー
が
参
加
。コ
ロ
ナ
禍
で
４
年
ぶ
り
と
な
る

開
催
に
向
け
て
、
実
行
委
員
会
を
中
心
に
、
基
本
的

な
感
染
防
止
対
策
を
講
じ
た
う
え
で
具
体
的
な
内

容
を
検
討
し
、
規
模
縮
小
や
開
会
式
の
簡
素
化
、
お

弁
当
の
取
り
止
め
な
ど
を
決
定
し
た
。ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
は
、
地
区
代
表
者
を
中
心
と
し
た
声
が
け
な
ど
に

よ
り
、確
保
で
き
た
。今
回
の
再
開
を
機
に
、次
回
以

降
の
大
会
の
在
り
方
が
確
立
で
き
た
と
思
う
。

○
中
岡
慎
太
郎
館

　
入
館
者
数（
令
和
4
年
度
）　
4
’8
5
7
人

　（
前
年
度
4
’4
2
8
人
、＋
10
％
）

　
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
の
入
館
者
数
　
3
7
4
人

　（
前
年
度
3
8
1
人
、▲
２
％
）

　
昨
年
10
月
よ
り
指
定
管
理
者
制
度
に
よ
る
運
営

を
開
始
。ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
刷
新
な
ど
の
取
り
組
み

に
よ
り
、
昨
年
度
事
業
計
画
に
お
け
る
年
間
目
標
入

館
者
数
を
1
0
7
人
超
え
る
結
果
と
な
っ
た
。

■
中
芸
広
域
連
合
関
係

　
以
下
の
事
業
に
つ
い
て
報
告

　
①
消
防
救
急
業
務
に
つ
い
て

　
②
介
護
保
険
業
務
に
つ
い
て

　
③
火
葬
場
業
務
に
つ
い
て

■
工
事
発
注
等
の
状
況（
６
月
１
日
時
点
）

　
工
事
関
係（
工
事
・
委
託
業
務
）発
注
状
況

 ‥

一
般
質
問‥

　
簡
易
水
道
施
設
等
に
つ
い
て

問
　
簡
易
水
道
等
飲
料
水
設
備
の
点
検
時
に
お
い

て
は
、
山
道
等
足
場
の
不
安
定
な
場
所
が
あ
る
か
と

思
わ
れ
る
が
、
通
行
時
の
危
険
箇
所
の
把
握
及
び
補

修
計
画
は
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

 

答

　村
長

　
村
が
管
理
を
行
っ
て
い
る
水
道
施
設
の
部
分
に
つ

い
て
は
、
現
在
、
北
川
村
振
興
公
社
に
委
託
し
て
い

る
。施
設
の
点
検
に
つ
い
て
も
、そ
の
委
託
契
約
に
基

づ
き
、現
在
は
、振
興
公
社
が
実
施
し
て
い
る
。

　
水
道
施
設
の
排
水
地
へ
の
点
検
路
に
つ
い
て
は
、

山
中
の
赤
道
な
ど
を
利
用
し
て
お
り
、
通
行
す
る
際

に
支
障
と
な
る
草
や
枝
は
刈
り
払
い
を
行
っ
て
い

る
。ま
た
、
崩
壊
な
ど
通
行
に
支
障
が
生
じ
た
場
合

は
、そ
の
都
度
補
修
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

平岡　章秀　議員

区
　
分
　
総
件
数  

発
注
件
数 

完
了
件
数  

発
注
率   

完
了
率

繰
越
明
許
費 

 

12
　   

8       

0    

66
・
7
％  

0
･
0
％

現
年
予
算 

 

19
　   

0       

0
　 

0
･
0
％   

0
･
0
％



89

問
　
点
検
等
に
お
い
て
早
急
に
工
事
し
な
け
れ
ば

い
け
な
い
箇
所
、
ま
た
は
現
在
計
画
中
の
と
こ
ろ
は

あ
る
の
か
。

 

答

　村
長

　
大
き
な
措
置
が
必
要
と
は
認
識
し
て
い
な
い
が
、

今
後
、
何
ら
か
の
対
応
が
必
要
な
箇
所
が
あ
り
、
確

認
の
上
、対
応
策
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

○
轟
地
区
の
排
水
タ
ン
ク
設
置
場
所

　
ト
ン
ネ
ル
の
上
に
あ
り
通
行
が
し
に
く
い

○
釈
迦
地
区
の
取
水
口
ま
で
の
通
路

　
危
険
箇
所
が
あ
る

問
　
振
興
公
社
に
全
て
委
託
し
、
業
務
を
振
興
公

社
が
行
っ
て
い
る
が
、役
場
の
職
員
と
し
て
、１
年
に

何
回
か
同
行
し
、現
状
把
握
を
し
て
い
る
の
か
。

 

答

　村
長

　
こ
れ
ま
で
役
場
の
職
員
が
点
検
に
行
っ
て
お
り
、

早
急
に
対
処
す
る
箇
所
は
な
い
だ
ろ
う
と
の
認
識

で
あ
っ
た
が
、
委
託
業
務
と
し
て
発
注
し
、
振
興
公

社
が
点
検
等
々
に
行
き
始
め
て
か
ら
、
先
ほ
ど
の
２

箇
所
が
危
険
で
は
な
い
か
と
の
話
も
あ
る
の
で
、
担

当
者
を
含
め
て
検
討
し
対
処
し
て
い
く
。

問
　
携
帯
電
話
で
水
道
施
設
の
警
報
受
信
を
行
い
、

早
期
故
障
対
応
に
役
立
て
る
と
い
う
話
が
あ
っ
た

と
思
う
が
、ど
こ
ま
で
進
ん
で
い
る
の
か
。

 

答

　村
長

　
今
年
度
に
取
り
組
む
予
定
の
水
道
施
設
の
Ｉ
ｏ
Ｔ

の
実
証
と
い
う
こ
と
で
、昨
年
断
水
を
伴
う
漏
水
が

発
生
し
た
和
田
地
区
、
小
島
地
区
の
飲
料
水
供
給

施
設
に
お
い
て
、
水
位
監
視
セ
ン
サ
ー
な
ど
を
設
置

し
遠
隔
監
視
を
行
お
う
と
す
る
も
の
。

　
こ
の
実
証
で
は
、
水
道
施
設
に
漏
水
な
ど
の
異
常

が
あ
っ
た
場
合
、
職
員
の
携
帯
電
話
に
配
水
地
の
異

常
通
知
メ
ー
ル
が
送
信
さ
れ
、
異
常
時
の
初
動
対
応

が
遅
れ
る
こ
と
な
く
早
期
の
対
応
が
可
能
と
な
り
、

水
の
安
定
供
給
に
つ
な
が
る
も
の
と
期
待
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
こ
の
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
県
の
中
山

間
地
域
生
活
支
援
総
合
補
助
金
を
活
用
す
る
こ
と

し
て
お
り
、７
月
の
申
請
に
向
け
準
備
を
し
て
い
る
。

問
　
携
帯
電
話
を
振
興
公
社
や
役
場
の
個
人
の
携

帯
に
す
る
の
か
。ま
た
そ
の
時
間
帯
、
運
用
方
法
に

つ
い
て
問
う
。

 

答

　村
長

　
職
員
の
携
帯
電
話
に
通
知
が
来
る
こ
と
に
な
る

が
、
現
在
、
村
バ
ス
の
対
応
に
お
い
て
専
用
の
電
話

回
線
を
つ
く
っ
て
い
る
の
で
、
ゆ
く
ゆ
く
は
そ
の
よ

う
な
形
で
対
応
し
て
い
く
べ
き
と
感
じ
て
い
る
。

　
ま
た
、過
去
に
は
小
島
地
区
、和
田
地
区
で
あ
っ
た

り
、
平
鍋
、
島
等
の
中
北
部
に
つ
い
て
、
時
間
外
で
の

故
障
等
が
発
生
し
て
い
る
の
で
、
勤
務
時
間
で
い
い

の
か
ど
う
か
検
討
の
余
地
が
あ
る
と
思
う
。24
時
間

四
六
時
中
縛
ら
れ
る
と
い
う
の
も
ど
う
か
と
思
わ

れ
る
の
で
、検
討
し
今
後
整
理
し
て
い
く
。

　
子
育
て
支
援
策
の
拡
充

　（
義
務
教
育
の
無
償
化
）に
つ
い
て

問
　
国
策
と
し
て
、「
異
次
元
の
少
子
化
対
策
」と
銘

打
っ
て
議
論
が
な
さ
れ
て
い
る
。少
子
化
の
進
行
は

危
機
的
な
状
況
で
、
社
会
機
能
の
維
持
に
も
関
わ

る
、
待
っ
た
な
し
の
先
送
り
で
き
な
い
課
題
で
あ
る

と
少
子
化
対
策
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
、
徐
々
に
内
容

が
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
る
と
い
う
状
況
を
踏
ま

え
、
当
村
は
現
在
、
文
教
施
設
の
整
備
計
画
や
保
小

中
一
貫
の
教
育
体
制
環
境
整
備
を
検
討
し
て
き
て

い
る
が
、並
行
し
て
、現
役
世
代
、ま
た
、こ
れ
か
ら

の
子
育
て
世
代
に
対
し
て
の
支
援
策
を
充
実
さ
せ

て
い
く
こ
と
が
、
人
口
の
減
少
対
策
や
移
住
、
定
住

に
つ
な
が
る
よ
う
な
施
策
と
し
て
、
極
め
て
重
要
で

は
な
い
か
と
考
え
る
。

　
北
川
村
の
将
来
を
見
て
い
く
な
か
で
、
今
の
子
ど

も
の
数
を
考
え
る
と
、中
学
校
ま
で
の
義
務
教
育
費

の
軽
減
、
無
償
化
と
い
う
の
は
、
村
の
存
続
や
人
口

減
少
対
策
に
合
致
す
る
も
の
と
考
え
る
が
、子
育
て

支
援
策
の
拡
充
と
い
う
こ
と
で
、小
中
学
校
の
義
務

教
育
費
の
無
償
化
を
、
検
討
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と

は
ど
う
か
。

 

答

　村
長

　
現
在
、
国
が
少
子
化
問
題
を
重
要
課
題
と
し
て

位
置
づ
け
、
異
次
元
の
少
子
化
対
策
と
し
て「
児
童

尾﨑　一マ　議員

■
生
活
基
盤
の
整
備
等

○
四
国
８
の
字
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
成
す
る
、阿
南

安
芸
自
動
車
道
の
一
部
と
し
て
整
備
さ
れ
て
い
る

「
北
川
道
路
２̶

２
工
区
」
和
田
ト
ン
ネ
ル
（
延
長

2
’2
3
0
ｍ
）
の
掘
削
工
事
が
６
月
中
旬
に
完
了

し
、貫
通
式
典
が
行
わ
れ
る
予
定
。今
後
は
、ト
ン
ネ

ル
覆
工
工
事
と
並
行
し
て
、
舗
装
や
照
明
、
非
常
用

設
備
の
工
事
を
進
め
て
い
く
と
伺
っ
て
い
る
。

■
防
災
・
地
震
対
策

○
個
人
住
宅
の
耐
震
化

　
５
月
末
現
在
、診
断
、設
計
、改
修
工
事
と
も
に
各

１
件
の
申
請
。

○
老
朽
化
住
宅
の
除
却

　
５
月
末
現
在
、相
談
３
件
、う
ち
１
件
の
申
請
。

　
多
く
の
方
に
制
度
を
活
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
、

５
月
31
日
に
住
宅
耐
震
化
等
に
関
す
る
補
助
制
度

に
つ
い
て
各
戸
に
チ
ラ
シ
を
配
布
。固
定
資
産
税
納

税
通
知
書
に
老
朽
化
住
宅
除
却
事
業
補
助
金
の
チ

ラ
シ
を
同
封
。制
度
の
周
知
に
努
め
、地
域
の
住
環
境

の
改
善
・
防
災
対
策
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

■
日
本
一
元
気
な
長
寿
村
づ
く
り

○
特
定
健
診

　
令
和
４
年
度
受
診
率（
５
月
速
報
値
）50
・
0
％

　
集
団
健
診
は
、
前
年
度
か
ら
1
・
3
ポ
イ
ン
ト
増

加
し
た
が
、個
別
健
診
が
2
・
7
ポ
イ
ン
ト
減
少
。

　
本
年
度
の
集
団
健
診
は
、北
部
・
南
部
健
診
を
実

施
し
、1
8
2
人
が
受
診
。前
年
度
比
で
13
人
減
少
。

集
団
健
診
に
来
ら
れ
な
か
っ
た
方
に
は
、
医
療
機
関

で
受
診
で
き
る
個
別
健
診
を
周
知
し
て
い
く
。

○
介
護
予
防
及
び
健
康
増
進
事
業

　
10
会
場
で
２
カ
月
に
１
回
程
度
実
施
。こ
れ
ま
で

の
取
り
組
み
で
、
健
康
問
題
に
は
複
雑
か
つ
多
重
の

課
題
を
抱
え
る
ケ
ー
ス
が
見
受
け
ら
れ
た
た
め
、
今

年
度
は「
栄
養
・
口
腔
・
運
動
・
心
」の
管
理
を
テ
ー

マ
に
、
健
康
運
動
指
導
士
に
よ
る
運
動
教
室
に
加

え
、
管
理
栄
養
士
資
格
を
有
す
る
保
健
福
祉
推
進

員
、
公
認
心
理
師
及
び
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員
な

ど
と
連
携
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

■
観
光
の
振
興

○
モ
ネ
の
庭「
マ
ル
モ
ッ
タ
ン
」

　
入
園
者
数
　
3
8
’2
5
1
人

（
令
和
５
年
３
月
〜
５
月
末
）

　（
前
年
度
同
期
比
1
0
6
・
9
％
）

　
特
に
団
体
客
数
に
つ
い
て
は
、
３
月
25
日
に
開
幕

し
た
「
高
知
県
観
光
博
覧
会 

牧
野
博
士
の
新
休
日
」

に
合
わ
せ
、
牧
野
植
物
園
を
軸
と
し
た
ツ
ア
ー
の
増

加
な
ど
に
よ
り
、
３
月
か
ら
４
月
は
前
年
比

1
8
0
％
と
好
調
で
あ
っ
た
。ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク

期
間
中
は
、
前
半
及
び
後
半
が
天
候
に
恵
ま
れ
ず
苦

戦
し
、入
園
者
数
8
’6
3
4
人（
前
年
比
89
・
8
％
）

と
な
っ
た
。

　
７
月
16
日
か
ら
９
月
１
日
ま
で
の
期
間
、
国
内
外

で
活
躍
す
る
５
人
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
開
催
す
る
モ

ネ
の
庭
の
花
々
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
作
品
展
「
花
々
展 

光
の
庭
2
0
2
3
」
な
ど
に
よ
る
来
園
者
数
の
増
加

に
期
待
す
る
。

〇
北
川
村
温
泉

　
利
用
者
数
　
4
’0
1
9
人

（
令
和
５
年
３
月
〜
５
月
末
、宿
泊
と
日
帰
り
入
浴
計
）

　（
前
年
度
同
期
比
97
・
5
％
）

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
５
類
と
な
っ
た

が
、
引
き
続
き
満
室
と
し
な
い
感
染
防
止
対
策
を
講

じ
な
が
ら
も
多
く
の
お
客
様
に
ご
利
用
い
た
だ
い
て

い
る
と
聞
い
て
い
る
。

■
ふ
る
さ
と
き
た
が
わ
寄
附
金

令
和
４
年
度
の
ふ
る
さ
と
納
税
の
実
績
は
、

　
件
数
　
　
6
’0
7
2
件
　

　（
令
和
３
年
度
8
’0
9
1
件
）

　
寄
附
額
　
4
9
’3
1
3
千
円

　（
令
和
３
年
度
6
0
’8
2
3
千
円
）

で
、令
和
３
年
度
比
で
18
・
9
％
減
と
な
っ
た
。

　
返
礼
品
の
価
格
値
上
げ
に
よ
り
、
寄
附
額
を
上

げ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
や
、
社
会
経
済
活
動
が
活

発
に
な
り
、
巣
ご
も
り
需
要
の
減
少
が
要
因
と
考

え
て
い
る
。

令
和
５
年
度
は（
５
月
末
現
在
）、

　
件
数
　
　
5
0
7
件 

（
前
年
度
同
期
7
3
4
件
）

　
寄
附
額
　
4
’6
0
9
千
円

（
前
年
度
同
期
6
’1
0
9
千
円
）

で
、
24
・
6
％
の
減
と
昨
年
を
大
幅
に
下
回
っ
て
い

る
。物
価
高
騰
の
影
響
に
よ
り
今
後
も
返
礼
品
の
価

格
が
値
上
げ
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
厳
し
い

状
況
は
今
後
も
続
く
と
予
想
し
て
い
る
が
、
引
き
続

き
顕
彰
会
と
連
携
し
、魅
力
あ
る
返
礼
品
を
企
画
す

る
な
ど
の
努
力
を
続
け
て
い
く
。

■
教
育
関
係

〇
子
育
て
教
育
ビ
ジ
ョ
ン

　
ソ
フ
ト
面
の
充
実
を
図
る
た
め
に
定
め
た
実
施

計
画「
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」の
６
つ
の
柱
の
う
ち
、「
魅

力
と
特
色
あ
る
教
育
活
動
」に
つ
い
て
、４
月
よ
り
食

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
構
築
す
る
た
め
に
、
鹿
児
島
県
の

企
業
主
導
型
保
育
園
ひ
よ
り
保
育
園
代
表
、古
川
理

沙
氏
を
講
師
に
迎
え
、
保
小
中
学
校
で
一
体
的
な
食

育
活
動
が
展
開
で
き
る
よ
う
、
指
導
助
言
を
い
た
だ

い
て
い
る
。子
ど
も
た
ち
の
発
達
段
階
に
応
じ
た
体

験
的
な
食
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
な
る
と
と
も
に
、
保
護

者
や
地
域
の
皆
様
に
も
食
へ
の
関
心
を
高
め
て
い
た

だ
き
、
健
康
な
体
づ
く
り
の
き
っ
か
け
に
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

〇
公
設
公
営
塾
エ
ソ
ラ

　
令
和
３
年
７
月
に
開
設
し
た
公
設
公
営
塾
エ
ソ

ラ
の
塾
長
（
地
域
お
こ
し
協
力
隊
）
が
５
月
末
で
退

職
し
、現
在
休
塾
と
な
っ
て
い
る
。

　
再
開
に
向
け
た
ス
タ
ッ
フ
の
確
保
が
見
通
せ
ず
、

再
開
が
困
難
な
状
況
に
あ
る
た
め
、
ま
ず
は
学
習
面

の
サ
ポ
ー
ト
を
継
続
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

○
第
11
回
中
岡
慎
太
郎
マ
ラ
ソ
ン
大
会

　
５
月
14
日
に
開
催
し
、
村
内
外
か
ら
3
3
0
人
の

ラ
ン
ナ
ー
が
参
加
。コ
ロ
ナ
禍
で
４
年
ぶ
り
と
な
る

開
催
に
向
け
て
、
実
行
委
員
会
を
中
心
に
、
基
本
的

な
感
染
防
止
対
策
を
講
じ
た
う
え
で
具
体
的
な
内

容
を
検
討
し
、
規
模
縮
小
や
開
会
式
の
簡
素
化
、
お

弁
当
の
取
り
止
め
な
ど
を
決
定
し
た
。ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
は
、
地
区
代
表
者
を
中
心
と
し
た
声
が
け
な
ど
に

よ
り
、確
保
で
き
た
。今
回
の
再
開
を
機
に
、次
回
以

降
の
大
会
の
在
り
方
が
確
立
で
き
た
と
思
う
。

○
中
岡
慎
太
郎
館

　
入
館
者
数（
令
和
4
年
度
）　
4
’8
5
7
人

　（
前
年
度
4
’4
2
8
人
、＋
10
％
）

　
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
の
入
館
者
数
　
3
7
4
人

　（
前
年
度
3
8
1
人
、▲
２
％
）

　
昨
年
10
月
よ
り
指
定
管
理
者
制
度
に
よ
る
運
営

を
開
始
。ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
刷
新
な
ど
の
取
り
組
み

に
よ
り
、
昨
年
度
事
業
計
画
に
お
け
る
年
間
目
標
入

館
者
数
を
1
0
7
人
超
え
る
結
果
と
な
っ
た
。

■
中
芸
広
域
連
合
関
係

　
以
下
の
事
業
に
つ
い
て
報
告

　
①
消
防
救
急
業
務
に
つ
い
て

　
②
介
護
保
険
業
務
に
つ
い
て

　
③
火
葬
場
業
務
に
つ
い
て

■
工
事
発
注
等
の
状
況（
６
月
１
日
時
点
）

　
工
事
関
係（
工
事
・
委
託
業
務
）発
注
状
況

 ‥

一
般
質
問‥

　
簡
易
水
道
施
設
等
に
つ
い
て

問
　
簡
易
水
道
等
飲
料
水
設
備
の
点
検
時
に
お
い

て
は
、
山
道
等
足
場
の
不
安
定
な
場
所
が
あ
る
か
と

思
わ
れ
る
が
、
通
行
時
の
危
険
箇
所
の
把
握
及
び
補

修
計
画
は
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

 

答

　村
長

　
村
が
管
理
を
行
っ
て
い
る
水
道
施
設
の
部
分
に
つ

い
て
は
、
現
在
、
北
川
村
振
興
公
社
に
委
託
し
て
い

る
。施
設
の
点
検
に
つ
い
て
も
、そ
の
委
託
契
約
に
基

づ
き
、現
在
は
、振
興
公
社
が
実
施
し
て
い
る
。

　
水
道
施
設
の
排
水
地
へ
の
点
検
路
に
つ
い
て
は
、

山
中
の
赤
道
な
ど
を
利
用
し
て
お
り
、
通
行
す
る
際

に
支
障
と
な
る
草
や
枝
は
刈
り
払
い
を
行
っ
て
い

る
。ま
た
、
崩
壊
な
ど
通
行
に
支
障
が
生
じ
た
場
合

は
、そ
の
都
度
補
修
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

平岡　章秀　議員

区
　
分
　
総
件
数  

発
注
件
数 

完
了
件
数  

発
注
率   

完
了
率

繰
越
明
許
費 

 
12
　   
8       

0    

66
・
7
％  

0
･
0
％

現
年
予
算 

 

19
　   
0       

0
　 

0
･
0
％   

0
･
0
％
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手
当
な
ど
の
経
済
的
支
援
の
強
化
」「
学
童
保
育
や

病
児
保
育
、
産
後
ケ
ア
な
ど
の
支
援
の
拡
充
」「
働
き

方
改
革
の
推
進
」
な
ど
取
り
ま
と
め
が
進
め
ら
れ
て

お
り
、中
で
も
、特
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
児

童
手
当
の
問
題
か
と
理
解
し
て
い
る
。

　
子
ど
も
の
数
に
つ
い
て
も
、
毎
年
過
去
最
低
を
更

新
し
て
い
る
状
況
を
理
解
し
て
お
り
、
そ
う
し
た
な

か
で
子
育
て
の
考
え
方
に
つ
い
て
、
所
信
表
明
に
て
、

子
育
て
支
援
教
育
の
充
実
と
し
て
、「
保
育
学
校
を

な
く
さ
な
い
」「
子
ど
も
た
ち
の
声
を
途
絶
え
さ
せ

な
い
」
た
め
に
、
15
年
間
の
一
貫
し
た
子
育
て
教
育

環
境
を
軸
に
整
備
充
実
を
引
き
続
き
図
っ
て
い
く
と

話
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　
地
域
か
ら
子
育
て
教
育
の
場
を
な
く
さ
な
い
よ

う
に
す
る
こ
と
が
何
よ
り
も
大
切
で
あ
り
、
北
川
村

で
子
育
て
が
し
た
い
、
教
育
を
受
け
さ
せ
た
い
と
思

え
る
魅
力
あ
る
子
育
て
、
教
育
環
境
の
充
実
に
取
り

組
む
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い
る
。こ
れ
ま
で
、子
育

て
教
育
環
境
の
整
備
に
伴
う
対
応
策
と
し
て
、
東
部

地
域
の
拠
点
高
校
ま
で
の
通
学
費
全
額
支
給
を
は

じ
め
、
保
育
料
無
償
化
や
、
小
中
学
校
の
修
学
旅
行

費
用
の
補
助
な
ど
、
地
方
創
生
総
合
戦
略
、
あ
る
い

は
子
育
て
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
い
て
、
施
策
を
講

じ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
の
成
果
の
一
つ
と
し
て
、
総

合
学
力
調
査
に
お
い
て
、
小
中
学
校
の
平
均
値
で
は

全
国
偏
差
値
50
を
超
え
て
お
り
、全
員
が
全
国
平
均

以
上
と
な
り
、
拠
点
高
校
に
全
員
が
合
格
で
き
る
学

力
を
身
に
付
け
る
と
い
う
目
標
に
近
づ
き
つ
つ
あ

る
。こ
の
成
果
は
、
公
設
公
営
塾
エ
ソ
ラ
や
、Ｄ
Ｍ
Ｍ

ド
ッ
ト
コ
ム
な
ど
の
民
間
事
業
者
と
学
校
現
場
の
連

携
、
探
求
力
の
向
上
を
は
じ
め
と
す
る
取
り
組
み
が

相
乗
効
果
を
も
た
ら
し
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。一
方

で
、
卓
球
ク
ラ
ブ
指
導
や
、
個
性
を
生
か
す
指
導
等

の
専
門
的
職
員
と
、
民
間
事
業
者
、
学
校
現
場
が
密

接
に
連
携
し
、
取
り
組
み
を
展
開
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
さ
ら
に
こ
の
相
乗
効
果
を
引
き
出
せ
る
だ
ろ
う

と
思
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
生
活
す
る
上
で
他
の
自
治
体
と
の
地
理
的

条
件
等
に
よ
る
不
平
等
、
不
利
益
な
ど
を
被
る
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
た
場
合
は
、速
や
か
に
克
服
し
、こ

う
し
た
取
り
組
み
を
積
み
重
ね
る
こ
と
で
、
人
口
減

少
対
策
、
移
住
促
進
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て
い

る
。

　
引
き
続
き
、北
川
村
で
育
つ
子
ど
も
た
ち
が
、そ
れ

ぞ
れ
の
未
来
に
向
か
っ
て
羽
ば
た
く
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
、
子
育
て
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
、
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

等
に
基
づ
き
、
15
年
間
の
一
貫
し
た
子
育
て
教
育
環

境
を
軸
と
し
た
子
育
て
教
育
環
境
を
整
え
て
い
く
。

問
　
子
ど
も
の
数
が
50
人
を
切
っ
て
く
る
よ
う
な
状

況
の
中
で
、
義
務
教
育
の
無
償
化
と
い
う
分
野
に
お

い
て
、
一
般
財
源
を
入
れ
て
で
も
持
続
可
能
な
事
業

と
し
て
や
れ
る
と
い
う
目
安
が
つ
く
の
で
あ
れ
ば
考

え
た
ら
ど
う
か
。村
長
が
考
え
て
い
る
北
川
村
か
ら

学
校
を
な
く
さ
な
い
と
か
、
人
口
減
少
対
策
に
つ
な

が
る
の
で
は
な
い
か
。

 

答

　村
長

　
現
在
の
実
態
を
考
え
る
と
、
今
後
、
子
ど
も
た
ち

の
数
は
減
少
し
て
い
き
、
単
純
に
お
お
む
ね
３
人
な

い
し
４
人
ぐ
ら
い
の
出
生
者
数
に
な
る
。そ
れ
ら
を

踏
ま
え
る
と
子
ど
も
た
ち
が
中
学
校
３
年
生
に
な
っ

た
と
き
に
は
、
小
中
学
校
で
単
純
に
、
30
人
弱
と
い

う
話
に
な
る
。保
育
自
体
も
、
ど
れ
ぐ
ら
い
来
る
の

か
、
今
後
ど
う
な
る
の
か
。こ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
に
子

育
て
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
等
々
の
説
明
の
中
で
、
説
明
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
。

　
ど
の
よ
う
な
状
況
に
な
っ
た
と
し
て
も
、
こ
の
子

育
て
教
育
環
境
を
失
っ
て
し
ま
え
ば
、
北
川
村
に

残
っ
て
い
く
方
々
は
お
そ
ら
く
激
減
し
て
い
く
の
は

見
え
て
い
る
の
で
、
教
育
費
の
無
償
化
と
い
う
観
点

で
は
な
く
て
、
子
育
て
教
育
環
境
を
持
続
さ
せ
て
い

く
と
い
う
観
点
に
立
っ
て
今
対
処
し
て
い
る
と
い
う

の
が
実
態
で
あ
る
。

問
　
子
ど
も
の
数
が
減
少
し
て
い
く
と
い
う
見
通

し
の
中
、
財
源
が
な
い
と
、
ど
の
よ
う
な
事
業
も
そ

う
だ
が
義
務
教
育
の
無
償
化
に
し
て
も
で
き
な
い
。

小
学
校
中
学
校
の
子
ど
も
た
ち
に
か
か
る
費
用
が

ど
の
ぐ
ら
い
あ
る
か
調
べ
て
み
る
と
、
大
別
し
て
教

材
費
に
か
か
る
部
分
と
、
例
え
ば
修
学
旅
行
費
や
体

操
服
、
制
服
な
ど
の
教
材
費
と
は
別
の
経
費
に
な

り
、教
材
費
は
今
ま
で
手
当
て
を
し
て
き
て
い
る
が
、

そ
れ
以
外
の
保
護
者
と
し
て
負
担
し
て
い
る
金
額

が
、一
人
当
た
り
大
体
ど
の
ぐ
ら
い
、年
間
で
か
か
っ

て
い
る
の
か
。

 

答

　教
育
長

　
現
在
、
手
持
ち
に
あ
る
資
料
で
、
中
学
校
の
令
和

３
年
度
の
数
値
に
な
る
が
、
事
務
用
品
に
つ
い
て
年

間
１
人
当
た
り
の
集
金
額
を
調
べ
た
も
の
で
、
ほ
と

ん
ど
の
場
合
、
学
校
の
ほ
う
で
公
費
負
担
を
し
て
い

る
状
況
で
、
個
人
負
担
に
な
る
も
の
は
、
中
学
校
で

は
１
人
当
た
り
、
少
な
い
学
年
で
1
’3
0
0
円
余

り
、
多
い
学
年
で
3
’5
0
0
円
弱
で
あ
る
。個
人
負

担
の
内
容
と
し
て
は
、
美
術
な
ど
の
作
品
が
制
作
後

に
は
個
人
持
ち
に
な
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
そ
の
経

費
の
負
担
や
音
楽
に
使
う
リ
コ
ー
ダ
ー
な
ど
の
費

用
と
な
る
。

　
ま
た
、修
学
旅
行
に
つ
い
て
も
、近
年
は
コ
ロ
ナ
の

関
係
も
あ
り
今
ま
で
の
よ
う
な
県
外
に
は
出
向
け

な
か
っ
た
が
、
そ
れ
以
前
に
実
施
を
し
て
い
た
と
き

に
は
、
小
学
校
で
大
体
１
人
当
た
り
４
万
円
、
中
学

校
で
１
人
当
た
り
８
万
円
ぐ
ら
い
が
基
準
で
、
村
と

し
て
２
分
の
１
補
助
規
定
が
あ
り
、
小
学
校
は
２
万

円
、中
学
校
は
４
万
円
が
限
度
と
な
っ
て
い
る
。

問
　
学
校
で
の
教
材
費
に
つ
い
て
は
、学
年
に
よ
っ
て

差
は
あ
る
が
、
千
数
百
円
か
ら
3
’5
0
0
円
。こ
れ

ら
を
含
め
て
、
義
務
教
育
の
無
償
化
を
考
え
た
と
き

に
、
今
の
子
ど
も
の
人
数
を
考
え
れ
ば
十
分
に
対
応

が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

 

答

　村
長

　
人
数
が
減
少
し
て
い
る
中
で
考
え
る
と
、
対
応
可

能
だ
ろ
う
と
思
う
が
、
こ
れ
か
ら
先
５
人
10
人
と
、

増
や
し
て
い
け
る
よ
う
な
手
だ
て
も
必
要
に
な
っ
て

く
る
こ
と
を
踏
ま
え
て
考
え
て
い
か
な
い
と
い
け
な

い
。こ
れ
か
ら
の
子
育
て
教
育
環
境
を
整
え
て
、
人

口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
て
さ
ら
に
、
千
人
規
模
を

維
持
す
る
た
め
を
考
え
た
措
置
の
中
で
、
教
育
環
境

を
整
え
る
た
め
に
こ
の
部
分
に
つ
い
て
は
政
策
的
判

断
と
し
て
や
っ
て
い
こ
う
と
い
う
こ
と
は
十
分
に
あ

り
得
る
。

　
し
か
し
、
今
の
段
階
で
教
育
費
、
全
て
無
償
化
を

目
指
し
て
こ
う
な
る
、
あ
あ
な
る
と
い
う
こ
と
は
考

え
て
い
な
い
。マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
、
こ
れ
か
ら
で
き
て

く
る
話
の
中
で
整
理
を
し
た
上
で
、
必
要
な
判
断
を

し
て
い
き
た
い
。

問
　
他
町
で
は
既
に
義
務
教
育
費
の
給
食
費
の
無

償
化
を
し
て
い
る
。理
由
と
し
て
「
子
ど
も
の
数
が

そ
ん
な
に
多
く
な
い
か
ら
で
き
る
」と
。ま
た
、
子
ど

も
の
数
を
カ
バ
ー
す
る
た
め
に
、
山
村
留
学
も
受
け

入
れ
て
い
る
。何
と
か
学
校
を
維
持
し
た
い
と
の
思

い
の
な
か
で
、
そ
う
い
う
政
策
を
打
つ
こ
と
に
よ
っ

て
、移
住
の
き
っ
か
け
、移
住
・
就
農
し
て
き
て
い
る

人
た
ち
の
定
住
の
き
っ
か
け
に
な
る
の
で
は
な
い
か

と
い
う
観
点
か
ら
十
分
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。今

は
考
え
ら
れ
な
い
の
で
は
な
く
て
、
検
討
し
て
い
く

と
い
う
の
は
、
一
つ
の
政
策
と
し
て
あ
る
の
で
は
な

い
か
。

 

答

　村
長

　
無
償
化
に
つ
い
て
検
討
は
し
な
い
と
は
言
っ
た

が
、
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
あ
る
い
は
子
育
て
教
育
環
境

整
備
の
中
で
、
対
処
で
き
る
、
あ
る
い
は
不
公
平
性

が
生
じ
る
も
の
に
つ
い
て
は
速
や
か
に
克
服
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。今
後
の
子
育
て
教
育
環
境

を
守
り
、育
て
る
な
か
で
、対
処
す
べ
き
こ
と
は
対
処

し
て
い
く
と
い
う
つ
も
り
で
い
る
。

問
　
小
学
校
で
は
、
あ
と
３
年
後
に
は
修
学
旅
行
に

行
く
生
徒
が
３
人
と
引
率
の
先
生
に
な
る
状
況
と

な
る
。人
数
が
多
け
れ
ば
、
費
用
が
低
く
抑
え
ら
れ

る
わ
け
だ
が
、
人
数
が
少
な
け
れ
ば
割
高
に
な
る
の

で
は
な
い
か
と
思
う
。生
徒
数
の
減
少
で
保
護
者
負

担
が
増
加
す
る
の
は
、
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
思
う

が
何
か
工
夫
が
あ
る
の
か
。

 

答

　村
長

　
修
学
旅
行
は
例
年
小
学
校
６
年
生
、中
学
校
の
場

合
は
２
年
生
の
と
き
に
実
施
し
て
い
る
。コ
ロ
ナ
禍

の
こ
の
３
年
ぐ
ら
い
は
、
小
学
校
・
中
学
校
と
も
に

四
国
地
域
を
中
心
に
10
月
か
ら
11
月
に
か
け
て
実

施
し
て
い
る
。コ
ロ
ナ
禍
前
は
、小
学
校
は
岡
山
・
広

島
方
面
、中
学
校
は
関
東
・
関
西
・
九
州
な
ど
生
徒
、

保
護
者
の
意
向
を
踏
ま
え
て
行
き
先
を
決
定
し
て

い
た
。

　
今
後
は
し
ば
ら
く
の
間
は
減
少
傾
向
は
続
い
て
い

く
だ
ろ
う
と
認
識
し
て
お
り
、
少
人
数
の
中
で
の
対

応
と
し
て
は
、
過
去
の
事
例
に
な
ぞ
っ
て
５
年
生
・

６
年
生
の
合
同
実
施
で
あ
っ
た
り
、
公
共
交
通
機
関

の
利
用
促
進
な
ど
の
検
討
は
、
当
然
行
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
う
し
、
本
来
何
の
た
め
に
修
学
旅
行

が
行
わ
れ
て
い
る
の
か
、
そ
の
意
義
を
た
が
え
な
い

よ
う
に
整
理
を
し
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
と
思
っ

て
い
る
。修
学
旅
行
を
含
め
い
ろ
い
ろ
な
対
応
策
に

つ
い
て
は
、
子
育
て
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
、
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
を
具
現
化
す
る
上
で
、
対
策
を
講
じ
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
第
２
期
北
川
モ
デ
ル
、

　
野
友
地
区
ほ
場
整
備
事
業
に
つ
い
て

問
　
北
川
モ
デ
ル
で
は
、令
和
５
年
度
に
設
計
、令
和

６
年
度
か
ら
８
年
度
ま
で
の
工
事
、
野
友
地
区
農
地

整
備
事
業
で
は
、
今
年
度
か
ら
令
和
７
年
度
ま
で
の

工
事
と
聞
い
て
い
る
。野
友
地
区
農
地
整
備
事
業
で

は
２
回
の
不
落
も
あ
り
、
工
事
が
若
干
遅
れ
て
い
る

と
聞
い
て
い
る
が
、計
画
ど
お
り
行
っ
て
い
る
の
か
。

 

答

　村
長

○
第
２
期
北
川
モ
デ
ル

　
整
備
地
区
　
　
島
、小
島
、野
川
、加
茂

　
整
備
後
面
積
　
6
・
1
ha

　（
９
割
が
畑
と
し
て
整
備
予
定
）

　
実
施
設
計
　
　
　
令
和
５
年
度

　
整
備
工
事
　
　
　
令
和
６
年
度
か
ら
８
年
度

　
換
地
処
分
登
記
　
令
和
９
年
度（
事
業
完
了
）

　
各
地
区
の
計
画
内
容
や
、工
事
開
始
時
期
は
８
月

以
降
、
地
元
と
協
議
し
な
が
ら
決
め
て
い
く
と
、
安

芸
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
・
基
盤
整
備
課
よ
り
聞
い

て
い
る
。

○
野
友
地
区
の
農
地
整
備
事
業

　
計
画
で
は
整
備
後
面
積
12
・
1
ha
で
田
と
畑
の

割
合
は
お
お
む
ね
半
々
で
あ
っ
た
が
、
本
年
３
月
に

作
成
さ
れ
た
換
地
計
画
原
案
で
は
、
整
備
後
面
積

11
・
6
ha
、畑
が
61
％
と
な
っ
て
い
る
。

　
令
和
３
年
度
の
実
施
設
計
に
当
た
っ
て
必
要
な
地

元
関
係
者
の
合
意
形
成
に
時
間
を
要
し
た
た
め
、
工

事
は
、
当
初
の
令
和
４
年
度
か
ら
６
年
度
の
３
カ
年

か
ら
、
現
在
は
４
年
度
か
ら
７
年
度
の
４
年
間
に
変

更
と
な
っ
て
い
る
。

　
実
施
設
計
も
全
工
区
一
括
で
は
作
成
で
き
て
お

ら
ず
、５
つ
の
工
区
ご
と
に
、工
事
前
に
地
元
と
協
議

の
上
、
作
成
し
着
工
す
る
や
り
方
で
進
め
ら
れ
て
い

る
。不
落
が
多
発
し
て
い
る
状
況
も
含
め
、
工
事
予

定
が
遅
れ
る
可
能
性
が
高
い
と
考
え
て
い
る
。

問
　
第
２
期
北
川
モ
デ
ル
で
は
、
6
・
1
ha
。野
友

地
区
整
備
事
業
で
は
、
12
・
1
ha
の
う
ち
、
55
％
が

畑
で
6
・
6
ha
、
合
計
で
12
・
7
ha
の
ゆ
ず
の
ほ
場

が
数
年
間
で
完
成
す
る
と
思
わ
れ
る
が
、
村
と
し
て

ほ
場
の
確
保
、
担
い
手
の
確
保
に
つ
い
て
ど
う
い
う

見
通
し
を
持
っ
て
い
る
の
か
。

 

答

　村
長

　
ほ
場
整
備
工
事
の
進
捗
す
る
令
和
６
年
度
か
ら

８
年
度
の
３
カ
年
で
見
た
場
合
に
、
第
２
期
北
川
モ

デ
ル
と
野
友
地
区
農
地
整
備
事
業
で
造
成
さ
れ
る

畑
の
合
計
面
積
が
13
・
1
ha
と
な
り
、
本
施
策
の
取

り
組
み
に
よ
る
担
い
手
は
、
農
業
者
１
人
当
た
り
の

耕
作
面
積
１
ha
で
は
お
お
む
ね
13
人
、
１
人
当
た
り

1
・
5
ha
で
は
8
・
7
人
、
２
ha
で
は
6
・
5
人
の

担
い
手
が
必
要
に
な
る
。

　
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
で
の
新

規
就
農
者
目
標
は
、
１
年
に
３
人
と
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
工
事
が
完
了
す
る
令
和
８
年
度
ま
で
の
４
年

間
で
、
農
業
研
修
生
を
含
め
12
人
の
新
規
の
就
農
者

を
確
保
す
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。一
方
、
新
規

就
農
者
は
、収
入
確
保
の
た
め
成
木
園
地
を
確
保
す

る
必
要
が
あ
り
、
全
て
の
耕
作
地
が
ほ
場
整
備
地
を

使
っ
た
新
植
園
地
と
な
ら
な
い
た
め
、
ほ
場
整
備
地

の
配
分
に
余
力
が
生
じ
る
も
の
と
見
込
ん
で
い
る
。

こ
う
し
た
園
地
管
理
は
、高
知
県
農
協
安
芸
地
区
柚

子
部
北
川
支
部
と
詳
細
を
協
議
し
て
お
り
、柚
子
母

樹
園
整
備
に
関
連
し
て
雇
用
す
る
職
員
を
活
用
す

る
な
ど
、
適
切
に
行
う
考
え
で
あ
り
、
将
来
の
新
規

就
農
者
に
対
す
る
園
地
配
分
の
方
法
に
つ
い
て
は
、

計
画
的
に
配
分
で
き
る
よ
う
、検
討
し
て
い
く
。

問
　
1
8
3
・
1
ha
の
ゆ
ず
の
園
地
に
お
け
る
ゆ

ず
の
苗
木
の
確
保
に
つ
い
て
ど
う
い
う
見
通
し
を

持
っ
て
い
る
の
か
。

 

答

　村
長

　
反
当
あ
た
り
80
本
を
新
植
し
た
と
仮
定
し
て
、
３

年
間
で
１
万
本
超
え
の
数
量
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
。

　
近
年
の
Ｊ
Ａ
の
ゆ
ず
苗
木
注
文
数
が
3
’0
0
0

本
か
ら
4
’0
0
0
本
と
聞
い
て
い
る
。そ
こ
に
こ
の

本
数
が
上
乗
せ
さ
れ
た
場
合
に
全
苗
木
が
供
給
で

き
る
か
ど
う
か
見
通
せ
な
い
状
況
で
あ
る
。

濵渦　章　議員
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手
当
な
ど
の
経
済
的
支
援
の
強
化
」「
学
童
保
育
や

病
児
保
育
、
産
後
ケ
ア
な
ど
の
支
援
の
拡
充
」「
働
き

方
改
革
の
推
進
」
な
ど
取
り
ま
と
め
が
進
め
ら
れ
て

お
り
、中
で
も
、特
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
児

童
手
当
の
問
題
か
と
理
解
し
て
い
る
。

　
子
ど
も
の
数
に
つ
い
て
も
、
毎
年
過
去
最
低
を
更

新
し
て
い
る
状
況
を
理
解
し
て
お
り
、
そ
う
し
た
な

か
で
子
育
て
の
考
え
方
に
つ
い
て
、
所
信
表
明
に
て
、

子
育
て
支
援
教
育
の
充
実
と
し
て
、「
保
育
学
校
を

な
く
さ
な
い
」「
子
ど
も
た
ち
の
声
を
途
絶
え
さ
せ

な
い
」
た
め
に
、
15
年
間
の
一
貫
し
た
子
育
て
教
育

環
境
を
軸
に
整
備
充
実
を
引
き
続
き
図
っ
て
い
く
と

話
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　
地
域
か
ら
子
育
て
教
育
の
場
を
な
く
さ
な
い
よ

う
に
す
る
こ
と
が
何
よ
り
も
大
切
で
あ
り
、
北
川
村

で
子
育
て
が
し
た
い
、
教
育
を
受
け
さ
せ
た
い
と
思

え
る
魅
力
あ
る
子
育
て
、
教
育
環
境
の
充
実
に
取
り

組
む
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い
る
。こ
れ
ま
で
、子
育

て
教
育
環
境
の
整
備
に
伴
う
対
応
策
と
し
て
、
東
部

地
域
の
拠
点
高
校
ま
で
の
通
学
費
全
額
支
給
を
は

じ
め
、
保
育
料
無
償
化
や
、
小
中
学
校
の
修
学
旅
行

費
用
の
補
助
な
ど
、
地
方
創
生
総
合
戦
略
、
あ
る
い

は
子
育
て
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
い
て
、
施
策
を
講

じ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
の
成
果
の
一
つ
と
し
て
、
総

合
学
力
調
査
に
お
い
て
、
小
中
学
校
の
平
均
値
で
は

全
国
偏
差
値
50
を
超
え
て
お
り
、全
員
が
全
国
平
均

以
上
と
な
り
、
拠
点
高
校
に
全
員
が
合
格
で
き
る
学

力
を
身
に
付
け
る
と
い
う
目
標
に
近
づ
き
つ
つ
あ

る
。こ
の
成
果
は
、
公
設
公
営
塾
エ
ソ
ラ
や
、Ｄ
Ｍ
Ｍ

ド
ッ
ト
コ
ム
な
ど
の
民
間
事
業
者
と
学
校
現
場
の
連

携
、
探
求
力
の
向
上
を
は
じ
め
と
す
る
取
り
組
み
が

相
乗
効
果
を
も
た
ら
し
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。一
方

で
、
卓
球
ク
ラ
ブ
指
導
や
、
個
性
を
生
か
す
指
導
等

の
専
門
的
職
員
と
、
民
間
事
業
者
、
学
校
現
場
が
密

接
に
連
携
し
、
取
り
組
み
を
展
開
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
さ
ら
に
こ
の
相
乗
効
果
を
引
き
出
せ
る
だ
ろ
う

と
思
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
生
活
す
る
上
で
他
の
自
治
体
と
の
地
理
的

条
件
等
に
よ
る
不
平
等
、
不
利
益
な
ど
を
被
る
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
た
場
合
は
、速
や
か
に
克
服
し
、こ

う
し
た
取
り
組
み
を
積
み
重
ね
る
こ
と
で
、
人
口
減

少
対
策
、
移
住
促
進
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て
い

る
。

　
引
き
続
き
、北
川
村
で
育
つ
子
ど
も
た
ち
が
、そ
れ

ぞ
れ
の
未
来
に
向
か
っ
て
羽
ば
た
く
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
、
子
育
て
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
、
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

等
に
基
づ
き
、
15
年
間
の
一
貫
し
た
子
育
て
教
育
環

境
を
軸
と
し
た
子
育
て
教
育
環
境
を
整
え
て
い
く
。

問
　
子
ど
も
の
数
が
50
人
を
切
っ
て
く
る
よ
う
な
状

況
の
中
で
、
義
務
教
育
の
無
償
化
と
い
う
分
野
に
お

い
て
、
一
般
財
源
を
入
れ
て
で
も
持
続
可
能
な
事
業

と
し
て
や
れ
る
と
い
う
目
安
が
つ
く
の
で
あ
れ
ば
考

え
た
ら
ど
う
か
。村
長
が
考
え
て
い
る
北
川
村
か
ら

学
校
を
な
く
さ
な
い
と
か
、
人
口
減
少
対
策
に
つ
な

が
る
の
で
は
な
い
か
。

 

答

　村
長

　
現
在
の
実
態
を
考
え
る
と
、
今
後
、
子
ど
も
た
ち

の
数
は
減
少
し
て
い
き
、
単
純
に
お
お
む
ね
３
人
な

い
し
４
人
ぐ
ら
い
の
出
生
者
数
に
な
る
。そ
れ
ら
を

踏
ま
え
る
と
子
ど
も
た
ち
が
中
学
校
３
年
生
に
な
っ

た
と
き
に
は
、
小
中
学
校
で
単
純
に
、
30
人
弱
と
い

う
話
に
な
る
。保
育
自
体
も
、
ど
れ
ぐ
ら
い
来
る
の

か
、
今
後
ど
う
な
る
の
か
。こ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
に
子

育
て
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
等
々
の
説
明
の
中
で
、
説
明
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
。

　
ど
の
よ
う
な
状
況
に
な
っ
た
と
し
て
も
、
こ
の
子

育
て
教
育
環
境
を
失
っ
て
し
ま
え
ば
、
北
川
村
に

残
っ
て
い
く
方
々
は
お
そ
ら
く
激
減
し
て
い
く
の
は

見
え
て
い
る
の
で
、
教
育
費
の
無
償
化
と
い
う
観
点

で
は
な
く
て
、
子
育
て
教
育
環
境
を
持
続
さ
せ
て
い

く
と
い
う
観
点
に
立
っ
て
今
対
処
し
て
い
る
と
い
う

の
が
実
態
で
あ
る
。

問
　
子
ど
も
の
数
が
減
少
し
て
い
く
と
い
う
見
通

し
の
中
、
財
源
が
な
い
と
、
ど
の
よ
う
な
事
業
も
そ

う
だ
が
義
務
教
育
の
無
償
化
に
し
て
も
で
き
な
い
。

小
学
校
中
学
校
の
子
ど
も
た
ち
に
か
か
る
費
用
が

ど
の
ぐ
ら
い
あ
る
か
調
べ
て
み
る
と
、
大
別
し
て
教

材
費
に
か
か
る
部
分
と
、
例
え
ば
修
学
旅
行
費
や
体

操
服
、
制
服
な
ど
の
教
材
費
と
は
別
の
経
費
に
な

り
、教
材
費
は
今
ま
で
手
当
て
を
し
て
き
て
い
る
が
、

そ
れ
以
外
の
保
護
者
と
し
て
負
担
し
て
い
る
金
額

が
、一
人
当
た
り
大
体
ど
の
ぐ
ら
い
、年
間
で
か
か
っ

て
い
る
の
か
。

 

答

　教
育
長

　
現
在
、
手
持
ち
に
あ
る
資
料
で
、
中
学
校
の
令
和

３
年
度
の
数
値
に
な
る
が
、
事
務
用
品
に
つ
い
て
年

間
１
人
当
た
り
の
集
金
額
を
調
べ
た
も
の
で
、
ほ
と

ん
ど
の
場
合
、
学
校
の
ほ
う
で
公
費
負
担
を
し
て
い

る
状
況
で
、
個
人
負
担
に
な
る
も
の
は
、
中
学
校
で

は
１
人
当
た
り
、
少
な
い
学
年
で
1
’3
0
0
円
余

り
、
多
い
学
年
で
3
’5
0
0
円
弱
で
あ
る
。個
人
負

担
の
内
容
と
し
て
は
、
美
術
な
ど
の
作
品
が
制
作
後

に
は
個
人
持
ち
に
な
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
そ
の
経

費
の
負
担
や
音
楽
に
使
う
リ
コ
ー
ダ
ー
な
ど
の
費

用
と
な
る
。

　
ま
た
、修
学
旅
行
に
つ
い
て
も
、近
年
は
コ
ロ
ナ
の

関
係
も
あ
り
今
ま
で
の
よ
う
な
県
外
に
は
出
向
け

な
か
っ
た
が
、
そ
れ
以
前
に
実
施
を
し
て
い
た
と
き

に
は
、
小
学
校
で
大
体
１
人
当
た
り
４
万
円
、
中
学

校
で
１
人
当
た
り
８
万
円
ぐ
ら
い
が
基
準
で
、
村
と

し
て
２
分
の
１
補
助
規
定
が
あ
り
、
小
学
校
は
２
万

円
、中
学
校
は
４
万
円
が
限
度
と
な
っ
て
い
る
。

問
　
学
校
で
の
教
材
費
に
つ
い
て
は
、学
年
に
よ
っ
て

差
は
あ
る
が
、
千
数
百
円
か
ら
3
’5
0
0
円
。こ
れ

ら
を
含
め
て
、
義
務
教
育
の
無
償
化
を
考
え
た
と
き

に
、
今
の
子
ど
も
の
人
数
を
考
え
れ
ば
十
分
に
対
応

が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

 

答

　村
長

　
人
数
が
減
少
し
て
い
る
中
で
考
え
る
と
、
対
応
可

能
だ
ろ
う
と
思
う
が
、
こ
れ
か
ら
先
５
人
10
人
と
、

増
や
し
て
い
け
る
よ
う
な
手
だ
て
も
必
要
に
な
っ
て

く
る
こ
と
を
踏
ま
え
て
考
え
て
い
か
な
い
と
い
け
な

い
。こ
れ
か
ら
の
子
育
て
教
育
環
境
を
整
え
て
、
人

口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
て
さ
ら
に
、
千
人
規
模
を

維
持
す
る
た
め
を
考
え
た
措
置
の
中
で
、
教
育
環
境

を
整
え
る
た
め
に
こ
の
部
分
に
つ
い
て
は
政
策
的
判

断
と
し
て
や
っ
て
い
こ
う
と
い
う
こ
と
は
十
分
に
あ

り
得
る
。

　
し
か
し
、
今
の
段
階
で
教
育
費
、
全
て
無
償
化
を

目
指
し
て
こ
う
な
る
、
あ
あ
な
る
と
い
う
こ
と
は
考

え
て
い
な
い
。マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
、
こ
れ
か
ら
で
き
て

く
る
話
の
中
で
整
理
を
し
た
上
で
、
必
要
な
判
断
を

し
て
い
き
た
い
。

問
　
他
町
で
は
既
に
義
務
教
育
費
の
給
食
費
の
無

償
化
を
し
て
い
る
。理
由
と
し
て
「
子
ど
も
の
数
が

そ
ん
な
に
多
く
な
い
か
ら
で
き
る
」と
。ま
た
、
子
ど

も
の
数
を
カ
バ
ー
す
る
た
め
に
、
山
村
留
学
も
受
け

入
れ
て
い
る
。何
と
か
学
校
を
維
持
し
た
い
と
の
思

い
の
な
か
で
、
そ
う
い
う
政
策
を
打
つ
こ
と
に
よ
っ

て
、移
住
の
き
っ
か
け
、移
住
・
就
農
し
て
き
て
い
る

人
た
ち
の
定
住
の
き
っ
か
け
に
な
る
の
で
は
な
い
か

と
い
う
観
点
か
ら
十
分
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。今

は
考
え
ら
れ
な
い
の
で
は
な
く
て
、
検
討
し
て
い
く

と
い
う
の
は
、
一
つ
の
政
策
と
し
て
あ
る
の
で
は
な

い
か
。

 

答

　村
長

　
無
償
化
に
つ
い
て
検
討
は
し
な
い
と
は
言
っ
た

が
、
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
あ
る
い
は
子
育
て
教
育
環
境

整
備
の
中
で
、
対
処
で
き
る
、
あ
る
い
は
不
公
平
性

が
生
じ
る
も
の
に
つ
い
て
は
速
や
か
に
克
服
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。今
後
の
子
育
て
教
育
環
境

を
守
り
、育
て
る
な
か
で
、対
処
す
べ
き
こ
と
は
対
処

し
て
い
く
と
い
う
つ
も
り
で
い
る
。

問
　
小
学
校
で
は
、
あ
と
３
年
後
に
は
修
学
旅
行
に

行
く
生
徒
が
３
人
と
引
率
の
先
生
に
な
る
状
況
と

な
る
。人
数
が
多
け
れ
ば
、
費
用
が
低
く
抑
え
ら
れ

る
わ
け
だ
が
、
人
数
が
少
な
け
れ
ば
割
高
に
な
る
の

で
は
な
い
か
と
思
う
。生
徒
数
の
減
少
で
保
護
者
負

担
が
増
加
す
る
の
は
、
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
思
う

が
何
か
工
夫
が
あ
る
の
か
。

 

答

　村
長

　
修
学
旅
行
は
例
年
小
学
校
６
年
生
、中
学
校
の
場

合
は
２
年
生
の
と
き
に
実
施
し
て
い
る
。コ
ロ
ナ
禍

の
こ
の
３
年
ぐ
ら
い
は
、
小
学
校
・
中
学
校
と
も
に

四
国
地
域
を
中
心
に
10
月
か
ら
11
月
に
か
け
て
実

施
し
て
い
る
。コ
ロ
ナ
禍
前
は
、小
学
校
は
岡
山
・
広

島
方
面
、中
学
校
は
関
東
・
関
西
・
九
州
な
ど
生
徒
、

保
護
者
の
意
向
を
踏
ま
え
て
行
き
先
を
決
定
し
て

い
た
。

　
今
後
は
し
ば
ら
く
の
間
は
減
少
傾
向
は
続
い
て
い

く
だ
ろ
う
と
認
識
し
て
お
り
、
少
人
数
の
中
で
の
対

応
と
し
て
は
、
過
去
の
事
例
に
な
ぞ
っ
て
５
年
生
・

６
年
生
の
合
同
実
施
で
あ
っ
た
り
、
公
共
交
通
機
関

の
利
用
促
進
な
ど
の
検
討
は
、
当
然
行
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
う
し
、
本
来
何
の
た
め
に
修
学
旅
行

が
行
わ
れ
て
い
る
の
か
、
そ
の
意
義
を
た
が
え
な
い

よ
う
に
整
理
を
し
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
と
思
っ

て
い
る
。修
学
旅
行
を
含
め
い
ろ
い
ろ
な
対
応
策
に

つ
い
て
は
、
子
育
て
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
、
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
を
具
現
化
す
る
上
で
、
対
策
を
講
じ
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
第
２
期
北
川
モ
デ
ル
、

　
野
友
地
区
ほ
場
整
備
事
業
に
つ
い
て

問
　
北
川
モ
デ
ル
で
は
、令
和
５
年
度
に
設
計
、令
和

６
年
度
か
ら
８
年
度
ま
で
の
工
事
、
野
友
地
区
農
地

整
備
事
業
で
は
、
今
年
度
か
ら
令
和
７
年
度
ま
で
の

工
事
と
聞
い
て
い
る
。野
友
地
区
農
地
整
備
事
業
で

は
２
回
の
不
落
も
あ
り
、
工
事
が
若
干
遅
れ
て
い
る

と
聞
い
て
い
る
が
、計
画
ど
お
り
行
っ
て
い
る
の
か
。

 

答

　村
長

○
第
２
期
北
川
モ
デ
ル

　
整
備
地
区
　
　
島
、小
島
、野
川
、加
茂

　
整
備
後
面
積
　
6
・
1
ha

　（
９
割
が
畑
と
し
て
整
備
予
定
）

　
実
施
設
計
　
　
　
令
和
５
年
度

　
整
備
工
事
　
　
　
令
和
６
年
度
か
ら
８
年
度

　
換
地
処
分
登
記
　
令
和
９
年
度（
事
業
完
了
）

　
各
地
区
の
計
画
内
容
や
、工
事
開
始
時
期
は
８
月

以
降
、
地
元
と
協
議
し
な
が
ら
決
め
て
い
く
と
、
安

芸
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
・
基
盤
整
備
課
よ
り
聞
い

て
い
る
。

○
野
友
地
区
の
農
地
整
備
事
業

　
計
画
で
は
整
備
後
面
積
12
・
1
ha
で
田
と
畑
の

割
合
は
お
お
む
ね
半
々
で
あ
っ
た
が
、
本
年
３
月
に

作
成
さ
れ
た
換
地
計
画
原
案
で
は
、
整
備
後
面
積

11
・
6
ha
、畑
が
61
％
と
な
っ
て
い
る
。

　
令
和
３
年
度
の
実
施
設
計
に
当
た
っ
て
必
要
な
地

元
関
係
者
の
合
意
形
成
に
時
間
を
要
し
た
た
め
、
工

事
は
、
当
初
の
令
和
４
年
度
か
ら
６
年
度
の
３
カ
年

か
ら
、
現
在
は
４
年
度
か
ら
７
年
度
の
４
年
間
に
変

更
と
な
っ
て
い
る
。

　
実
施
設
計
も
全
工
区
一
括
で
は
作
成
で
き
て
お

ら
ず
、５
つ
の
工
区
ご
と
に
、工
事
前
に
地
元
と
協
議

の
上
、
作
成
し
着
工
す
る
や
り
方
で
進
め
ら
れ
て
い

る
。不
落
が
多
発
し
て
い
る
状
況
も
含
め
、
工
事
予

定
が
遅
れ
る
可
能
性
が
高
い
と
考
え
て
い
る
。

問
　
第
２
期
北
川
モ
デ
ル
で
は
、
6
・
1
ha
。野
友

地
区
整
備
事
業
で
は
、
12
・
1
ha
の
う
ち
、
55
％
が

畑
で
6
・
6
ha
、
合
計
で
12
・
7
ha
の
ゆ
ず
の
ほ
場

が
数
年
間
で
完
成
す
る
と
思
わ
れ
る
が
、
村
と
し
て

ほ
場
の
確
保
、
担
い
手
の
確
保
に
つ
い
て
ど
う
い
う

見
通
し
を
持
っ
て
い
る
の
か
。

 

答

　村
長

　
ほ
場
整
備
工
事
の
進
捗
す
る
令
和
６
年
度
か
ら

８
年
度
の
３
カ
年
で
見
た
場
合
に
、
第
２
期
北
川
モ

デ
ル
と
野
友
地
区
農
地
整
備
事
業
で
造
成
さ
れ
る

畑
の
合
計
面
積
が
13
・
1
ha
と
な
り
、
本
施
策
の
取

り
組
み
に
よ
る
担
い
手
は
、
農
業
者
１
人
当
た
り
の

耕
作
面
積
１
ha
で
は
お
お
む
ね
13
人
、
１
人
当
た
り

1
・
5
ha
で
は
8
・
7
人
、
２
ha
で
は
6
・
5
人
の

担
い
手
が
必
要
に
な
る
。

　
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
で
の
新

規
就
農
者
目
標
は
、
１
年
に
３
人
と
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
工
事
が
完
了
す
る
令
和
８
年
度
ま
で
の
４
年

間
で
、
農
業
研
修
生
を
含
め
12
人
の
新
規
の
就
農
者

を
確
保
す
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。一
方
、
新
規

就
農
者
は
、収
入
確
保
の
た
め
成
木
園
地
を
確
保
す

る
必
要
が
あ
り
、
全
て
の
耕
作
地
が
ほ
場
整
備
地
を

使
っ
た
新
植
園
地
と
な
ら
な
い
た
め
、
ほ
場
整
備
地

の
配
分
に
余
力
が
生
じ
る
も
の
と
見
込
ん
で
い
る
。

こ
う
し
た
園
地
管
理
は
、高
知
県
農
協
安
芸
地
区
柚

子
部
北
川
支
部
と
詳
細
を
協
議
し
て
お
り
、柚
子
母

樹
園
整
備
に
関
連
し
て
雇
用
す
る
職
員
を
活
用
す

る
な
ど
、
適
切
に
行
う
考
え
で
あ
り
、
将
来
の
新
規

就
農
者
に
対
す
る
園
地
配
分
の
方
法
に
つ
い
て
は
、

計
画
的
に
配
分
で
き
る
よ
う
、検
討
し
て
い
く
。

問
　
1
8
3
・
1
ha
の
ゆ
ず
の
園
地
に
お
け
る
ゆ

ず
の
苗
木
の
確
保
に
つ
い
て
ど
う
い
う
見
通
し
を

持
っ
て
い
る
の
か
。

 

答

　村
長

　
反
当
あ
た
り
80
本
を
新
植
し
た
と
仮
定
し
て
、
３

年
間
で
１
万
本
超
え
の
数
量
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
。

　
近
年
の
Ｊ
Ａ
の
ゆ
ず
苗
木
注
文
数
が
3
’0
0
0

本
か
ら
4
’0
0
0
本
と
聞
い
て
い
る
。そ
こ
に
こ
の

本
数
が
上
乗
せ
さ
れ
た
場
合
に
全
苗
木
が
供
給
で

き
る
か
ど
う
か
見
通
せ
な
い
状
況
で
あ
る
。

濵渦　章　議員
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新
規
就
農
者
や
規
模
拡
大
農
家
に
対
し
て
、計
画

的
に
園
地
を
配
分
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
不
可
欠

で
あ
り
、
こ
の
園
地
整
備
の
見
通
し
が
立
っ
た
段
階

で
、
で
き
る
だ
け
早
く
募
集
を
行
い
耕
作
者
を
決
め

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
あ
わ
せ
て
Ｊ
Ａ
と
ほ
場
整
備
の
進
捗
状
況
を
共

有
し
な
が
ら
、新
規
就
農
者
や
規
模
拡
大
農
業
者
が

苗
木
を
確
保
で
き
る
よ
う
に
努
め
る
と
と
も
に
、
母

樹
園
の
整
備
を
着
実
に
進
め
、
早
く
て
令
和
９
年
春

の
供
給
と
な
る
見
込
み
に
と
し
か
言
え
な
い
が
、
安

定
的
な
苗
木
の
供
給
体
制
を
構
築
す
る
よ
う
に
努

め
る
。

　
執
行
体
制
に
つ
い
て

問
　
今
ま
で
北
川
村
で
は
マ
ン
パ
ワ
ー
が
不
足
し
て

い
る
と
思
い
役
場
の
執
行
体
制
を
見
て
き
た
。特
に

近
年
は
、県
や
農
水
省
、県
教
委
な
ど
、い
ろ
い
ろ
な

と
こ
ろ
か
ら
応
援
を
い
た
だ
い
て
村
の
業
務
を
回
し

て
き
た
が
、
今
年
度
の
人
事
異
動
で
、
農
水
省
か
ら

来
て
く
れ
て
い
た
野
見
山
さ
ん
は
、農
水
省
へ
帰
り
、

ま
た
村
の
中
堅
ど
こ
ろ
の
職
員
３
人
が
途
中
退
職

し
た
。こ
れ
か
ら
脱
炭
素
の
問
題
や
、
保
小
中
の
事

業
が
円
滑
に
進
む
と
は
私
に
は
思
え
な
い
。一
体
村

長
は
ど
う
や
っ
て
こ
の
重
要
事
業
を
進
め
て
い
く
の

か
。今
の
体
制
で
十
分
と
感
じ
て
い
る
の
か
。

 

答

　村
長

　
令
和
４
年
６
月
定
例
会
に
お
い
て
、
中
芸
広
域
連

合
へ
長
期
的
に
派
遣
し
て
い
る
職
員
を
定
数
の
外
に

置
く
条
例
の
改
正
を
行
っ
た
。こ
れ
に
よ
り
、
役
場
の

執
行
体
制
に
定
数
２
を
確
保
で
き
た
こ
と
か
ら
、
令

和
４
年
度
末
で
定
年
退
職
と
な
る
職
員
１
人
分
を

加
え
て
、３
人
の
職
員
を
採
用
し
て
い
た
。し
か
し
定

年
退
職
者
以
外
に
本
年
３
月
末
に
２
人
、
ま
た
４
月

末
に
１
人
の
職
員
が
退
職
し
、
定
数
よ
り
３
人
少
な

い
状
態
と
な
っ
て
い
る
。

　
現
在
９
月
１
日
採
用
予
定
の
職
員
採
用
試
験
を

実
施
し
て
お
り
、
試
験
結
果
に
も
左
右
さ
れ
る
が
、

速
や
か
に
マ
ン
パ
ワ
ー
を
確
保
し
て
い
き
た
い
。加

え
て
、
脱
炭
素
先
行
地
域
に
関
す
る
事
業
な
ど
新
た

な
政
策
、あ
る
い
は
こ
れ
ま
で
や
っ
て
き
た
も
の
を
さ

ら
に
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
て
い
く
、
積
み
上
げ
て
い

く
、
充
足
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
が
必
要
な
状
況
に

な
っ
て
い
る
の
で
、
現
在
の
定
数
で
は
当
然
支
障
を

き
た
す
だ
ろ
う
と
考
え
て
お
り
、
体
制
を
再
構
築
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

問
　
も
う
長
ら
く
県
や
政
策
参
与
、
副
村
長
、
産
業

政
策
課
長
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
か
ら
の
応
援

で
、
村
は
回
っ
て
き
た
。中
堅
ど
こ
ろ
が
お
ら
ず
、
こ

れ
で
県
か
ら
来
て
い
る
人
や
、
い
ろ
い
ろ
な
方
が

帰
っ
て
し
ま
っ
た
ら
何
を
す
る
の
も
始
ま
ら
な
い
の

で
は
な
い
か
。思
い
切
っ
て
、
定
数
条
例
も
見
直
し
、

体
制
を
整
え
る
べ
き
時
期
へ
来
た
の
で
は
な
い
か
。

 

答

　村
長

　
今
後
、政
策
的
に
必
要
な
人
員
、あ
る
い
は
今
、会

計
年
度
任
用
職
員
も
か
な
り
の
数
が
い
る
わ
け
だ

が
、
そ
う
し
た
こ
と
を
含
め
て
、
今
の
業
務
量
も
考

え
た
な
か
で
、
仕
事
が
で
き
る
体
制
を
考
え
た
職
員

数
を
踏
ま
え
た
上
で
北
川
村
の
職
員
定
数
条
例
の

改
正
を
視
野
に
置
い
て
、
こ
の
職
員
数
の
確
保
に
努

め
、
人
材
育
成
を
考
え
な
が
ら
、
プ
ロ
パ
ー
化
は
確

実
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

こ
の
年
度
内
と
い
う
と
こ
ろ
で
、
提
案
で
き
る
よ
う

に
努
め
て
い
き
た
い
。

　
脱
炭
素
先
行
地
域
の
実
現
に
向
け
て
の

　
取
り
組
み
に
つ
い
て

問
　
北
川
村
に
お
け
る
脱
炭
素
を
達
成
す
る
た
め

の
計
画
提
案
を
行
い
、
４
月
末
に
先
行
地
域
に
選
定

さ
れ
た
。実
行
計
画
を
策
定
し
て
い
く
段
階
で
、
目

指
す
2
0
3
0
年
度
の
地
域
脱
炭
素
の
姿
、
そ
れ
ま

で
の
中
期
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
、ど
の
よ
う
に
事
業
化

を
さ
れ
る
計
画
な
の
か
。

　
実
施
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
実
行
計
画
策
定
の
め
ど
等

に
つ
い
て
問
う
。

 

答

　村
長

　
４
月
28
日
に
脱
炭
素
先
行
地
域
1
0
0
選
に
選

定
さ
れ
、
6
月
７
日
に
選
定
書
を
い
た
だ
い
た
。本

村
は
豊
富
な
水
資
源
や
森
林
資
源
な
ど
の
地
産
地

消
が
可
能
な
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を

有
し
て
お
り
、
こ
の
た
び
の
選
定
に
よ
る
事
業
を
推

進
し
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
て
い
く
こ

と
に
よ
り
、
住
民
の
方
々
の
暮
ら
し
の
質
の
向
上
に

つ
な
げ
て
い
き
た
い
。小
水
力
発
電
施
設
整
備
な
ど

に
伴
う
雇
用
の
創
出
や
、太
陽
光
発
電
及
び
蓄
電
池

整
備
に
よ
る
災
害
時
の
停
電
対
応
な
ど
の
地
域
課

題
の
解
決
も
同
時
に
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。選
定
さ
れ
た
脱
炭
素
先
行
地
域
計
画
提
案
書
で

は
、主
な
事
業
と
し
て
、小
水
力
発
電
設
備
整
備（
宗

ノ
上
、蛇
谷
、矢
筈
谷
、平
鍋
清
水
バ
イ
パ
ス
）、公
共

施
設
の
太
陽
光
発
電
設
備
及
び
蓄
電
池
設
備（
公
共

施
設
が
中
心
）、
保
小
中
学
校
の
Ｚ
Ｅ
Ｂ
化
建
て
替

え
、路
線
バ
ス
公
用
車
の
Ｅ
Ｖ
化
、住
民
の
方
々
へ
の

省
エ
ネ
家
電
給
湯
器
、Ｅ
Ｖ
自
動
車
の
補
助
な
ど
を

実
施
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
お
り
、
地
域
脱
炭
素
移

行
・
再
生
エ
ネ
推
進
交
付
金
な
ど
を
活
用
し
、
令
和

10
年
度
ま
で
に
順
次
実
施
し
て
い
く
見
込
み
。

　
ま
た
、詳
細
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
に
つ
い
て
は
実
行

体
制
等
を
考
え
な
が
ら
、
協
議
を
し
な
が
ら
対
応
し

て
い
く
。

問
　
村
民
の
暮
ら
し
の
向
上
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と

が
１
番
大
切
で
あ
り
、皆
様
に
理
解
、協
力
を
し
て
も

ら
わ
な
け
れ
ば
、
こ
の
取
り
組
み
も
進
ん
で
い
か
な
い

と
思
う
が
、説
明
、周
知
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

 

答

　村
長

　
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
、
選
定
さ
れ
た
旨
を
掲
載

し
て
い
る
。今
後
は
、
座
談
会
に
お
け
る
説
明
を
は

じ
め
、
村
内
各
戸
へ
の
脱
炭
素
へ
の
取
り
組
み
な
ど

に
関
す
る
概
要
チ
ラ
シ
の
配
布
な
ど
、
機
会
を
と
ら

え
て
周
知
を
図
る
。

　
電
気
料
金
の
値
上
げ
に
対
し
て
　

問
　
四
国
電
力
は
、
令
和
５
年
６
月
１
日
か
ら
平
均

約
28
・
74
％
値
上
が
り
し
た
。国
に
よ
る
価
格
激
変

緩
和
対
策
事
業
は
、１
月
か
ら
８
月
、２
月
か
ら
９
月

分
の
請
求
ま
で
し
か
実
施
さ
れ
ず
、
９
月
ま
で
に
収

ま
る
と
は
思
え
ず
、電
気
料
金
だ
け
で
は
な
く
、全
て

に
お
い
て
物
価
高
騰
な
ど
続
き
、エ
ア
コ
ン
を
つ
け
る

の
を
控
え
た
り
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
我
慢
す
る
と

い
う
こ
と
が
多
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い

る
。そ
れ
に
よ
っ
て
体
調
を
崩
す
な
ど
と
い
う
事
態
が

起
こ
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
心
配
を
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
、
脱
炭
素
の
取
り
組
み
の
中
で
住
民
へ

の
還
元
と
い
う
こ
と
が
い
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
還

元
と
い
う
も
の
を
前
倒
し
し
て
も
ら
う
こ
と
は
で
き

な
い
か
。村
民
の
皆
様
の
生
活
が
１
番
大
変
な
と
き

に
こ
そ
、
ぜ
ひ
と
も
支
援
策
を
考
え
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
う
が
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

 

答

　村
長

　
電
気
料
金
だ
け
で
は
な
く
ガ
ソ
リ
ン
な
ど
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
関
係
、
食
料
品
を
は
じ
め
と
す
る
日
常
生
活

に
関
わ
る
物
価
高
騰
が
、
厳
し
く
影
響
し
始
め
て
い

る
。対
応
と
し
て
、
電
力
、
ガ
ス
、
食
料
品
等
価
格
高

騰
重
点
支
援
地
方
交
付
金
を
活
用
し
、特
に
負
担
感

が
大
き
い
令
和
５
年
度
非
課
税
世
帯
へ
の
支
援
と
し

て
、
１
世
帯
当
た
り
３
万
円
を
夏
頃
か
ら
給
付
す
る

よ
う
進
め
て
い
る
。村
民
の
皆
様
へ
の
支
援
と
し
て

は
、
自
治
体
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
等
の
導
入
及
び
村
内

事
業
者
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
あ
わ
せ
て
進
め
る
こ
と
と

し
、
仕
組
み
の
構
築
や
支
援
の
内
容
な
ど
の
検
討
を

進
め
て
い
る
。物
価
高
騰
に
つ
い
て
は
長
期
化
す
る

こ
と
が
考
え
ら
れ
る
た
め
、
そ
の
時
々
で
必
要
な
支

援
を
講
じ
て
い
き
た
い
。

　
脱
炭
素
に
係
る
小
水
力
発
電
に
係
る
部
分
で
ど

れ
だ
け
還
元
で
き
る
の
か
、
ま
だ
申
し
上
げ
ら
れ
る

段
階
で
は
な
い
が
、
電
源
開
発
株
式
会
社
で
あ
っ
た

り
四
国
電
力
株
式
会
社
で
あ
っ
た
り
、
そ
う
し
た
と

こ
ろ
と
協
議
を
し
、
で
き
る
だ
け
対
処
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　
手
話
言
語
条
例
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

問
　
手
話
言
語
条
例
が
令
和
５
年
３
月
の
定
例
議

会
で
可
決
さ
れ
制
定
さ
れ
た
（
令
和
５
年
４
月
１
日

施
行
）。第
６
条
に
「
基
本
理
念
に
基
づ
き
施
策
を
推

進
す
る
」、
第
７
条
に「
手
話
言
語
を
学
ぶ
機
会
の
確

保
に
努
め
る
」と
あ
る
。現
在
、
北
川
村
で
は
、
学
校

で
は
手
話
学
習
に
取
り
組
み
、
慎
太
郎
マ
ラ
ソ
ン
等

の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
手
話
通
訳
な
ど
を
行
っ
て
い
る

が
、
今
後
、
こ
の
手
話
言
語
の
理
解
並
び
に
普
及
に

関
し
て
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

 

答

　村
長

　
手
話
言
語
条
例
は
、ろ
う
者
の
人
権
尊
重
と
社
会

参
加
の
環
境
を
整
え
、村
民
が
相
互
の
人
格
と
個
性

を
尊
重
し
合
い
な
が
ら
共
生
す
る
社
会
の
実
現
を

目
指
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
４
月
１
日
に
施
行
し

て
い
る
。本
条
例
の
策
定
に
あ
た
っ
て
設
立
し
た
、
手

話
言
語
条
例
検
討
委
員
会
（
高
知
県
市
聴
覚
障
害

者
協
会
の
当
事
者
及
び
手
話
サ
ー
ク
ル
、相
談
支
援

事
業
所
中
芸
な
ど
の
支
援
団
体
の
ほ
か
、
民
生
委

員
、人
権
擁
護
委
員
及
び
社
協
な
ど
）を
、手
話
言
語

条
例
普
及
促
進
委
員
会
と
名
称
変
更
し
、計
画
の
策

定
に
と
ど
ま
ら
ず
、
実
際
の
事
業
に
関
す
る
協
力
者

と
し
て
も
ご
尽
力
い
た
だ
き
普
及
に
つ
な
げ
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　
直
近
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、た
た
き
台
を

協
議
中
で
あ
り
、
６
月
29
日
最
終
打
ち
合
わ
せ
、
７

月
中
に
第
１
回
の
普
及
促
進
委
員
会
を
開
催
す
る

こ
と
と
し
て
い
る
。

　
公
設
公
営
塾
に
つ
い
て
　

問
　
子
育
て
支
援
の
充
実
と
し
て
中
学
生
対
象
の

公
設
塾
エ
ソ
ラ
を
令
和
３
年
７
月
か
ら
、
地
域
お
こ

し
企
業
人
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊

を
活
用
し
て
、週
４
日
運
営
さ
れ
て
い
た
が
、令
和
５

年
３
月
末
で
閉
じ
ら
れ
て
い
る
。そ
の
経
緯
と
、今
後

ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
の
か
。

 

答

　教
育
長

　
令
和
４
年
度
は
中
学
生
10
人
、
こ
れ
は
22
人
中
の

10
人
と
い
う
こ
と
で
45
・
5
％
が
登
録
を
し
、
地
域

お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
着
任
を
し
た
塾
長
１
人
と
、

地
域
お
こ
し
企
業
人
と
し
て
塾
長
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
１
人
の
２
人
体
制
で
運
営
を
行
っ
て
き
た
。取
り

組
み
内
容
は
、
中
学
生
を
対
象
に
し
た
数
学
英
語
を

中
心
と
す
る
定
期
試
験
対
策
講
座
や
効
果
的
な

ノ
ー
ト
の
と
り
方
、
暗
記
な
ど
の
学
習
方
法
を
学
ぶ

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
座
、
受
験
対
策
講
座
な
ど
の
ほ
か
、

農
業
の
始
ま
り
や
社
会
へ
の
影
響
、
最
先
端
の
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
な
ど
に
つ
い
て
学
ぶ
好
奇
心
の
ト
ビ
ラ
、

農
業
編
や
、
全
国
の
生
徒
と
と
も
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
企
画
実
行
す
る
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
な
ど
、
教
科

学
習
の
枠
に
と
ら
わ
れ
な
い
探
求
心
や
チ
ャ
レ
ン
ジ

精
神
を
育
む
取
り
組
み
も
行
っ
て
き
た
。学
校
と
地

域
社
会
、
企
業
が
連
携
し
た
取
り
組
み
が
相
乗
的
な

効
果
を
も
た
ら
し
、
全
国
平
均
を
上
回
る
学
力
の
定

着
や
、
生
徒
自
ら
が
課
題
を
克
服
し
な
が
ら
、
新
し

い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
く
姿
が
見
ら
れ
て
お

り
、
未
来
を
切
り
開
い
て
い
く
社
会
性
豊
か
な
子
ど

も
の
育
成
に
つ
な
が
っ
て
い
る
も
の
と
評
価
を
し
て

い
る
。

　
今
年
度
の
エ
ソ
ラ
運
営
に
向
け
て
、
令
和
４
年
10

月
か
ら
委
託
先
で
あ
る
サ
ポ
ー
ト
企
業
と
協
議
を

開
始
し
、
教
育
委
員
会
か
ら
、
協
力
隊
を
１
人
増
員

し
２
人
と
企
業
人
１
人
の
３
人
体
制
を
確
保
し
、
教

科
学
習
の
支
援
と
探
求
心
を
育
む
活
動
の
継
続
す

る
こ
と
を
前
提
と
し
、
協
力
隊
の
負
担
が
過
度
に
な

ら
な
い
こ
と
を
要
請
し
た
。サ
ポ
ー
ト
企
業
か
ら
、エ

ソ
ラ
を
小
学
校
か
ら
高
等
学
校
ま
で
拡
大
す
る
こ

と
や
、
ド
リ
ル
ア
プ
リ
の
導
入
等
の
提
案
が
あ
っ
た
。

令
和
４
年
度
中
に
増
員
す
る
協
力
隊
１
人
の
着
任

が
確
実
で
あ
る
が
、
協
力
隊
を
現
地
で
サ
ポ
ー
ト
す

る
企
業
人
の
確
保
が
困
難
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
オ
ン

ラ
イ
ン
で
対
応
し
た
い
旨
の
申
し
出
が
あ
り
協
議
を

重
ね
た
結
果
、
委
託
先
企
業
に
よ
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

と
運
営
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
こ
と
で
11
月
に
確
保
し

た
が
、
委
託
先
企
業
か
ら
増
員
す
る
協
力
隊
１
人
の

確
保
が
で
き
な
い
と
の
通
告
を
受
け
、
事
業
継
続
に

向
け
て
協
議
を
行
っ
た
が
、
企
業
側
は
増
員
す
る
１

人
の
協
力
隊
、
企
業
に
よ
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
運
営
サ

ポ
ー
ト
を
行
う
人
材
配
置
が
で
き
な
い
こ
と
を
理

由
に
、
契
約
は
継
続
せ
ず
撤
退
す
る
と
の
決
定
を
見

直
す
に
は
至
ら
ず
、
や
む
を
得
ず
３
月
末
か
ら
エ
ソ

ラ
を
休
塾
と
し
た
。

　
新
年
度
に
入
り
、
小
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
に
お
い

て
、
現
状
を
報
告
し
た
。保
護
者
か
ら
再
開
を
望
む

声
が
あ
り
、
公
設
公
営
塾
エ
ソ
ラ
を
再
興
さ
せ
ら
れ

る
よ
う
思
案
し
て
い
る
と
こ
ろ
。

問
　
や
む
を
得
ず
休
塾
と
い
う
こ
と
だ
が
、
今
後
、

ど
の
よ
う
な
対
応
を
考
え
て
い
る
の
か
。

 

答

　教
育
長

　
学
習
支
援
や
探
求
心
や
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
育
む

塾
を
再
興
し
た
い
と
考
え
て
い
る
が
、
現
時
点
で
は

そ
の
体
制
を
整
え
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
。こ
の

た
め
、
子
ど
も
た
ち
の
学
び
や
成
長
に
支
障
を
き
た

和田　和恵　議員

濵渦　康雄　議員
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新
規
就
農
者
や
規
模
拡
大
農
家
に
対
し
て
、計
画

的
に
園
地
を
配
分
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
不
可
欠

で
あ
り
、
こ
の
園
地
整
備
の
見
通
し
が
立
っ
た
段
階

で
、
で
き
る
だ
け
早
く
募
集
を
行
い
耕
作
者
を
決
め

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
あ
わ
せ
て
Ｊ
Ａ
と
ほ
場
整
備
の
進
捗
状
況
を
共

有
し
な
が
ら
、新
規
就
農
者
や
規
模
拡
大
農
業
者
が

苗
木
を
確
保
で
き
る
よ
う
に
努
め
る
と
と
も
に
、
母

樹
園
の
整
備
を
着
実
に
進
め
、
早
く
て
令
和
９
年
春

の
供
給
と
な
る
見
込
み
に
と
し
か
言
え
な
い
が
、
安

定
的
な
苗
木
の
供
給
体
制
を
構
築
す
る
よ
う
に
努

め
る
。

　
執
行
体
制
に
つ
い
て

問
　
今
ま
で
北
川
村
で
は
マ
ン
パ
ワ
ー
が
不
足
し
て

い
る
と
思
い
役
場
の
執
行
体
制
を
見
て
き
た
。特
に

近
年
は
、県
や
農
水
省
、県
教
委
な
ど
、い
ろ
い
ろ
な

と
こ
ろ
か
ら
応
援
を
い
た
だ
い
て
村
の
業
務
を
回
し

て
き
た
が
、
今
年
度
の
人
事
異
動
で
、
農
水
省
か
ら

来
て
く
れ
て
い
た
野
見
山
さ
ん
は
、農
水
省
へ
帰
り
、

ま
た
村
の
中
堅
ど
こ
ろ
の
職
員
３
人
が
途
中
退
職

し
た
。こ
れ
か
ら
脱
炭
素
の
問
題
や
、
保
小
中
の
事

業
が
円
滑
に
進
む
と
は
私
に
は
思
え
な
い
。一
体
村

長
は
ど
う
や
っ
て
こ
の
重
要
事
業
を
進
め
て
い
く
の

か
。今
の
体
制
で
十
分
と
感
じ
て
い
る
の
か
。

 

答

　村
長

　
令
和
４
年
６
月
定
例
会
に
お
い
て
、
中
芸
広
域
連

合
へ
長
期
的
に
派
遣
し
て
い
る
職
員
を
定
数
の
外
に

置
く
条
例
の
改
正
を
行
っ
た
。こ
れ
に
よ
り
、
役
場
の

執
行
体
制
に
定
数
２
を
確
保
で
き
た
こ
と
か
ら
、
令

和
４
年
度
末
で
定
年
退
職
と
な
る
職
員
１
人
分
を

加
え
て
、３
人
の
職
員
を
採
用
し
て
い
た
。し
か
し
定

年
退
職
者
以
外
に
本
年
３
月
末
に
２
人
、
ま
た
４
月

末
に
１
人
の
職
員
が
退
職
し
、
定
数
よ
り
３
人
少
な

い
状
態
と
な
っ
て
い
る
。

　
現
在
９
月
１
日
採
用
予
定
の
職
員
採
用
試
験
を

実
施
し
て
お
り
、
試
験
結
果
に
も
左
右
さ
れ
る
が
、

速
や
か
に
マ
ン
パ
ワ
ー
を
確
保
し
て
い
き
た
い
。加

え
て
、
脱
炭
素
先
行
地
域
に
関
す
る
事
業
な
ど
新
た

な
政
策
、あ
る
い
は
こ
れ
ま
で
や
っ
て
き
た
も
の
を
さ

ら
に
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
て
い
く
、
積
み
上
げ
て
い

く
、
充
足
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
が
必
要
な
状
況
に

な
っ
て
い
る
の
で
、
現
在
の
定
数
で
は
当
然
支
障
を

き
た
す
だ
ろ
う
と
考
え
て
お
り
、
体
制
を
再
構
築
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

問
　
も
う
長
ら
く
県
や
政
策
参
与
、
副
村
長
、
産
業

政
策
課
長
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
か
ら
の
応
援

で
、
村
は
回
っ
て
き
た
。中
堅
ど
こ
ろ
が
お
ら
ず
、
こ

れ
で
県
か
ら
来
て
い
る
人
や
、
い
ろ
い
ろ
な
方
が

帰
っ
て
し
ま
っ
た
ら
何
を
す
る
の
も
始
ま
ら
な
い
の

で
は
な
い
か
。思
い
切
っ
て
、
定
数
条
例
も
見
直
し
、

体
制
を
整
え
る
べ
き
時
期
へ
来
た
の
で
は
な
い
か
。

 

答

　村
長

　
今
後
、政
策
的
に
必
要
な
人
員
、あ
る
い
は
今
、会

計
年
度
任
用
職
員
も
か
な
り
の
数
が
い
る
わ
け
だ

が
、
そ
う
し
た
こ
と
を
含
め
て
、
今
の
業
務
量
も
考

え
た
な
か
で
、
仕
事
が
で
き
る
体
制
を
考
え
た
職
員

数
を
踏
ま
え
た
上
で
北
川
村
の
職
員
定
数
条
例
の

改
正
を
視
野
に
置
い
て
、
こ
の
職
員
数
の
確
保
に
努

め
、
人
材
育
成
を
考
え
な
が
ら
、
プ
ロ
パ
ー
化
は
確

実
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

こ
の
年
度
内
と
い
う
と
こ
ろ
で
、
提
案
で
き
る
よ
う

に
努
め
て
い
き
た
い
。

　
脱
炭
素
先
行
地
域
の
実
現
に
向
け
て
の

　
取
り
組
み
に
つ
い
て

問
　
北
川
村
に
お
け
る
脱
炭
素
を
達
成
す
る
た
め

の
計
画
提
案
を
行
い
、
４
月
末
に
先
行
地
域
に
選
定

さ
れ
た
。実
行
計
画
を
策
定
し
て
い
く
段
階
で
、
目

指
す
2
0
3
0
年
度
の
地
域
脱
炭
素
の
姿
、
そ
れ
ま

で
の
中
期
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
、ど
の
よ
う
に
事
業
化

を
さ
れ
る
計
画
な
の
か
。

　
実
施
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
実
行
計
画
策
定
の
め
ど
等

に
つ
い
て
問
う
。

 

答

　村
長

　
４
月
28
日
に
脱
炭
素
先
行
地
域
1
0
0
選
に
選

定
さ
れ
、
6
月
７
日
に
選
定
書
を
い
た
だ
い
た
。本

村
は
豊
富
な
水
資
源
や
森
林
資
源
な
ど
の
地
産
地

消
が
可
能
な
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を

有
し
て
お
り
、
こ
の
た
び
の
選
定
に
よ
る
事
業
を
推

進
し
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
て
い
く
こ

と
に
よ
り
、
住
民
の
方
々
の
暮
ら
し
の
質
の
向
上
に

つ
な
げ
て
い
き
た
い
。小
水
力
発
電
施
設
整
備
な
ど

に
伴
う
雇
用
の
創
出
や
、太
陽
光
発
電
及
び
蓄
電
池

整
備
に
よ
る
災
害
時
の
停
電
対
応
な
ど
の
地
域
課

題
の
解
決
も
同
時
に
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。選
定
さ
れ
た
脱
炭
素
先
行
地
域
計
画
提
案
書
で

は
、主
な
事
業
と
し
て
、小
水
力
発
電
設
備
整
備（
宗

ノ
上
、蛇
谷
、矢
筈
谷
、平
鍋
清
水
バ
イ
パ
ス
）、公
共

施
設
の
太
陽
光
発
電
設
備
及
び
蓄
電
池
設
備（
公
共

施
設
が
中
心
）、
保
小
中
学
校
の
Ｚ
Ｅ
Ｂ
化
建
て
替

え
、路
線
バ
ス
公
用
車
の
Ｅ
Ｖ
化
、住
民
の
方
々
へ
の

省
エ
ネ
家
電
給
湯
器
、Ｅ
Ｖ
自
動
車
の
補
助
な
ど
を

実
施
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
お
り
、
地
域
脱
炭
素
移

行
・
再
生
エ
ネ
推
進
交
付
金
な
ど
を
活
用
し
、
令
和

10
年
度
ま
で
に
順
次
実
施
し
て
い
く
見
込
み
。

　
ま
た
、詳
細
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
に
つ
い
て
は
実
行

体
制
等
を
考
え
な
が
ら
、
協
議
を
し
な
が
ら
対
応
し

て
い
く
。

問
　
村
民
の
暮
ら
し
の
向
上
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と

が
１
番
大
切
で
あ
り
、皆
様
に
理
解
、協
力
を
し
て
も

ら
わ
な
け
れ
ば
、
こ
の
取
り
組
み
も
進
ん
で
い
か
な
い

と
思
う
が
、説
明
、周
知
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

 

答

　村
長

　
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
、
選
定
さ
れ
た
旨
を
掲
載

し
て
い
る
。今
後
は
、
座
談
会
に
お
け
る
説
明
を
は

じ
め
、
村
内
各
戸
へ
の
脱
炭
素
へ
の
取
り
組
み
な
ど

に
関
す
る
概
要
チ
ラ
シ
の
配
布
な
ど
、
機
会
を
と
ら

え
て
周
知
を
図
る
。

　
電
気
料
金
の
値
上
げ
に
対
し
て
　

問
　
四
国
電
力
は
、
令
和
５
年
６
月
１
日
か
ら
平
均

約
28
・
74
％
値
上
が
り
し
た
。国
に
よ
る
価
格
激
変

緩
和
対
策
事
業
は
、１
月
か
ら
８
月
、２
月
か
ら
９
月

分
の
請
求
ま
で
し
か
実
施
さ
れ
ず
、
９
月
ま
で
に
収

ま
る
と
は
思
え
ず
、電
気
料
金
だ
け
で
は
な
く
、全
て

に
お
い
て
物
価
高
騰
な
ど
続
き
、エ
ア
コ
ン
を
つ
け
る

の
を
控
え
た
り
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
我
慢
す
る
と

い
う
こ
と
が
多
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い

る
。そ
れ
に
よ
っ
て
体
調
を
崩
す
な
ど
と
い
う
事
態
が

起
こ
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
心
配
を
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
、
脱
炭
素
の
取
り
組
み
の
中
で
住
民
へ

の
還
元
と
い
う
こ
と
が
い
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
還

元
と
い
う
も
の
を
前
倒
し
し
て
も
ら
う
こ
と
は
で
き

な
い
か
。村
民
の
皆
様
の
生
活
が
１
番
大
変
な
と
き

に
こ
そ
、
ぜ
ひ
と
も
支
援
策
を
考
え
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
う
が
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

 

答

　村
長

　
電
気
料
金
だ
け
で
は
な
く
ガ
ソ
リ
ン
な
ど
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
関
係
、
食
料
品
を
は
じ
め
と
す
る
日
常
生
活

に
関
わ
る
物
価
高
騰
が
、
厳
し
く
影
響
し
始
め
て
い

る
。対
応
と
し
て
、
電
力
、
ガ
ス
、
食
料
品
等
価
格
高

騰
重
点
支
援
地
方
交
付
金
を
活
用
し
、特
に
負
担
感

が
大
き
い
令
和
５
年
度
非
課
税
世
帯
へ
の
支
援
と
し

て
、
１
世
帯
当
た
り
３
万
円
を
夏
頃
か
ら
給
付
す
る

よ
う
進
め
て
い
る
。村
民
の
皆
様
へ
の
支
援
と
し
て

は
、
自
治
体
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
等
の
導
入
及
び
村
内

事
業
者
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
あ
わ
せ
て
進
め
る
こ
と
と

し
、
仕
組
み
の
構
築
や
支
援
の
内
容
な
ど
の
検
討
を

進
め
て
い
る
。物
価
高
騰
に
つ
い
て
は
長
期
化
す
る

こ
と
が
考
え
ら
れ
る
た
め
、
そ
の
時
々
で
必
要
な
支

援
を
講
じ
て
い
き
た
い
。

　
脱
炭
素
に
係
る
小
水
力
発
電
に
係
る
部
分
で
ど

れ
だ
け
還
元
で
き
る
の
か
、
ま
だ
申
し
上
げ
ら
れ
る

段
階
で
は
な
い
が
、
電
源
開
発
株
式
会
社
で
あ
っ
た

り
四
国
電
力
株
式
会
社
で
あ
っ
た
り
、
そ
う
し
た
と

こ
ろ
と
協
議
を
し
、
で
き
る
だ
け
対
処
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　
手
話
言
語
条
例
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

問
　
手
話
言
語
条
例
が
令
和
５
年
３
月
の
定
例
議

会
で
可
決
さ
れ
制
定
さ
れ
た
（
令
和
５
年
４
月
１
日

施
行
）。第
６
条
に
「
基
本
理
念
に
基
づ
き
施
策
を
推

進
す
る
」、
第
７
条
に「
手
話
言
語
を
学
ぶ
機
会
の
確

保
に
努
め
る
」と
あ
る
。現
在
、
北
川
村
で
は
、
学
校

で
は
手
話
学
習
に
取
り
組
み
、
慎
太
郎
マ
ラ
ソ
ン
等

の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
手
話
通
訳
な
ど
を
行
っ
て
い
る

が
、
今
後
、
こ
の
手
話
言
語
の
理
解
並
び
に
普
及
に

関
し
て
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

 

答

　村
長

　
手
話
言
語
条
例
は
、ろ
う
者
の
人
権
尊
重
と
社
会

参
加
の
環
境
を
整
え
、村
民
が
相
互
の
人
格
と
個
性

を
尊
重
し
合
い
な
が
ら
共
生
す
る
社
会
の
実
現
を

目
指
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
４
月
１
日
に
施
行
し

て
い
る
。本
条
例
の
策
定
に
あ
た
っ
て
設
立
し
た
、
手

話
言
語
条
例
検
討
委
員
会
（
高
知
県
市
聴
覚
障
害

者
協
会
の
当
事
者
及
び
手
話
サ
ー
ク
ル
、相
談
支
援

事
業
所
中
芸
な
ど
の
支
援
団
体
の
ほ
か
、
民
生
委

員
、人
権
擁
護
委
員
及
び
社
協
な
ど
）を
、手
話
言
語

条
例
普
及
促
進
委
員
会
と
名
称
変
更
し
、計
画
の
策

定
に
と
ど
ま
ら
ず
、
実
際
の
事
業
に
関
す
る
協
力
者

と
し
て
も
ご
尽
力
い
た
だ
き
普
及
に
つ
な
げ
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　
直
近
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、た
た
き
台
を

協
議
中
で
あ
り
、
６
月
29
日
最
終
打
ち
合
わ
せ
、
７

月
中
に
第
１
回
の
普
及
促
進
委
員
会
を
開
催
す
る

こ
と
と
し
て
い
る
。

　
公
設
公
営
塾
に
つ
い
て
　

問
　
子
育
て
支
援
の
充
実
と
し
て
中
学
生
対
象
の

公
設
塾
エ
ソ
ラ
を
令
和
３
年
７
月
か
ら
、
地
域
お
こ

し
企
業
人
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊

を
活
用
し
て
、週
４
日
運
営
さ
れ
て
い
た
が
、令
和
５

年
３
月
末
で
閉
じ
ら
れ
て
い
る
。そ
の
経
緯
と
、今
後

ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
の
か
。

 

答

　教
育
長

　
令
和
４
年
度
は
中
学
生
10
人
、
こ
れ
は
22
人
中
の

10
人
と
い
う
こ
と
で
45
・
5
％
が
登
録
を
し
、
地
域

お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
着
任
を
し
た
塾
長
１
人
と
、

地
域
お
こ
し
企
業
人
と
し
て
塾
長
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
１
人
の
２
人
体
制
で
運
営
を
行
っ
て
き
た
。取
り

組
み
内
容
は
、
中
学
生
を
対
象
に
し
た
数
学
英
語
を

中
心
と
す
る
定
期
試
験
対
策
講
座
や
効
果
的
な

ノ
ー
ト
の
と
り
方
、
暗
記
な
ど
の
学
習
方
法
を
学
ぶ

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
座
、
受
験
対
策
講
座
な
ど
の
ほ
か
、

農
業
の
始
ま
り
や
社
会
へ
の
影
響
、
最
先
端
の
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
な
ど
に
つ
い
て
学
ぶ
好
奇
心
の
ト
ビ
ラ
、

農
業
編
や
、
全
国
の
生
徒
と
と
も
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
企
画
実
行
す
る
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
な
ど
、
教
科

学
習
の
枠
に
と
ら
わ
れ
な
い
探
求
心
や
チ
ャ
レ
ン
ジ

精
神
を
育
む
取
り
組
み
も
行
っ
て
き
た
。学
校
と
地

域
社
会
、
企
業
が
連
携
し
た
取
り
組
み
が
相
乗
的
な

効
果
を
も
た
ら
し
、
全
国
平
均
を
上
回
る
学
力
の
定

着
や
、
生
徒
自
ら
が
課
題
を
克
服
し
な
が
ら
、
新
し

い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
く
姿
が
見
ら
れ
て
お

り
、
未
来
を
切
り
開
い
て
い
く
社
会
性
豊
か
な
子
ど

も
の
育
成
に
つ
な
が
っ
て
い
る
も
の
と
評
価
を
し
て

い
る
。

　
今
年
度
の
エ
ソ
ラ
運
営
に
向
け
て
、
令
和
４
年
10

月
か
ら
委
託
先
で
あ
る
サ
ポ
ー
ト
企
業
と
協
議
を

開
始
し
、
教
育
委
員
会
か
ら
、
協
力
隊
を
１
人
増
員

し
２
人
と
企
業
人
１
人
の
３
人
体
制
を
確
保
し
、
教

科
学
習
の
支
援
と
探
求
心
を
育
む
活
動
の
継
続
す

る
こ
と
を
前
提
と
し
、
協
力
隊
の
負
担
が
過
度
に
な

ら
な
い
こ
と
を
要
請
し
た
。サ
ポ
ー
ト
企
業
か
ら
、エ

ソ
ラ
を
小
学
校
か
ら
高
等
学
校
ま
で
拡
大
す
る
こ

と
や
、
ド
リ
ル
ア
プ
リ
の
導
入
等
の
提
案
が
あ
っ
た
。

令
和
４
年
度
中
に
増
員
す
る
協
力
隊
１
人
の
着
任

が
確
実
で
あ
る
が
、
協
力
隊
を
現
地
で
サ
ポ
ー
ト
す

る
企
業
人
の
確
保
が
困
難
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
オ
ン

ラ
イ
ン
で
対
応
し
た
い
旨
の
申
し
出
が
あ
り
協
議
を

重
ね
た
結
果
、
委
託
先
企
業
に
よ
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

と
運
営
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
こ
と
で
11
月
に
確
保
し

た
が
、
委
託
先
企
業
か
ら
増
員
す
る
協
力
隊
１
人
の

確
保
が
で
き
な
い
と
の
通
告
を
受
け
、
事
業
継
続
に

向
け
て
協
議
を
行
っ
た
が
、
企
業
側
は
増
員
す
る
１

人
の
協
力
隊
、
企
業
に
よ
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
運
営
サ

ポ
ー
ト
を
行
う
人
材
配
置
が
で
き
な
い
こ
と
を
理

由
に
、
契
約
は
継
続
せ
ず
撤
退
す
る
と
の
決
定
を
見

直
す
に
は
至
ら
ず
、
や
む
を
得
ず
３
月
末
か
ら
エ
ソ

ラ
を
休
塾
と
し
た
。

　
新
年
度
に
入
り
、
小
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
に
お
い

て
、
現
状
を
報
告
し
た
。保
護
者
か
ら
再
開
を
望
む

声
が
あ
り
、
公
設
公
営
塾
エ
ソ
ラ
を
再
興
さ
せ
ら
れ

る
よ
う
思
案
し
て
い
る
と
こ
ろ
。

問
　
や
む
を
得
ず
休
塾
と
い
う
こ
と
だ
が
、
今
後
、

ど
の
よ
う
な
対
応
を
考
え
て
い
る
の
か
。

 

答

　教
育
長

　
学
習
支
援
や
探
求
心
や
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
育
む

塾
を
再
興
し
た
い
と
考
え
て
い
る
が
、
現
時
点
で
は

そ
の
体
制
を
整
え
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
。こ
の

た
め
、
子
ど
も
た
ち
の
学
び
や
成
長
に
支
障
を
き
た

和田　和恵　議員

濵渦　康雄　議員
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さ
な
い
対
応
策
を
模
索
す
る
に
当
た
っ
て
、
５
月
、

中
学
生
17
人
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ

た
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
の
公
設
公

営
塾
の
開
設
や
個
別
支
援
が
可
能
な
オ
ン
ラ
イ
ン

教
室
に
つ
い
て
、希
望
を
調
査
し
た
。

　（
回
答
）通
塾
し
た
い
　
　
７
人

　
　
　
　
オ
ン
ラ
イ
ン
塾
を
活
用
し
た
い
　
９
人

　
一
定
の
ニ
ー
ズ
が
確
認
で
き
た
こ
と
か
ら
、
地
域

お
こ
し
協
力
隊
に
よ
る
塾
講
師
の
募
集
を
続
け
な

が
ら
、
現
時
点
に
お
い
て
対
応
可
能
な
オ
ン
ラ
イ
ン

学
習
を
導
入
す
る
準
備
を
進
め
た
い
。

問
　
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
塾
と
は
ど
ん
な
内
容
な
の

か
。塾
開
始
に
向
け
て
ど
の
よ
う
な
流
れ
と
な
る

の
か
。

 

答

　教
育
長

　
一
人
一
人
の
目
標
に
合
わ
せ
た
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で

の
指
導
で
、
定
期
テ
ス
ト
対
策
や
遡
り
学
習
、
高
校

入
試
対
策
な
ど
の
コ
ー
ス
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

（
特
徴
）

○
教
師
が
豊
富
で
そ
の
中
か
ら
厳
選
で
き
る

○
こ
の
教
師
以
外
に
教
育
プ
ラ
ン
ナ
ー
が
担
任
と

　
し
て
つ
き
、学
習
面
談
を
定
期
的
に
実
施
し
、

　
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
て
い
る

○
完
全
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
分
か
る
ま
で
指
導
が

　
受
け
ら
れ
る

○
Ａ
Ｉ
に
よ
る
効
率
的
な
学
習
サ
ポ
ー
ト
も

　
受
け
ら
れ
る

　
塾
で
の
学
習
内
容
は
、
生
徒
と
保
護
者
を
交
え

た
面
談
で
決
定
さ
れ
、
利
用
は
月
４
回
、
１
回
当
た

り
希
望
の
時
間
帯
に
１
時
間
２
教
科
対
応
を
基
本

と
し
て
い
る
が
、１
教
科
を
集
中
的
に
取
り
組
む
こ

と
や
、
教
科
を
増
や
し
て
対
応
す
る
こ
と
も
可
能
。

今
後
、
受
講
生
を
募
集
し
７
月
か
ら
受
講
に
向
け

て
の
面
談
を
持
ち
、
内
容
が
確
定
次
第
、
オ
ン
ラ
イ

ン
で
の
学
習
を
開
始
し
た
い
。

問
　
将
来
的
に
こ
の
公
設
公
営
塾
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

 

答

　教
育
長

　
基
本
的
に
は
家
庭
で
の
学
習
と
な
る
が
、
内
容

等
に
つ
い
て
は
、
学
校
も
交
え
、
情
報
共
有
も
図
り

連
携
を
密
に
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
学
力
保
障
に
つ
い
て
は
、本
来
教
育
機
関
で
あ
る

学
校
が
責
任
を
持
っ
て
担
う
べ
き
も
の
で
あ
り
、
特

に
北
川
村
の
よ
う
な
少
人
数
学
級
で
は
個
別
学
習

に
も
対
応
で
き
る
環
境
に
あ
る
。こ
の
よ
う
な
こ
と

か
ら
、
将
来
的
に
は
、
教
科
学
習
の
枠
に
と
ら
わ
れ

な
い
、
探
求
心
や
チ
ャ
レ
ン
ジ
心
を
育
む
こ
と
を
重

視
し
た
塾
、
そ
う
い
っ
た
学
び
の
場
の
体
制
を
目
指

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。そ
の
ツ
ー
ル
の
一

つ
と
し
て
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
は
じ
め
と
す
る
先
端
技
術
を

日
常
的
に
有
効
活
用
で
き
る
よ
う
取
り
組
み
た
い

と
も
考
え
て
お
り
、
サ
ポ
ー
ト
い
た
だ
け
る
企
業
、

団
体
等
と
連
携
を
し
体
制
を
整
え
る
こ
と
が
最
も

効
果
的
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

‥

議
案
審
議‥

◇
人
　
事
◇

北
川
村
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
の
選
任

に
つ
い
て

　
北
川
村
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
の
選
任
に
つ

い
て
議
会
の
同
意
を
求
め
る
も
の
。

　
池
田
　
鈆
平
　
氏

　
全
員
賛
成（
原
案
同
意
）

北
川
村
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ

い
て

　
北
川
村
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て
同

意
を
求
め
る
も
の
。

　
北
川
村
野
友
甲
　
井
津
　
信
廣
　
氏
　
70
歳

　
北
川
村
野
友
乙
　
山
嶋
　
　
𠀋
　
氏
　
80
歳

　
北
川
村
加
茂
　
　
園
田
　
圭
子
　
氏
　
80
歳

　
北
川
村
加
茂
　
　
西
岡
　
　
啓
　
氏
　
74
歳

　
北
川
村
野
川
　
　
阿
部
米
一
朗
　
氏
　
73
歳

　
北
川
村
長
山
　
　
和
田
　
和
恵
　
氏
　
65
歳

　
北
川
村
柏
木
　
　
濵
渦
　
豊
一
　
氏
　
78
歳

　
北
川
村
柏
木
　
　
濵
渦
　
　
惠
　
氏
　
70
歳

　
北
川
村
小
島
　
　
大
井
　
庸
伸
　
氏
　
71
歳

　
北
川
村
平
鍋
　
　
林
田
愼
一
郎
　
氏
　
78
歳

　
北
川
村
島
　
　
　
上
村
　
尚
幸
　
氏
　
78
歳

　
全
員
賛
成（
原
案
同
意
）

◇
補
　
正
　
予
　
算
◇

令
和
５
年
度
北
川
村
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）に
つ
い
て

　
４
月
の
定
期
人
事
異
動
に
伴
う
人
件
費
及
び
住

民
税
非
課
税
世
帯
に
対
す
る
給
付
金
に
要
す
る
経

費
等
を
計
上
す
る
も
の
。

　
全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

■
令
和
5
年
度
　
補
正
予
算

　
議
会
で
は
、年
４
回（
３
月
・
６
月
・
９
月
・

12
月
）
の
定
例
会
と
臨
時
会
が
開
か
れ
て
い

ま
す
。

　
皆
さ
ん
が
明
る
く
住
み
よ
い
暮
ら
し
が
で

き
る
よ
う
に
、
み
な
さ
ん
か
ら
出
さ
れ
た
意

見
を
聞
き
、質
疑
等
を
通
じ
て
、村
の
予
算
や

契
約
、
条
例
な
ど
の
最
終
的
な
決
定
を
し
て

い
ま
す
。村
の
仕
事
は
議
会
と
村
長
が
お
互

い
に
意
見
を
出
し
合
い
、
協
力
し
て
進
め
て

い
ま
す
。

　
本
会
議
の
開
始
時
間
は
午
前
10
時
で
す
。

会
議
の
様
子
を
直
接
見
た
り
、
聞
い
た
り
で

き
ま
す
。

　
令
和
５
年
の
第
２
回
定
例
会
ま
で
の
傍
聴

者
は
延
べ
９
人
で
し
た
。

　
次
回
、
令
和
５
年
第
３
回
定
例
会
は
９
月

で
す
。

　
ぜ
ひ
、傍
聴
に
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

議
会
を

傍
聴
し
て

み
ま
せ
ん
か

3
月
7
日（
火
）

3
月
8
日（
水
）

3
月
9
日（
木
）

3
月
10
日（
金
）

3
月
17
日（
金
）

3
月
23
日（
木
）

3
月
27
日（
月
）

3
月
28
日（
火
）

3
月
29
日（
水
）

4
月
5
日（
水
）

4
月
8
日（
土
）

4
月
26
日（
水
）

4
月
30
日（
日
）

5
月
1
日（
月
）

第
１
回
定
例
会（
北
川
村
庁
舎
）

第
１
回
定
例
会（
休
会
） 

第
１
回
定
例
会
　
総
務
産
業
建
設

常
任
委
員
会
（
予
算
委
員
会
） 

（
北
川
村
庁
舎
）

第
１
回
定
例
会（
北
川
村
庁
舎
）

全
員
協
議
会
事
前
説
明
（
北
川
村

庁
舎
）

中
芸
広
域
連
合
議
会
３
月
定
例
会 

（
安
田
町
／
中
芸
広
域
連
合
）

北
川
村
社
会
福
祉
協
議
会
　
評
議

員
会（
北
川
村
）

第
11
回
中
岡
慎
太
郎
マ
ラ
ソ
ン
大

会
第
3
回
実
行
委
員
会（
北
川
村
）

ご
め
ん
・
な
は
り
線
活
性
化
協
議

会
総
会
（
安
芸
市
／
安
芸
広
域
メ

ル
ト
セ
ン
タ
ー
）

全
員
協
議
会（
北
川
村
庁
舎
）

令
和
５
年
第
１
回
安
芸
広
域
市
町

村
圏
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
組
合

議
会
定
例
会
（
奈
半
利
町
／
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
愛
光
園
）

令
和
4
年
度（
公
財
）高
知
県
市
町

村
振
興
協
会
第
３
回
評
議
員
会 

高

知
市
／
高
知
県
自
治
会
館

安
芸
土
木
事
務
所
打
ち
合
わ
せ

（
北
川
村
庁
舎
）

北
川
村
戦
没
者
追
悼
式（
北
川
村
）

北
川
村
観
光
協
会
通
常
総
会
（
北

川
村
庁
舎
）

村
内
一
斉
清
掃（
北
川
村
）

第
２
回
臨
時
会（
北
川
村
庁
舎
）

第
11
回
中
岡
慎
太
郎
マ
ラ
ソ
ン
大

会（
北
川
村
）

令
和
４
年
度
道
路
整
備
促
進
期
成

同
盟
会
高
知
県
地
方
協
議
会
総
会 

（
高
知
市
／
城
西
館
）

道
路
整
備
促
進
高
知
県
大
会
（
高

知
市
／
城
西
館
）

奨
学
生
選
考
委
員
会（
北
川
村
）

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会
（
北

川
村
庁
舎
）

全
国
町
村
議
会
議
長
・
副
議
長
研

修
会（
東
京
都
）

中
芸
地
区
商
工
会
総
会
（
田
野
町

／
田
野
町
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
）

令
和
５
年
度
高
知
県
総
合
防
災
訓

練
・
地
域
防
災
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル（
奈

半
利
町
／
奈
半
利
港
緑
地
公
園
）

中
芸
広
域
連
合
議
会
臨
時
会
（
安

田
町
／
中
芸
広
域
連
合
）

安
芸
郡
町
村
議
会
議
長
会
定
期
総

会（
芸
西
村
／
生
涯
学
習
館
）

電
源
開（
株
）本
社
訪
問（
東
京
都
）

2
0
2
3
年
納
涼
祭
第
１
回
実
行

委
員
会（
北
川
村
庁
舎
）

議
会
運
営
委
員
会（
北
川
村
庁
舎
）

高
知
県
市
町
村
振
興
協
会
評
議
員

会（
高
知
市
／
高
知
県
自
治
会
館
）

中
芸
広
域
連
合
議
会
運
営
委
員
会

（
安
田
町
／
中
芸
広
域
連
合
）

5
月
14
日（
日
）

5
月
15
日（
月
）

5
月
19
日（
金
）

5
月
23
日（
火
）

5
月
26
日（
金
）

5
月
28
日（
日
）

5
月
29
日（
月
）

5
月
30
日（
火
）

5
月
31
日（
水
）

6
月
5
日（
月
）

6
月
7
日（
水
）

6
月
12
日（
月
）

令
和
５
年
３
月
議
会
以
降
の
岩
垣
實
男
議
長
会
務
報
告

‥

活
動
報
告‥

■
総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

◇
日
時
　
令
和
５
年
５
月
19
日（
金
）

◇
内
容
　
北
川
村
財
政
に
つ
い
て

　
北
川
村
の
財
政
状
況
に
つ
い
て
、歳
入
の
状
況
、

　
地
方
交
付
税
・
地
方
債
・
基
金
の
状
況
を
交
え

　
説
明
を
受
け
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

‥

研

　修‥

市
町
村
議
会
議
員
研
修

◇
日
時
　
令
和
５
年
７
月
27
日（
木
）

◇
場
所
　
高
知
県
立
県
民
文
化
ホ
ー
ル

◇
目
的

◇
内
容

　
講
演「
時
代
に
対
応
し
た
地
域
づ
く
り
」

　
　
　
講
師
　
島
根
大
学
　
教
育
学
部

　
　
　
　
　
　
　
教
授
　
作
野
広
和
　
氏

地
方
分
権
時
代
に
お
け
る
市
町
村
議
会
議
員
や

監
査
委
員
の
役
割
と
責
務
を
認
識
し
、
社
会
情

勢
や
地
域
の
諸
課
題
に
加
え
、地
方
議
会
制
度
、

地
方
行
財
政
制
度
等
の
基
本
的
な
考
え
方
や
現

状
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
。　

1
2
’0
7
1 

千
円
　 

2
’4
7
4
’4
3
3 

千
円

補
正
額

会
計
名

補
正
後
の
額

一
般
会
計

（
第
2
号
）
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さ
な
い
対
応
策
を
模
索
す
る
に
当
た
っ
て
、
５
月
、

中
学
生
17
人
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ

た
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
の
公
設
公

営
塾
の
開
設
や
個
別
支
援
が
可
能
な
オ
ン
ラ
イ
ン

教
室
に
つ
い
て
、希
望
を
調
査
し
た
。

　（
回
答
）通
塾
し
た
い
　
　
７
人

　
　
　
　
オ
ン
ラ
イ
ン
塾
を
活
用
し
た
い
　
９
人

　
一
定
の
ニ
ー
ズ
が
確
認
で
き
た
こ
と
か
ら
、
地
域

お
こ
し
協
力
隊
に
よ
る
塾
講
師
の
募
集
を
続
け
な

が
ら
、
現
時
点
に
お
い
て
対
応
可
能
な
オ
ン
ラ
イ
ン

学
習
を
導
入
す
る
準
備
を
進
め
た
い
。

問
　
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
塾
と
は
ど
ん
な
内
容
な
の

か
。塾
開
始
に
向
け
て
ど
の
よ
う
な
流
れ
と
な
る

の
か
。

 

答

　教
育
長

　
一
人
一
人
の
目
標
に
合
わ
せ
た
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で

の
指
導
で
、
定
期
テ
ス
ト
対
策
や
遡
り
学
習
、
高
校

入
試
対
策
な
ど
の
コ
ー
ス
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

（
特
徴
）

○
教
師
が
豊
富
で
そ
の
中
か
ら
厳
選
で
き
る

○
こ
の
教
師
以
外
に
教
育
プ
ラ
ン
ナ
ー
が
担
任
と

　
し
て
つ
き
、学
習
面
談
を
定
期
的
に
実
施
し
、

　
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
て
い
る

○
完
全
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
分
か
る
ま
で
指
導
が

　
受
け
ら
れ
る

○
Ａ
Ｉ
に
よ
る
効
率
的
な
学
習
サ
ポ
ー
ト
も

　
受
け
ら
れ
る

　
塾
で
の
学
習
内
容
は
、
生
徒
と
保
護
者
を
交
え

た
面
談
で
決
定
さ
れ
、
利
用
は
月
４
回
、
１
回
当
た

り
希
望
の
時
間
帯
に
１
時
間
２
教
科
対
応
を
基
本

と
し
て
い
る
が
、１
教
科
を
集
中
的
に
取
り
組
む
こ

と
や
、
教
科
を
増
や
し
て
対
応
す
る
こ
と
も
可
能
。

今
後
、
受
講
生
を
募
集
し
７
月
か
ら
受
講
に
向
け

て
の
面
談
を
持
ち
、
内
容
が
確
定
次
第
、
オ
ン
ラ
イ

ン
で
の
学
習
を
開
始
し
た
い
。

問
　
将
来
的
に
こ
の
公
設
公
営
塾
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

 

答

　教
育
長

　
基
本
的
に
は
家
庭
で
の
学
習
と
な
る
が
、
内
容

等
に
つ
い
て
は
、
学
校
も
交
え
、
情
報
共
有
も
図
り

連
携
を
密
に
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
学
力
保
障
に
つ
い
て
は
、本
来
教
育
機
関
で
あ
る

学
校
が
責
任
を
持
っ
て
担
う
べ
き
も
の
で
あ
り
、
特

に
北
川
村
の
よ
う
な
少
人
数
学
級
で
は
個
別
学
習

に
も
対
応
で
き
る
環
境
に
あ
る
。こ
の
よ
う
な
こ
と

か
ら
、
将
来
的
に
は
、
教
科
学
習
の
枠
に
と
ら
わ
れ

な
い
、
探
求
心
や
チ
ャ
レ
ン
ジ
心
を
育
む
こ
と
を
重

視
し
た
塾
、
そ
う
い
っ
た
学
び
の
場
の
体
制
を
目
指

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。そ
の
ツ
ー
ル
の
一

つ
と
し
て
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
は
じ
め
と
す
る
先
端
技
術
を

日
常
的
に
有
効
活
用
で
き
る
よ
う
取
り
組
み
た
い

と
も
考
え
て
お
り
、
サ
ポ
ー
ト
い
た
だ
け
る
企
業
、

団
体
等
と
連
携
を
し
体
制
を
整
え
る
こ
と
が
最
も

効
果
的
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

‥

議
案
審
議‥

◇
人
　
事
◇

北
川
村
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
の
選
任

に
つ
い
て

　
北
川
村
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
の
選
任
に
つ

い
て
議
会
の
同
意
を
求
め
る
も
の
。

　
池
田
　
鈆
平
　
氏

　
全
員
賛
成（
原
案
同
意
）

北
川
村
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ

い
て

　
北
川
村
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て
同

意
を
求
め
る
も
の
。

　
北
川
村
野
友
甲
　
井
津
　
信
廣
　
氏
　
70
歳

　
北
川
村
野
友
乙
　
山
嶋
　
　
𠀋
　
氏
　
80
歳

　
北
川
村
加
茂
　
　
園
田
　
圭
子
　
氏
　
80
歳

　
北
川
村
加
茂
　
　
西
岡
　
　
啓
　
氏
　
74
歳

　
北
川
村
野
川
　
　
阿
部
米
一
朗
　
氏
　
73
歳

　
北
川
村
長
山
　
　
和
田
　
和
恵
　
氏
　
65
歳

　
北
川
村
柏
木
　
　
濵
渦
　
豊
一
　
氏
　
78
歳

　
北
川
村
柏
木
　
　
濵
渦
　
　
惠
　
氏
　
70
歳

　
北
川
村
小
島
　
　
大
井
　
庸
伸
　
氏
　
71
歳

　
北
川
村
平
鍋
　
　
林
田
愼
一
郎
　
氏
　
78
歳

　
北
川
村
島
　
　
　
上
村
　
尚
幸
　
氏
　
78
歳

　
全
員
賛
成（
原
案
同
意
）

◇
補
　
正
　
予
　
算
◇

令
和
５
年
度
北
川
村
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）に
つ
い
て

　
４
月
の
定
期
人
事
異
動
に
伴
う
人
件
費
及
び
住

民
税
非
課
税
世
帯
に
対
す
る
給
付
金
に
要
す
る
経

費
等
を
計
上
す
る
も
の
。

　
全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

■
令
和
5
年
度
　
補
正
予
算

　
議
会
で
は
、年
４
回（
３
月
・
６
月
・
９
月
・

12
月
）
の
定
例
会
と
臨
時
会
が
開
か
れ
て
い

ま
す
。

　
皆
さ
ん
が
明
る
く
住
み
よ
い
暮
ら
し
が
で

き
る
よ
う
に
、
み
な
さ
ん
か
ら
出
さ
れ
た
意

見
を
聞
き
、質
疑
等
を
通
じ
て
、村
の
予
算
や

契
約
、
条
例
な
ど
の
最
終
的
な
決
定
を
し
て

い
ま
す
。村
の
仕
事
は
議
会
と
村
長
が
お
互

い
に
意
見
を
出
し
合
い
、
協
力
し
て
進
め
て

い
ま
す
。

　
本
会
議
の
開
始
時
間
は
午
前
10
時
で
す
。

会
議
の
様
子
を
直
接
見
た
り
、
聞
い
た
り
で

き
ま
す
。

　
令
和
５
年
の
第
２
回
定
例
会
ま
で
の
傍
聴

者
は
延
べ
９
人
で
し
た
。

　
次
回
、
令
和
５
年
第
３
回
定
例
会
は
９
月

で
す
。

　
ぜ
ひ
、傍
聴
に
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

議
会
を

傍
聴
し
て

み
ま
せ
ん
か

3
月
7
日（
火
）

3
月
8
日（
水
）

3
月
9
日（
木
）

3
月
10
日（
金
）

3
月
17
日（
金
）

3
月
23
日（
木
）

3
月
27
日（
月
）

3
月
28
日（
火
）

3
月
29
日（
水
）

4
月
5
日（
水
）

4
月
8
日（
土
）

4
月
26
日（
水
）

4
月
30
日（
日
）

5
月
1
日（
月
）

第
１
回
定
例
会（
北
川
村
庁
舎
）

第
１
回
定
例
会（
休
会
） 

第
１
回
定
例
会
　
総
務
産
業
建
設

常
任
委
員
会
（
予
算
委
員
会
） 

（
北
川
村
庁
舎
）

第
１
回
定
例
会（
北
川
村
庁
舎
）

全
員
協
議
会
事
前
説
明
（
北
川
村

庁
舎
）

中
芸
広
域
連
合
議
会
３
月
定
例
会 

（
安
田
町
／
中
芸
広
域
連
合
）

北
川
村
社
会
福
祉
協
議
会
　
評
議

員
会（
北
川
村
）

第
11
回
中
岡
慎
太
郎
マ
ラ
ソ
ン
大

会
第
3
回
実
行
委
員
会（
北
川
村
）

ご
め
ん
・
な
は
り
線
活
性
化
協
議

会
総
会
（
安
芸
市
／
安
芸
広
域
メ

ル
ト
セ
ン
タ
ー
）

全
員
協
議
会（
北
川
村
庁
舎
）

令
和
５
年
第
１
回
安
芸
広
域
市
町

村
圏
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
組
合

議
会
定
例
会
（
奈
半
利
町
／
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
愛
光
園
）

令
和
4
年
度（
公
財
）高
知
県
市
町

村
振
興
協
会
第
３
回
評
議
員
会 

高

知
市
／
高
知
県
自
治
会
館

安
芸
土
木
事
務
所
打
ち
合
わ
せ

（
北
川
村
庁
舎
）

北
川
村
戦
没
者
追
悼
式（
北
川
村
）

北
川
村
観
光
協
会
通
常
総
会
（
北

川
村
庁
舎
）

村
内
一
斉
清
掃（
北
川
村
）

第
２
回
臨
時
会（
北
川
村
庁
舎
）

第
11
回
中
岡
慎
太
郎
マ
ラ
ソ
ン
大

会（
北
川
村
）

令
和
４
年
度
道
路
整
備
促
進
期
成

同
盟
会
高
知
県
地
方
協
議
会
総
会 

（
高
知
市
／
城
西
館
）

道
路
整
備
促
進
高
知
県
大
会
（
高

知
市
／
城
西
館
）

奨
学
生
選
考
委
員
会（
北
川
村
）

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会
（
北

川
村
庁
舎
）

全
国
町
村
議
会
議
長
・
副
議
長
研

修
会（
東
京
都
）

中
芸
地
区
商
工
会
総
会
（
田
野
町

／
田
野
町
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
）

令
和
５
年
度
高
知
県
総
合
防
災
訓

練
・
地
域
防
災
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル（
奈

半
利
町
／
奈
半
利
港
緑
地
公
園
）

中
芸
広
域
連
合
議
会
臨
時
会
（
安

田
町
／
中
芸
広
域
連
合
）

安
芸
郡
町
村
議
会
議
長
会
定
期
総

会（
芸
西
村
／
生
涯
学
習
館
）

電
源
開（
株
）本
社
訪
問（
東
京
都
）

2
0
2
3
年
納
涼
祭
第
１
回
実
行

委
員
会（
北
川
村
庁
舎
）

議
会
運
営
委
員
会（
北
川
村
庁
舎
）

高
知
県
市
町
村
振
興
協
会
評
議
員

会（
高
知
市
／
高
知
県
自
治
会
館
）

中
芸
広
域
連
合
議
会
運
営
委
員
会

（
安
田
町
／
中
芸
広
域
連
合
）

5
月
14
日（
日
）

5
月
15
日（
月
）

5
月
19
日（
金
）

5
月
23
日（
火
）

5
月
26
日（
金
）

5
月
28
日（
日
）

5
月
29
日（
月
）

5
月
30
日（
火
）

5
月
31
日（
水
）

6
月
5
日（
月
）

6
月
7
日（
水
）

6
月
12
日（
月
）

令
和
５
年
３
月
議
会
以
降
の
岩
垣
實
男
議
長
会
務
報
告

‥
活
動
報
告‥

■
総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

◇
日
時
　
令
和
５
年
５
月
19
日（
金
）

◇
内
容
　
北
川
村
財
政
に
つ
い
て

　
北
川
村
の
財
政
状
況
に
つ
い
て
、歳
入
の
状
況
、

　
地
方
交
付
税
・
地
方
債
・
基
金
の
状
況
を
交
え

　
説
明
を
受
け
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

‥

研

　修‥

市
町
村
議
会
議
員
研
修

◇
日
時
　
令
和
５
年
７
月
27
日（
木
）

◇
場
所
　
高
知
県
立
県
民
文
化
ホ
ー
ル

◇
目
的

◇
内
容

　
講
演「
時
代
に
対
応
し
た
地
域
づ
く
り
」

　
　
　
講
師
　
島
根
大
学
　
教
育
学
部

　
　
　
　
　
　
　
教
授
　
作
野
広
和
　
氏

地
方
分
権
時
代
に
お
け
る
市
町
村
議
会
議
員
や

監
査
委
員
の
役
割
と
責
務
を
認
識
し
、
社
会
情

勢
や
地
域
の
諸
課
題
に
加
え
、地
方
議
会
制
度
、

地
方
行
財
政
制
度
等
の
基
本
的
な
考
え
方
や
現

状
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
。　

1
2
’0
7
1 

千
円
　 

2
’4
7
4
’4
3
3 

千
円

補
正
額

会
計
名

補
正
後
の
額

一
般
会
計

（
第
2
号
）



　７月２３日（日）に日本テレビのお天気コーナーに出演
している気象予報士の木原実さんとお天気キャラクター
「そらジロー」が取材のため、モネの庭を訪れました。昨
年から日本テレビへ取材のお願いに伺い、今回取材が実
現したもので、日本テレビの「news every.」のお天気
コーナーだけでなく、高知放送の「こうち eye」でも放
送いただきました。初めてモネの庭を訪れた木原さんか
らは「想像以上だった」「日本ではない感じがする」との
感想をいただきました。
　「news every.」のお天気コーナーは関東地方を中心
に、青森、秋田、熊本など一部地方局でも放送されており、
高知を身近に感じることが少ない地域の視聴者の方々に
向けてPRすることができたのではと思います。
　また、高知県内の視聴者向けに高知
放送の樺山アナウンサーが取材当日の
裏側や熱中症対策についてなど、木原
さんにインタビューしたものを放送いた
だけました。
　放送された動画は日本テレビ、高知
放送それぞれの YouTube でも見るこ
とができますのでぜひご覧ください。
検索ワード（日テレNEWS青いスイレ
ン、こうち eye モネの庭）

NEWS北川村観光協会 ニュース北川村観光協会 ニュース北川村観光協会 ニュース
NEWS

北川村観光協会　TEL ＆ FAX 30－1972 ／ 080－8638－6211（スタッフ直通：橋本、山脇）

9月各地のイベント情報をお知らせします。
開催地 イベント情報 期　　　間 問い合わせ先

海の駅とろむ
（高知県室戸市）

馬路温泉周辺
（高知県馬路村）

宍喰八幡神社周辺
（徳島県海陽町）

室戸市
観光ジオパーク推進課
0887-22-5161

馬路村教育委員会
0887-44-2216

海陽町観光協会
0884-76-3050

9月16日（土）

9月17日（日）

9月23日（土）～24日（日）

ふるさと室戸まつり
鯨舟競争・花火大会

第39 回馬路
おしどりマラソン大会

宍喰八幡神社祭り

(一社)高知県東部観光協議会
高知県東部イベント情報

(一社)四国の右下観光局
徳島県南部イベント情報

四国南東部広域観光連携協議会
イベント情報コーナー　Vol.06

第10回ゆずＦeＳ開催のお知らせ
　日本遺産に認定された中芸地域の魅力を体験していただこうと住民主体のプログラム「ゆずＦeＳ」を開催していま
す。第10回となる今回は、10月21日(土)から18の体験プログラムで開催予定です。
　「ゆずＦeＳ」では、これまで中芸５町村を舞台にした期間限定の体験プログラムを中芸や中芸に関係のある方が主
役になって企画してきており、引き続き、素晴らしい魅力を持つさまざまな資源（人・自然・文化など）を発信し、中芸に
人を呼び込み、中芸がもっと元気になることを目指
していきます。
　ゆず狩りやゆず搾り体験、アロマ体験や林業映画
祭、日本遺産中芸ゆずと森林鉄道ガイド会による森
林鉄道の遺構を巡るガイドツアーや草花ガイドツア
ー、E-バイクに乗って遺構を巡るガイドツアーなど、
さまざまな体験プログラムを
予定していますので、ゆずＦeＳ
に参加して中芸の食や歴史、
芸術を体験してみませんか？
　詳細については下記までお
問い合わせください。

モネ
の お知らせお知らせ

【お問い合わせ】

KIHACHI創業者　熊谷喜八氏監修 東京農業大学　
学生考案の北川村の青ゆずを使ったメニューをカフェで
提供しています。

からの

★9 月の休園日：9 月6 日（水）

〒781－6441
高知県安芸郡北川村野友甲1100番地
☎0887－32－1233   　 0887－32－1243
https://www.kjmonet.jp

FAX

北川村「モネの庭」マルモッタン

中芸のゆずと森林鉄道日本遺産協議会
～ 中芸地域の日本遺産魅力発信便り Vol.74 ～

問い合わせ先：
中芸のゆずと森林鉄道日本遺産協議会事務局（安田町役場日本遺産推進室内）
TEL：30-1865 FAX：30-1866
メール：yuzurintetsu@mk.pikara.ne.jp
HP：https://yuzuroad.jp/ ゆずとりんてつ 検 索

日本遺産
第３号認定
登録番号051

HP Facebook Instagram

 監修  KIHACHI創業者　熊谷喜八 
東京農業大学　
北海道オホーツクキャンパス
熊谷喜八道場×CAFÉ［モネの家］ 

東京農業大学における地域課題解決プロジェクト
「熊谷喜八道場」において学生が考案し、熊谷喜八
シェフが監修した北川村の「青ゆず」を活用したメ
ニューをカフェにて提供しています。北川村のゆず
の新しい魅力がたっぷりのお料理をぜひ、お召し上
がりください。

～モネの庭にて～　齋藤さゆり展
長年日本画壇で活躍されてきた齋藤
さゆりさんが、新たにモネの庭をテー
マにした日本画・水彩画作品など30
余点を展示し、モネの庭の植物に囲ま
れた豊かな空間の魅力を来場者に
メッセージする展覧会です。

9月10日（日）……水彩ワークショップ
10月7日（土）……ミニコンサート、～ピアノを弾いてみよう～体験会
10月8日（日）……水彩ワークショップ、朗読劇、朗読体験
10月9日（月・祝）…お話会、～小鼓を打ってみよう～、朗読劇、朗読体験
※開催時間や参加費など、詳しくはHPをご確認ください。

☆関連イベント
《コニエレニより秋の招待状》色と音　ことばで紡ぐ　モネの旅》第1弾（8月3日㈭～9月30日㈯）

　　　柚子のリゾットセット
第2弾（10月1日㈰～12月10日㈰）
　　　柚子のパスタセット

 開催期間
9月10日（日）～10月22日（日）
 開催時間  9:00～17:00
 会場  フローラルホール（入場無料）

柚子のリゾットセット 2,800円

メニューを考案した学生や熊谷シェフな
ど関係者をお招きし、7月22日（土）に
メニューのお披露目会を開催しました。

日本テレビ木原さんとそらジローがモネの庭に！

ゆず狩り

ゆず搾りガイド会によるガイド

林業映画祭

E-バイクでの遺構巡り

1617



　７月２３日（日）に日本テレビのお天気コーナーに出演
している気象予報士の木原実さんとお天気キャラクター
「そらジロー」が取材のため、モネの庭を訪れました。昨
年から日本テレビへ取材のお願いに伺い、今回取材が実
現したもので、日本テレビの「news every.」のお天気
コーナーだけでなく、高知放送の「こうち eye」でも放
送いただきました。初めてモネの庭を訪れた木原さんか
らは「想像以上だった」「日本ではない感じがする」との
感想をいただきました。
　「news every.」のお天気コーナーは関東地方を中心
に、青森、秋田、熊本など一部地方局でも放送されており、
高知を身近に感じることが少ない地域の視聴者の方々に
向けてPRすることができたのではと思います。
　また、高知県内の視聴者向けに高知
放送の樺山アナウンサーが取材当日の
裏側や熱中症対策についてなど、木原
さんにインタビューしたものを放送いた
だけました。
　放送された動画は日本テレビ、高知
放送それぞれの YouTube でも見るこ
とができますのでぜひご覧ください。
検索ワード（日テレNEWS青いスイレ
ン、こうち eye モネの庭）

NEWS北川村観光協会 ニュース北川村観光協会 ニュース北川村観光協会 ニュース
NEWS

北川村観光協会　TEL ＆ FAX 30－1972 ／ 080－8638－6211（スタッフ直通：橋本、山脇）

9月各地のイベント情報をお知らせします。
開催地 イベント情報 期　　　間 問い合わせ先

海の駅とろむ
（高知県室戸市）

馬路温泉周辺
（高知県馬路村）

宍喰八幡神社周辺
（徳島県海陽町）

室戸市
観光ジオパーク推進課
0887-22-5161

馬路村教育委員会
0887-44-2216

海陽町観光協会
0884-76-3050

9月16日（土）

9月17日（日）

9月23日（土）～24日（日）

ふるさと室戸まつり
鯨舟競争・花火大会

第39 回馬路
おしどりマラソン大会

宍喰八幡神社祭り

(一社)高知県東部観光協議会
高知県東部イベント情報

(一社)四国の右下観光局
徳島県南部イベント情報

四国南東部広域観光連携協議会
イベント情報コーナー　Vol.06

第10回ゆずＦeＳ開催のお知らせ
　日本遺産に認定された中芸地域の魅力を体験していただこうと住民主体のプログラム「ゆずＦeＳ」を開催していま
す。第10回となる今回は、10月21日(土)から18の体験プログラムで開催予定です。
　「ゆずＦeＳ」では、これまで中芸５町村を舞台にした期間限定の体験プログラムを中芸や中芸に関係のある方が主
役になって企画してきており、引き続き、素晴らしい魅力を持つさまざまな資源（人・自然・文化など）を発信し、中芸に
人を呼び込み、中芸がもっと元気になることを目指
していきます。
　ゆず狩りやゆず搾り体験、アロマ体験や林業映画
祭、日本遺産中芸ゆずと森林鉄道ガイド会による森
林鉄道の遺構を巡るガイドツアーや草花ガイドツア
ー、E-バイクに乗って遺構を巡るガイドツアーなど、
さまざまな体験プログラムを
予定していますので、ゆずＦeＳ
に参加して中芸の食や歴史、
芸術を体験してみませんか？
　詳細については下記までお
問い合わせください。

モネ
の お知らせお知らせ

【お問い合わせ】

KIHACHI創業者　熊谷喜八氏監修 東京農業大学　
学生考案の北川村の青ゆずを使ったメニューをカフェで
提供しています。

からの

★9 月の休園日：9 月6 日（水）

〒781－6441
高知県安芸郡北川村野友甲1100番地
☎0887－32－1233   　 0887－32－1243
https://www.kjmonet.jp

FAX

北川村「モネの庭」マルモッタン

中芸のゆずと森林鉄道日本遺産協議会
～ 中芸地域の日本遺産魅力発信便り Vol.74 ～

問い合わせ先：
中芸のゆずと森林鉄道日本遺産協議会事務局（安田町役場日本遺産推進室内）
TEL：30-1865 FAX：30-1866
メール：yuzurintetsu@mk.pikara.ne.jp
HP：https://yuzuroad.jp/ ゆずとりんてつ 検 索

日本遺産
第３号認定
登録番号051

HP Facebook Instagram

 監修  KIHACHI創業者　熊谷喜八 
東京農業大学　
北海道オホーツクキャンパス
熊谷喜八道場×CAFÉ［モネの家］ 

東京農業大学における地域課題解決プロジェクト
「熊谷喜八道場」において学生が考案し、熊谷喜八
シェフが監修した北川村の「青ゆず」を活用したメ
ニューをカフェにて提供しています。北川村のゆず
の新しい魅力がたっぷりのお料理をぜひ、お召し上
がりください。

～モネの庭にて～　齋藤さゆり展
長年日本画壇で活躍されてきた齋藤
さゆりさんが、新たにモネの庭をテー
マにした日本画・水彩画作品など30
余点を展示し、モネの庭の植物に囲ま
れた豊かな空間の魅力を来場者に
メッセージする展覧会です。

9月10日（日）……水彩ワークショップ
10月7日（土）……ミニコンサート、～ピアノを弾いてみよう～体験会
10月8日（日）……水彩ワークショップ、朗読劇、朗読体験
10月9日（月・祝）…お話会、～小鼓を打ってみよう～、朗読劇、朗読体験
※開催時間や参加費など、詳しくはHPをご確認ください。

☆関連イベント
《コニエレニより秋の招待状》色と音　ことばで紡ぐ　モネの旅》第1弾（8月3日㈭～9月30日㈯）

　　　柚子のリゾットセット
第2弾（10月1日㈰～12月10日㈰）
　　　柚子のパスタセット

 開催期間
9月10日（日）～10月22日（日）
 開催時間  9:00～17:00
 会場  フローラルホール（入場無料）

柚子のリゾットセット 2,800円

メニューを考案した学生や熊谷シェフな
ど関係者をお招きし、7月22日（土）に
メニューのお披露目会を開催しました。

日本テレビ木原さんとそらジローがモネの庭に！

ゆず狩り

ゆず搾りガイド会によるガイド

林業映画祭

E-バイクでの遺構巡り
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地域おこし協力隊日記地域おこし協力隊日記

① 地域の魅力発信！
　地域おこし協力隊の長友美智子です。
　今年も全国各地でうだるような暑さが続いていて、夏バテ対策が欠かせませんが、北川村は日陰に入
れば涼しく、むわっとした熱気がないので、私の故郷である大阪の肌にへばりつくような蒸し暑さに比
べて、過ごしやすいと感じます。
　今回は、北川村の魅力を村内外に発信するために、モネの庭を
訪れました。暑さは厳しいものの日差しが清々しく、木陰で涼を
とりながら風景を楽しみました。夏の時季は特に水の庭の青い睡
蓮が見頃で、やや紫がかった花弁の色味が、強い日光で白みが
かった水面に柔らかく映えます。青をはじめ白、黄色、赤、ピンク
の睡蓮が点々と水の鏡面を彩り、池を囲む濃い花の色と緑が視界
のフレームに絶妙な構図を生み出していて、自然をそのまま絵画
として脳裏に落とし込めるのが、
モネの庭の素晴らしいところ。午
後になると睡蓮が閉じてしまうた
め、夏季の早い時間にあと何回か
モネの庭を訪れ、刻々と変わる庭
の表情を楽しみたいと思います。
　今後も季節ごとの北川村の魅力
をSNSで発信していきます。

② 北部地区の活動を紹介します
　北部地区集落再生コーディネーターの吉永みことです。
　「いこいの里」と「田舎寿司伝承会」のコラボレーション企画販売が7
月30日（日）に開催されました。飲食店営業許可を取得して初めて提供
するメニューは、シーズン真っ盛りに獲れた新鮮なアユを使ったアユ寿司
やアユの塩焼き、そして一つ一つ丁寧に手作りされた北川村ならではの田
舎寿司です。
　村民さんにはおなじみメニューでありますが、「そういえば最近作るこ
とが減っていた」「人が来ているので食べさせてあげたい」また「最近は
北部に来ていなかったので足を延ばしてみた」など、たくさんの方に訪れ
ていただき、皆さまのおかげで無事に完売御礼！ありがとうございまし
た。そして準備から当日までご協力いただいた北部集落
の皆さま、田舎寿司伝承会の皆さま、素晴らしいお料理
を本当にありがとうございました。
　今後は、チャレンジショップと併せながら、飲食提
供の機会も増やしていきたいと考えております。引き
続きどうぞよろしくお願いいたします。

自衛隊高知地方協力本部
安芸地域事務所

◇電　話　０８８７－３５－２７４９
◇E-mail　kochi.pco.aki＠rct.gsdf.mod.go.jp

※状況により、試験日が変更される場合があります。
※詳しくは、自衛隊高知地方協力本部のホームページをご覧いただくか、
　自衛隊高知地方協力本部 安芸地域事務所までご連絡ください。

受付期間・試験日 備　　考資  　格コース

7月1日～9月5日
１次試験  9月17日

年間を通じて実施
学科試験 9月16日～18日
口 述 等 9月23日～25日
　　　　 　（いずれか１日）

一般的なコースで昨年度は、
高知から３５名が入隊されました。
初年度収入:約２８０万円～

任期制の一般的なコースで、
昨年度は、高知から４０名が
入隊されました。
学科・適性はＷｅｂ試験

※自衛官候補生の試験は、上記のほか、１０月～１月の各月１回実施予定です。

★職種は、陸上・海上・航空自衛隊で約９６種類
★休日・休暇は、年間あわせて約１２０日取得可能
★宿舎費無料、食事(月額約27,000円相当)無料支給
★基地・駐屯地内の医務室等での医療費等無料

一 般 曹 候 補 生

自 衛 官 候 補 生

受付期間・試験日 備　　考資  　格コース

7月1日～9月7日
１次試験 9月18日

9月5日～9月8日
試験 9月16･17日

9月5日～9月8日
１次試験 9月16日

7月1日～10月18日
１次試験 10月28日

7月1日～10月11日
１次試験 10月21日

7月1日～10月4日
１次試験 10月14日

18歳以上23歳未満の方
高卒者（見込含）または
高専３年次修了者（見込含）

18歳以上21歳未満の方
高卒者(見込含）または
高専３年次修了者（見込含）

航空自衛隊・海上自衛隊の
パイロット等をめざすコース
高校卒業後、最も早く
パイロットとして活躍できます。
昨年度、１名入隊

医師をめざすコースです。
学生手当、月額120,200円が
支給されます。
入学金・授業料の納入はありません。

看護師・保健師をめざすコースです。
学生手当、月額120,200円が
支給されます。入学金・授業料の
納入はありません。

１４の専門学科があり、一般大学と
同様に４年間の教育を受け、卒業時
には、学士の学位が授与されます。

世界に通用する国防のリーダーと
なる幹部自衛官をめざすコースです。
学生手当、月額120,200円が
支給されます。
入学金・授業料の納入はありません。
昨年度、５名入校されました。

航 空 学 生

防衛大学校
学 生

防 衛 医 科 大 学 校
医 学 科 学 生

防 衛 医 科 大 学 校
看 護 学 科 学 生

海 自

18歳以上21歳未満の方
高卒者（見込含）または
高専３年次修了者（見込含）で
成績優秀かつ生徒会活動等に
顕著な実績を修め、
学校長が推薦できる人

推薦

一般

18歳以上21歳未満の方
高卒者（見込含）または
高専３年次修了者（見込含）

18歳以上21歳未満の方
高卒者（見込含）または
高専３年次修了者（見込含）

18歳以上21歳未満の方
高卒者（見込含）または
高専３年次修了者（見込含）

18歳以上21歳未満の方
高卒者（見込含）または
高専３年次修了者（見込含）

総合
選抜

航 自

令和５年度　自衛官等採用案内 高知地方協力本部
ホームページ

資料請求
お問い合わせ

採用予定月の１日現在、
18歳以上33歳未満の方

32歳の方は、採用予定月の
末日現在において、33歳に
達していないことが条件です。
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地域おこし協力隊日記地域おこし協力隊日記

① 地域の魅力発信！
　地域おこし協力隊の長友美智子です。
　今年も全国各地でうだるような暑さが続いていて、夏バテ対策が欠かせませんが、北川村は日陰に入
れば涼しく、むわっとした熱気がないので、私の故郷である大阪の肌にへばりつくような蒸し暑さに比
べて、過ごしやすいと感じます。
　今回は、北川村の魅力を村内外に発信するために、モネの庭を
訪れました。暑さは厳しいものの日差しが清々しく、木陰で涼を
とりながら風景を楽しみました。夏の時季は特に水の庭の青い睡
蓮が見頃で、やや紫がかった花弁の色味が、強い日光で白みが
かった水面に柔らかく映えます。青をはじめ白、黄色、赤、ピンク
の睡蓮が点々と水の鏡面を彩り、池を囲む濃い花の色と緑が視界
のフレームに絶妙な構図を生み出していて、自然をそのまま絵画
として脳裏に落とし込めるのが、
モネの庭の素晴らしいところ。午
後になると睡蓮が閉じてしまうた
め、夏季の早い時間にあと何回か
モネの庭を訪れ、刻々と変わる庭
の表情を楽しみたいと思います。
　今後も季節ごとの北川村の魅力
をSNSで発信していきます。

② 北部地区の活動を紹介します
　北部地区集落再生コーディネーターの吉永みことです。
　「いこいの里」と「田舎寿司伝承会」のコラボレーション企画販売が7
月30日（日）に開催されました。飲食店営業許可を取得して初めて提供
するメニューは、シーズン真っ盛りに獲れた新鮮なアユを使ったアユ寿司
やアユの塩焼き、そして一つ一つ丁寧に手作りされた北川村ならではの田
舎寿司です。
　村民さんにはおなじみメニューでありますが、「そういえば最近作るこ
とが減っていた」「人が来ているので食べさせてあげたい」また「最近は
北部に来ていなかったので足を延ばしてみた」など、たくさんの方に訪れ
ていただき、皆さまのおかげで無事に完売御礼！ありがとうございまし
た。そして準備から当日までご協力いただいた北部集落
の皆さま、田舎寿司伝承会の皆さま、素晴らしいお料理
を本当にありがとうございました。
　今後は、チャレンジショップと併せながら、飲食提
供の機会も増やしていきたいと考えております。引き
続きどうぞよろしくお願いいたします。

自衛隊高知地方協力本部
安芸地域事務所

◇電　話　０８８７－３５－２７４９
◇E-mail　kochi.pco.aki＠rct.gsdf.mod.go.jp

※状況により、試験日が変更される場合があります。
※詳しくは、自衛隊高知地方協力本部のホームページをご覧いただくか、
　自衛隊高知地方協力本部 安芸地域事務所までご連絡ください。

受付期間・試験日 備　　考資  　格コース

7月1日～9月5日
１次試験  9月17日

年間を通じて実施
学科試験 9月16日～18日
口 述 等 9月23日～25日
　　　　 　（いずれか１日）

一般的なコースで昨年度は、
高知から３５名が入隊されました。
初年度収入:約２８０万円～

任期制の一般的なコースで、
昨年度は、高知から４０名が
入隊されました。
学科・適性はＷｅｂ試験

※自衛官候補生の試験は、上記のほか、１０月～１月の各月１回実施予定です。

★職種は、陸上・海上・航空自衛隊で約９６種類
★休日・休暇は、年間あわせて約１２０日取得可能
★宿舎費無料、食事(月額約27,000円相当)無料支給
★基地・駐屯地内の医務室等での医療費等無料

一 般 曹 候 補 生

自 衛 官 候 補 生

受付期間・試験日 備　　考資  　格コース

7月1日～9月7日
１次試験 9月18日

9月5日～9月8日
試験 9月16･17日

9月5日～9月8日
１次試験 9月16日

7月1日～10月18日
１次試験 10月28日

7月1日～10月11日
１次試験 10月21日

7月1日～10月4日
１次試験 10月14日

18歳以上23歳未満の方
高卒者（見込含）または
高専３年次修了者（見込含）

18歳以上21歳未満の方
高卒者(見込含）または
高専３年次修了者（見込含）

航空自衛隊・海上自衛隊の
パイロット等をめざすコース
高校卒業後、最も早く
パイロットとして活躍できます。
昨年度、１名入隊

医師をめざすコースです。
学生手当、月額120,200円が
支給されます。
入学金・授業料の納入はありません。

看護師・保健師をめざすコースです。
学生手当、月額120,200円が
支給されます。入学金・授業料の
納入はありません。

１４の専門学科があり、一般大学と
同様に４年間の教育を受け、卒業時
には、学士の学位が授与されます。

世界に通用する国防のリーダーと
なる幹部自衛官をめざすコースです。
学生手当、月額120,200円が
支給されます。
入学金・授業料の納入はありません。
昨年度、５名入校されました。

航 空 学 生

防衛大学校
学 生

防 衛 医 科 大 学 校
医 学 科 学 生

防 衛 医 科 大 学 校
看 護 学 科 学 生

海 自

18歳以上21歳未満の方
高卒者（見込含）または
高専３年次修了者（見込含）で
成績優秀かつ生徒会活動等に
顕著な実績を修め、
学校長が推薦できる人

推薦

一般

18歳以上21歳未満の方
高卒者（見込含）または
高専３年次修了者（見込含）

18歳以上21歳未満の方
高卒者（見込含）または
高専３年次修了者（見込含）

18歳以上21歳未満の方
高卒者（見込含）または
高専３年次修了者（見込含）

18歳以上21歳未満の方
高卒者（見込含）または
高専３年次修了者（見込含）

総合
選抜

航 自

令和５年度　自衛官等採用案内 高知地方協力本部
ホームページ

資料請求
お問い合わせ

採用予定月の１日現在、
18歳以上33歳未満の方

32歳の方は、採用予定月の
末日現在において、33歳に
達していないことが条件です。
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～インフルエンザ予防接種～9 月
インフルエンザ予防接種の注意点

◉効果について
インフルエンザの予防接種を行うことで、重い合併症やインフルエンザで亡く
なることを防ぐのに一定の効果が認められています。
ワクチンの免疫効果は、接種後約２週間から約５カ月間とされています。

◉副反応について
ワクチンについては、有効性・安全性を確認してから供給されていますが、接
種後、はれたり、熱が出るなどの症状が出ることもあります。
また、まれではありますが、重い副反応を引き起こす可能性もあります。
この点をご理解いただいたうえで、予防接種を受けてくださるように、お願い
いたします。

◉健康被害が生じたら…
予防接種の副反応により健康被害が生じ、予防接種との因果関係を厚生労働大
臣が認定した場合には、国による健康被害救済制度を受けることができます。

中芸広域連合 保健福祉課　☎３８-８２１２
北川村役場 住民課　　　　☎３２-１２１４

お問い合わせ先

　インフルエンザの感染力は非常に強く、日本では毎年約１千万人、約１０人に１人が
感染しています。
　インフルエンザを予防するために、手洗い・うがい・マスクの着用・十分な栄養と睡眠
を心がけましょう。

南国年金事務所のご案内

受  付  時  間 ○火曜日～金曜日　8:30～17:15
 ○月曜日または週明けの開所日　8:30～19:00
 ○第2土曜日（9月9日）  9：30～16:00
休　  業　  日 土・日・祝日
ご連絡・予約先 ☎088-864-1111（ナビダイヤル）※長時間お待たせすることがないよう、予約をおすすめします。

◆　出張年金相談日程

　９月  ７日（木） 10:00～12:00／13:00～15:00
  安芸市総合社会福祉センター（南国年金事務所へ申し込み）

　９月２８日（木） 11:00～12:00／13:00～15:00
  室戸市役所（室戸市役所（☎22-5131）または南国年金事務所）

年・金・だ・よ・り

インフルエンザの季節がやってきます！
インフルエンザに感染しやすい季節になりました。
みなさん、インフルエンザの発病や重症化を予防するために予防接種を受

けましょう。
〇 接種のご案内

実施期間 令和５年10月１日（日）～令和５年12月31日（日）

接種場所 県内のインフルエンザ予防接種実施医療機関
（※事前に予約が必要です）

〇 助成制度のご案内

子ども 対象者
概ね１歳～中学生

接種回数
１～２回

助成費用
年１回接種の場合、上限3,500円
年２回接種の場合、上限7,000円

申請方法
接種後に、領収書を役場に提出

高齢者 対象者
・65歳以上の方
・60歳以上65歳未満の方で、心臓、じん臓、呼吸器の機能、または
ヒト免疫不全ウイルスにより免疫機能に日常生活がほとんど不可能
な程度の障害のある方

接種回数
１回

1,100円
（※生活保護世帯の方は接種費用の免除を受けることができます。）

申請方法
接種前に、住民課で申請が必要

（生活保護世帯の方のみ）

2021



～インフルエンザ予防接種～9 月
インフルエンザ予防接種の注意点

◉効果について
インフルエンザの予防接種を行うことで、重い合併症やインフルエンザで亡く
なることを防ぐのに一定の効果が認められています。
ワクチンの免疫効果は、接種後約２週間から約５カ月間とされています。

◉副反応について
ワクチンについては、有効性・安全性を確認してから供給されていますが、接
種後、はれたり、熱が出るなどの症状が出ることもあります。
また、まれではありますが、重い副反応を引き起こす可能性もあります。
この点をご理解いただいたうえで、予防接種を受けてくださるように、お願い
いたします。

◉健康被害が生じたら…
予防接種の副反応により健康被害が生じ、予防接種との因果関係を厚生労働大
臣が認定した場合には、国による健康被害救済制度を受けることができます。

中芸広域連合 保健福祉課　☎３８-８２１２
北川村役場 住民課　　　　☎３２-１２１４

お問い合わせ先

　インフルエンザの感染力は非常に強く、日本では毎年約１千万人、約１０人に１人が
感染しています。
　インフルエンザを予防するために、手洗い・うがい・マスクの着用・十分な栄養と睡眠
を心がけましょう。

南国年金事務所のご案内

受  付  時  間 ○火曜日～金曜日　8:30～17:15
 ○月曜日または週明けの開所日　8:30～19:00
 ○第2土曜日（9月9日）  9：30～16:00
休　  業　  日 土・日・祝日
ご連絡・予約先 ☎088-864-1111（ナビダイヤル）※長時間お待たせすることがないよう、予約をおすすめします。

◆　出張年金相談日程

　９月  ７日（木） 10:00～12:00／13:00～15:00
  安芸市総合社会福祉センター（南国年金事務所へ申し込み）

　９月２８日（木） 11:00～12:00／13:00～15:00
  室戸市役所（室戸市役所（☎22-5131）または南国年金事務所）

年・金・だ・よ・り

インフルエンザの季節がやってきます！
インフルエンザに感染しやすい季節になりました。
みなさん、インフルエンザの発病や重症化を予防するために予防接種を受

けましょう。
〇 接種のご案内

実施期間 令和５年10月１日（日）～令和５年12月31日（日）

接種場所 県内のインフルエンザ予防接種実施医療機関
（※事前に予約が必要です）

〇 助成制度のご案内

子ども 対象者
概ね１歳～中学生

接種回数
１～２回

助成費用
年１回接種の場合、上限3,500円
年２回接種の場合、上限7,000円

申請方法
接種後に、領収書を役場に提出

高齢者 対象者
・65歳以上の方
・60歳以上65歳未満の方で、心臓、じん臓、呼吸器の機能、または
ヒト免疫不全ウイルスにより免疫機能に日常生活がほとんど不可能
な程度の障害のある方

接種回数
１回

1,100円
（※生活保護世帯の方は接種費用の免除を受けることができます。）

申請方法
接種前に、住民課で申請が必要

（生活保護世帯の方のみ）

2021
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北川村の人口・世帯数北川村の人口・世帯数
令和5年7月31日現在　（　）は前月比

人　口 1,212人 （＋3）
　男 589人 （＋4）
　女 623人 （－1）
世帯数 629戸 （＋1）
昨年同期の総人口 1,224人 世帯数615戸

トーマス先生お別れ集会
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9月  6日(水)
9月27日(水)

9月7日(木)・14日(木)・21日(木)・28日(木)
9月1日(金)・8日(金)・15日(金)・22日(金)・29日(金)
9月6日(水)・13日(水)・20日(水)・27日(水)
9月7日(木)・14日(木)・21日(木)・28日(木)
9月6日(水)・13日(水)・20日(水)・27日(水)
9月5日(火)・12日(火)・19日(火)・26日(火)
9月7日(木)・14日(木)・21日(木)・28日(木)

9月1日(金)・8日(金)・15日(金)・22日(金)・29日(金)
9月12日(火)
9月21日(木)
9月6日(水)
毎週火曜日
毎週火曜日

（受付）12：45～13：15
（受付）12：45～13：15

   ９：３０ ～
１０：００ ～
１０：００ ～
１３：３０ ～
  ９：１５ ～
  ９：３０ ～
１３：３０ ～
  ９：３０ ～
１０：３０ ～
１０：３０ ～
１０：００ ～
  ９：００ ～
  ９：００ ～

事　　　業 実　施　年　月　日 実  施  時  間 実施場所・備考
乳 児 健 診
１歳６カ月･３歳児健診
野 友 介 護 予 防 教 室
加 茂 介 護 予 防 教 室
久 府 付 介 護 予 防 教 室
柏木・崎山介護予防教室
野 川 さ く ら 会
長 山 せ せ ら ぎ 会
宗 ノ 上 介 護 予 防 教 室
中 部 け ん こ う ク ラ ブ
小 川 ふ れ ん ど
島 バ ラ 会
ぺ ち ゃ く ち ゃ 会
親 子 ふ れ あ い 広 場
ゆ ず み ど り

奈半利町防災センター
奈半利町防災センター
北川村保健センター
北川村農業センター
北川村農村婦人の家
柏 木 交 流 センター
野 川 交 流 センター
長 山 交 流 センター
宗 ノ 上 集 会 所
小 島 集 会 所
菅 ノ 上 集 会 所
北 部 集 会 所
北川村保健センター
ゆ ず の 花
ゆ ず の 花

ご冥福をお祈りしますご冥福をお祈りします
　 氏　名 年齢 地区 死亡月日
井津　　重 91才 野友甲 7月16日  
土居　京子 93才 加茂 7月25日 
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８月９日(水)　お弁当の日

８月15日(火)　室内あそび・屋外あそび


